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第166図　96・97号竪穴住居跡・竃実測図
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96号竪穴住居跡（第166図）

調査区C3b3区を中心に確認され，97号竪穴住居跡と重複している。規模は東西5．0m・南北

3．6mを測り，主軸方向N－23。－Eを指し，隅丸方形を呈している。

壁は，床面からやや斜めに立ち上がり，壁高35cmを測る。床面は平坦で，良く踏み固められて

いる。ピットは5か所確認され，深さは15～25cmを測る。壁溝は確認されない。

竃は，北壁中央部に位置し，粘土・砂で構築され，焚口・火床からなだらかに立ち上がり，煙

道・煙出し孔を作っている。

遺物は，土師器・須恵器・漆付着土器・羽口・漆紙が出土している。

第167図　96号竪穴住居跡出土遺物実測図
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96号竪穴住居跡出土遺物観察表（第167図）

番号　　 器　　 種
i 法慶（C中　　　 形 態 お よ び 寧 法 の 特 徴

備　　　　　 考

土不

l　　 S

出 目 獣 疫 密 恋 志 し後ナデ調整。

！＋ ＋　　」

灰黄色
砂粒 ・砂礫
不良

台　付 壷 D　は0 ．0 ） 胴部 と底部片。底部はナデ調整。 黄灰色

2　　 S 細砂 ・砂礫
良好
自然粕付着

3　　 H

慈 A lO ・6　　　 胴部はわずかにふ くらむ。頸部は 「く」の字に外反し，目線 橙色
部上端が直立する。日経部内 ・外面横ナデ調整。 砂粒 ・砂礫 ・雲母
胴部外面は，箆削り後ナデ調整。 普通

！　 鉄 鉢 形
A （21．0）　 丸底気味の底部より，内攣して立ち上がる。口綾部横ナデ調整， 灰白色

4　 S 一土　 器 底部は箆削 り後ナヂ調整。 砂粒 の砂礫
良好

5 j s
短 頸 壷

i
肩部と頸部破片。 自然粕付着

羽　　　　　 ロ

6

全長 0 6・0） 基部を欠くが，先端に行 くに従って，若干細くなる。

外径7 。0
孔径2 ．0 ～2 ．5

先端部には鉄分が付
着

鮮聾竪究健屠跡（第166図）

調査区C3C3区を中心に確認され，96号竪穴住居跡によって北側が破壊されている。規模は9

東西5・3me南北5・Omを測り9　主軸方向N－960－Eを指し，隅丸方形を呈している。

壁は9床面からやや斜めに立ち上がり，壁高20cmを測る。床面は全体に凹凸であるが，良く踏

み固められている。柱穴は3か所確認されたが，比較的浅い。壁溝は確認されない。

竃は，東壁中央部に確認され9一部が96号竪穴住居跡によって破壊を受けているが，袖部。煙

道の煙出し孔は残存している。竃には9　支脚として瓦片を使用している。

本住居跡は，97号竪穴住居跡と接する部分に鍛冶炉跡が確認されたが，全貌は明らかにできな

かった。

遺物は，土師器ゆ須恵器e漆紙が出土している。

97号竪穴住居跡出土遺物観察表（第168図）

番号 器　 穫　 法師 m）　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ‾‾…丁 議 √　 考

寮　　 C （15 ・4 ）　 横位の叩きの後に，体部下半は左から右方向の箆削り調整。　 灰色

1 S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒 ・砂礫 ・雲母
普通

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［

2

i

丸　　　 瓦 璽　　　　　　 五線径11・8cm，玉緑長 7 cm，厚さ1 ．8cm，弧深7 cm を測る。　 にぷい橙色

i
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第168図　97号竪穴住居跡出土遣物実測図

98号竪穴住居跡（第169図）

調査区B3i2区を中心に確認され，西壁部は調査区城外に延びており，遺構の全容は把握され

なかった。規模は東西5．5m・南北4．5mを測り，主軸方向N－4。－Eを指す，隅九長方形を呈し

ている。

壁は，床面から垂直に立ち上がり，壁高80cmを測る。床面は平坦で，全体に良く踏み固められ

ている。ピットは5か所確認され，深さは25－55cmを測る。壁溝は確認されない。

東壁部に土塀状掘り込みが確認されたが，堆積土・掘り込み状況からみて，最近掘られたもの

と判明した。

竃は，調査区城外に存在するものとみられる。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・羽口・漆紙・漆しぼり料が出土している。

－237－



至嬰23．5m

第169図　98号竪穴住居跡実測図
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第け0図　98号竪穴住居跡出土遺物実測図
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98号竪穴住居跡出土遺物観察表（第170図）

番号　 紫　 檀　　 法蟄行の　　　　　 形 態 お よ び 拳 法 の 特 徴　　　　　 備　　　 考

項 堵隋打転恵恋盃討議 外反す萎整苧砂礫
2 S　球　描 ； 票漂 震空ヾ霜詫露呈這謂雷詣結 先端部は菱憂・砂礫

3 S 高台桝 喜1㌢； 誓；β芸孟漂孟言霊漂 羞志だ畠鵠 芸孟諸賢警詔等‡菱曇も砂礫

4 S 高帥堵喜1；；； 蓋響蓋妾宴窯芸宗旨鵠 霊孟請禁撃鵠 完悪 霊登蓋e砂礫
底部に墨書

5 S高腑 喜1；護　憲芸曇喜運窪喜蕪誓竿讐ナ羞富詣雷書芸先語霊鵠 蓋還；妾蓋羞欄
良好

6 is　蓋　 孟1芸‥呂　 雷票警露是漂 ；冒禁豊芸憲警豊音警霊 禁鵠 。豊。砂礫
良好

っS 台付盤～喜（：；；；）蓋窯睾蔓蓋蓋！譜憲譜 鵠㌫右諺鵠 鵠 萱董去警然粕憎

8 Si台付盤喜（：畑 鵠 こ謂鵠 警詣鵠 欝 外反する○董蓑≡誓次焼成

婆　　　　　　　 日経酢 底部欠軌 胴部に最大径をもち，器外面は箆肖胱 頸　 にぷい橙色

9 ”　　 だ 三 や調整瀞 外面の摩滅が激しい○　　 警蓋よ芸警木葉痕

‖　 要目 …‾ 「 平研 き蔽 寺 蒜 を沈線で区切る：　　　 灰色

ユO　　S

平　　 瓦　　　　　 凸面に縄目0 凹面に布目痕がみられる。　　　　　　　 褐灰色

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂礫 ・長石
やや硬質

12　 噂　 毒雷 昔 1つ 志芸子、孟急ぎま孟宗琴線 粘土塊充填法である0 表働 け 禁 ス。リア

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やや硬質

13 羽　 「 慈 揮 先端で3cm’末端で7°5cm と先端に行くに従い細くなる0　 先端部に鉄が付着

99号竪穴住居跡（第171図．）

調査区C3e3区を中心に確認され，西側は調査区城外に延びており，遺構の全容は把握できない。

規模は東西約駁Omの南北5．4mを測りラ　主軸方向N－70…Eを指す，隅丸長方形を里していると

みられる。

－240－



壁は，床面からやや斜めに立ち上がり，東側で高く，壁高35cmを測り，北側はゆるやかに立ち

上がる。床面は平坦で，良く踏み固められている。ピットは2か所確認され，深さは60cmを測る。

壁溝は，確認されない。

竃は，北壁中央部に位置し，粘土・砂で構築され，焚口からゆるやかに立ち上がり，煙道・煙

出し孔を作っている。

遺物は，土師若‡・須恵器・漆紙が出土している。

第間図　99号竪穴住居跡・竃実測図
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第172図　99号竪穴住居跡出土遺物実測図

99号竪穴住居跡出土遺物観察表（第172図）

怨一〇。
5CM

r　　　：　　！

番号器　　種法量（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　考

1 S

土不C　　7．4 休部は直線的に外上方へ開く。 灰白色

水挽き痕を残す。 砂粒・砂礫
良好

二次焼成

2 S

量不C　　8．8 上げ底ぎみの底部で休部は直線的に外上方へ開く。 灰色

砂粒・砂礫

良好

器内面に漆付着

3 S

高台付杯B　　5．7 底部から内管ぎみに立ち上がり，ロ縁部は外反して開く。高台灰白色

は外側に開く。器外面には水挽き痕を残す。 砂粒・砂礫

良好

底部外面に箆記号

4 S

台付壷D　　8．1 胴部下半および底部。高台は外側に開く。水挽き成形。底部はナ灰色

デ調整。 砂粒・砂礫
良好

自然粕が付着

5 H

窪A　23．6 胴部に最大径をもち，頸部で「く」の字に外反し，ロ縁部先端で橙色

直立する。口緑部内・外面横ナデ調整。胴部ナデ調整。 砂粒・砂礫

良好

6

砥　　　　石2．2×2．1 長方形を呈する。全体に使用され，九味をもつ。 凝灰岩

川0号竪穴住居跡（第173・174・175図）

調査区C3i7区を中心に確認され，東西5．6m・南北4．0mを測り，主軸方向N－90－Eを指

し，隅丸長方形を呈している。

一242－
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第174図100号竪穴住居跡竃実測図

100号竪穴住居跡出土遺物観察表（第176図）

壁は，床面からやや斜めに立ち上が

り，壁高10cmを測る。床面は平坦であ

Iら　良く踏み固められている。ピット

は9か所確認され，深さは20cmを測る。

壁溝は南・西・北壁下に確認され，幅

10cm・深さ5cmを測る。

竃は，北壁中央部に位置し，粘土・

砂で構築され，焚ロからなだらかに立

ち上がり，煙道・煙出し孔を作ってい

る。

北西コーナー部に東西0．9m・南北1．

3m・深さ0．25mの土壌状遺構が検出さ

れたが，調査の結果本住居跡には伴わ

ないものと判断した。

遺物は，土師器・須恵器・墨書土器・

鉄製品・漆紙が出土している。（佐藤正好）

番 号 器　　 種 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

土不 A　 14 ．4 底 部 は上 げ 底 で ， 休 部 は 内 攣気 味 に立 ち上 が り ロ緑 部 で 外 反 す 灰 白 色

B　　 5 ．0

C　　 8 ．0

る。 底 部 は 回 転 箆切 り後 に ナデ 調 整 。 砂粒 ・白雲 母

不 良
器 内 ・外面 に 漆 付 着

2 S

土不 A　 13 ．0 体 下 部 は や や 内 暫 し， ロ 縁 部 は 外 反 して 外 上 方 へ 開 く。 底 部 は 灰 黄 色

B　　 4 ．0

C　　 7 ．7

回 転度 切 り後 ， ナ デ 調 整 。 砂 粒 ・砂 礫
良 好

3 S

杯 A　 13 ．3 底 部 か らや や 内 攣 気 味 に 立 ち上 が り， 口綾 部 で 外 反 す る。 底 部 灰 オ リー ブ 色

B　　 4 ．2

C　　 7 ．3

は 回転 箆 切 り後， ナ デ 調 整 。 砂 粒 ・砂 礫
良好

4 S

土不 C　 16 ．4 底 部 残 存 。 灰 白 色

底 部 は 回 転 度 切 り後 に ナ デ 調 整 。 外 面 は箆 削 り後， ナ デ 調 整 。 砂 粒 ・砂 礫
良 好 、

5 S

高 台 付 堵 高 台 は 外 に 直 線 的 に 開 く。 底部 は 回 転 糸切 り後 ナ デ 調 整 。 灰 色

砂 粒 ・砂 礫
良 好

6 S

台 付 壷 底部 破片。 胴部下 部に 水挽 き痕 。 外 周 は 箆 削 り。 灰 色

砂 粒 ・砂 礫

良 好

7 S

高 台 付 皿 ロ 綾 部 か ら休 部 は 直線 的 に 開 く。 内 ・外 面 は ナ チ 調 整 。 橙 色

砂 粒 ・砂 礫

良 好

－244－
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第膵図　m0号竪穴住居掘方e156－B号竪穴住居跡実測図

番号　 器　 種 ！ 速射 cm日　　　 形 態 お よび 手法 の特 徴 備　　　　　 考

婆　　 A 12．1　　 胴部上端に貴大径をもち，頸部からロ緑部にかけて了く」の字 赤褐色
砂粒 ・長石・雲母
良好
二次焼成により煤
付着

［B l0．6　　　 に外反する。ロ綾部に一条の沈線状の段がつく。日録部横ナデ

8　 H　　　　　　 C　 7．0　　　 調整。胴部ナデ調整。底部は箆削り調整。

9 軒 丸 瓦 i　 愕 鵠 競 譜 譜 鵠 警 に単弁18葉蓮華文’外区には 灰色
細砂 ∵良石粒
良好
】

鎌　　　 長さ13．7　　　 先端は丸味を呈する。棟は平棟で断面三角形で棟と刃がほぼ同
10　 i身幅 3つ 様なカ‾ブで翻 る潤 を折蟻 げている○

…　ユ＿15－1－1－ll
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第176図100号竪穴住居跡出土遺物実測図

102号竪穴住居跡（第177図）

調査区E2co区を中心に確認され，南北2．9m・東西3．53mを測り，主軸方向N＿50－Eを指

す隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とする自然堆積を示している。壁は75度内外で立ち上カ目上　壁高は40～

54cmで，壁下には竃部を除いて幅10cm・深さ5cmの壁溝が回っている。床面は東側がやや低くな

るほかは平坦で，全体的に良く踏み固められている。ピットは浅く，北東隅に1か所認められる

るだけである。ほぼ中央部に炉跡が確認されている。

竃は，北壁中央部にあFら壁外へ41cmほど摘P）込まれている。焚口は床面より10cmほど低く，

火床からなだらかに立ち上がる。袖部は砂と粘土によって構築され，焚口部幅45cmを測る。焼成

部中央に，支脚として利用されたものと考えられる掃羽口が立った状態で出土したほか，若干の

土器片を出土している。炉跡はほぼ中央にあり，砂を主体として皿状に構築されている。なお，

南側にピットを有している。

遺物は，土師器・須恵器・人面墨書土器・漆付着土器・瓦・羽口・砥石・鉄製品・鉄棒が出土

しているが，床面出土のものは少なく，覆土中・下層から多く出土している。

－246一
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壁璧　25．2m

第177図102号竪穴住居跡・竃実測図
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第178図102号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第け9図102号竪穴住居跡出土遣物実測図（2）

－249－

扁且
抜ゝもー。

巨二二一10；CM　一二∃

、
r
r
H
H
t
，
度
皆

バ

　

ー

　

1

．

・

1

．

・

．

．

一

．

一
．
J
′
圭
Y



㍉
「
二
士

㊤5　◎26
一

1

．

．

‥

一

二＿二
第180図102号竪穴住居跡出土遺物実測図（3）

一250－



102号竪穴住居跡出土遺物観察表（第1786179e180図）

番号 器　　 種　　　 法 量（cm） i　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1

土不　　　 A 14 ．3 底部 は平底で，休部 と底 部はややあ まい角度 で分かれ る。休 部 浅黄橙 色
砂 粒 ・長石粒 ・ス コ リア
不良
内面全体に漆付着
底部に箆記号

S
B　 5 ．2
C　 8 ．2

はやや 内攣気味に外上方 にのび， 口緑端部を丸 くおさめている。
右 ロ クロ水 挽 き成形 で，底部 は回転箆切 り。一部ナデ調整。

2 S

土不　　　 C　7 ．6 底部 は平底 で，休部 と底部 は明瞭な角度で分かれ，休部は 内轡 灰 白色

気味 に外上 方にのぴ る。右 ロ クロ水挽 き成形で，底部は 回転箆 細砂 ・長石粒

切 り。休部下 端部手持箆削 り調 整。 不良

3

杯　　 A （1 3，6） 底部 は平底 で，休部 と底部 はやや 明瞭な角度で分かれ る。休部 明オ リーブ灰色

S
B　　 4 ．7 はやや外反 気味に外上方 にのび， 口綾部 は外反 し端部はやや尖 細砂 ・砂礫 ・長石粒

C　　 7．5 る。右 ロクロ水挽 き成形 で，底部 は回転箆切 りで無調整。 普通

4 S

土不 ！ A （1 3．6）

B　　 4 ．6

底部 は平底 で，休部 と底部 は明瞭な角度 で分 かれる。休 部はや

や内攣気味 に外上方にの び， 日録端部 を丸 くお さめてい る。水

灰色
細砂 ・長石粒 多
良好

C （8 ．の 挽 き成形 で底 部は回転箆切 り後， 多方 向の箆 ナチ及びナデ調整。！口綾部 に黄 白色 の 自
然粕，鉄分吹 出
重 ね焼き痕休部下端部手持箆削 り。胎土中に空気が混入し，底部に膨みをもつ 。

5 S

ま不 A （13 ．9 ） 底部は平底 で，休 部 と底部はやや あまい角度 で分 かれ，ほぼ直 灰色
細砂 ・長石粒 ・雲母
普通

ロ緑部 内面か ら外面
にかけ煉付着

B　　 3 ．9 線的に外上方 にのび， ロ縁部 は外反 し，端部 はやや尖 る。水挽

C （8 ．5） き成形 で，底部 は 多方向の静止箆削 り。休 部下端部手持箆削 り。

休部内面 は横 ナデ調整。

6 S

土不 A （14 ．0） 底部は平底 で，休 部 と底部は箆削 りによる明瞭な角 度 で分かれ 灰 色

細砂 ・長石粒
良好　 堅緻

目線部 内 ・外面に黄

l 白色の 自然粕

B　　 4 ．4 内攣気味に外上 方にのぴ， ロ緑端部付近 で強 く内轡 し，端 部を

C　　 8 ．6 丸 くおさめている。全体に薄手作 り。右ロクロ水挽 き成形で1底部は回
i 転箆切 り後，静 止箆 ナデ調整。休部下端部手持箆 削 り調 整 0

7 S

土不 A （13 ．6） 底部は平底 で，休部 と底部はあ まい角度 で分か れ，休部 は直線 青灰色

B　　 4 ．5 的に外上方 にのぴ， ロ緑 端部 を丸 くおさめている。目線部付 近は 細砂 ・長石粒

C　　 7 ．5 薄手作 り。水挽 き成形で底部は 回転箆削 り。底部 内面か ら休 部 良好

内 ・外面は横 ナデ調 整。 堅緻

S

土不 A （15 ．2） 底部 は平底 で，休部 と底 部はややあ まい角度 で分か れる。休 部 灰色

8
B　　 4 ．3 ほ一旦外傾 し，途 中か ら外反気味に外上方 にのぴ， 目線端部 を 砂粒 ・長石粒

C　　 9 ．6 丸 くお さめ ている。水挽 き成形で，底部 は箆ナデ調整か 。休 部 良好

下端 部手持 ち箆 削 り調整。

9 S

土不 A （ 7 ．6） 底部 は平底 で，休部 は直線的に外上方にのぴ， 目線端部 を丸 く 灰 白色
砂粒 ・長石粒 ・鉄分 多
量に含み黒斑をみる。（小形 コ B　　 4 ．7 おさめてい る。水挽 き成 形で，底部は静止箆削 り調整。 全体 に

ップ形 ） C　　 5 ．6 端正 な作 り。 良好
酸化焼成 と思われ る。
休部外面全体にビー
ドロ状の 自然粕。

10 S

蓋 天井 部中央に扁平 なボタン状のつ まみがつ く。天井部 はやや丸 灰白色
み を帯び る。水挽 き成形 で，天井頂部は 回転箆削 り。方 向は不 砂粒・長石微粒・鉄分

明。つ まみ と天井頂部 内面は横ナデ調整。 良好

1 1 S

台　付 盤 A　 2 0．1 底部 と休部の境界は，丸みを帯びる。休部は内攣気味に外上方にのび， 明オ リーブ灰色

B　 4．3 ロ綾部で大 きく外反し，口緑端部を丸 くおさめている。高台は貼 り付け 砂粒 e長石微粒 ・石英 ・

D 1 2　2 で 「ハ」の字状に外下方にのび1外端部に稜 をなす。右ロクロ水挽き成 雲母
I形で底部は回転箆削 r）。日録部内・外面と高台朴 外面は横ナデ調整。 普通

高　　 盤 A （2 5．0） 受け部のみ。ロ綾部 と休部 の境界に稜 を持 ち， 口緑部 はほぼ垂 直 灰白色

12 i

S

に立 つ。端部 をやや尖 年気味にお さめてい る。水挽 き成形 で仝 細砂 。長石 粒 ・鉄分

体 に横 ナデ調整。

i
i

良好 ・逆 さ焼 き

休部 外面全体に黄 白

色の 自然粕

13 i
i
S

短 頸 壷　 A （11．3） ほぼ球 形 をなす休部 から，や や外反気味に短 く立 ち上が る目線 灰 白色
小、⊥　 一 、⊥　 鉄 ユ部 を持 ち，端部 を尖 り気味にお さめ る。胴部は厚手 ，頸部か ら 砂粒 ・長石粒 ・達男
良好ロ部にかけ， 薄手作 り。内 ・外面 モとも横ナデ調整。 休部 内面全体 に黄 自
炊、′

色 の 自…、和

14

j

S

長 頸 壷　 A （ 8．6） 頸部 は上位ほ ど外反度が 大 きく， 口綾部にいた り， さらに下 方 灰黄色　 砂粒 ・長石

、－⊥一　　　　ふ′へ 開 き，平坦面 を形成，端部 をやや尖 り気味にお さめ ている。 粒 ・鉄 刀
良好胴部 との接合痕 を明瞭に残す。 内 ・外面全体 に黄 白

！ 色 の 自然粕
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番号 器　　 種 法量（cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

15 S

婆 日綾部は外上方 に大 き く開き，端部 を尖 り気 味におさめてい る。 灰 白色

目線部外面 につ まみ出 しに よる稜 をもたせ二条の貼 り付 けによ 精良，砂粒 ・長石 微粒
る凸帯 をつけ， その間に楯状工具 に よる刺突文 を二段 に施 して 普通

いる。 内 ・外面 は横 ナデ調 整。

16 S

婆 大 き く張 った胴部 に頸部 は丸 く屈 曲 し， 外上方にのび る口綾部 灰色

がつ く。粘土紐積み上 げ成形 で休部 内面は指頭押庄調整。頸部 細砂 ・長石 粒
内 ・外面は横ナデ調整。休部 外面 は平行 叩 き目調整。 良好

堅緻

17 S

寮 休 部は強 く張 る。休部外 面は平行 叩 き目調整。休部 内面 には同 灰色

心円文が残 る。 細砂 ・長石粒

良好

18 H

i

小 形 婆 頸部か ら休部の一部。内 ・外面は横ナデ調整。 にぷい橙色

細砂 ・長石粒 ・雲母

普通

休部外面に墨書

19 H

婆 A （23 ．5） や や胴の張 った休部か ら 「く」 の字状 に屈曲す る口綾部がつ き， にぷい赤褐色

端 部 を外上方につ まみ出 している。内 ・外面は横 ナデ調整。 砂粒 ・長石粒 ・雲母

良好

内面煤付着

20 H

襲 A （21．5） や や丸 味 を帯び た休部か ら頸部 は丸 く屈 曲 し， ロ緑部はほぼ垂 明赤褐色

直に立ち上が り，端部 をつ まみ出す 。体部 内 ・外面は箆ナデ調 砂粒 ・長石粒 ・雲母

整。頸部 か らロ緑部内 ・外面 は横 ナデ調 整。頸部外面に箆に よ 良好

る粘土 のお さえ痕が見 られ る。

21

軒　 丸　 瓦 全長 ′（10 ．0 ） 瓦当面 は内区に複弁十菓蓮華文，外 区に珠 文 を配す る。中房の 浅黄色

面径 （15．6） 連子 は欠損，丸瓦部 と瓦 当裏面 は箆 削 り調 整で，丸瓦部裏面に 砂粒 ・長石粒 ・礫
僅 かな布 目を残す。 やや軟質

22

平　　　　 瓦 全長 （31．4） 両側面 と片側端面は欠損。凸面は縦位 の縄 目叩 きを施 し，凹面 褐灰色

狭端 （12 ．8）

厚 さ　 1．8

ほ布 目を残す。端面は箆ナデ調整。 砂粒 ・長石粒 ・雲母 ・
礫

堅緻

23

平　　　　 瓦 厚 さ　 3．0 凸面 は縦位 の縄 目叩 きを施 し，荒 いナデ調 整 と指頭押庄痕 を残 灰黄色
す 。凹面 は布 目を残すが端部に荒 い箆削 りを施 し，一部 ナデ調 砂粒 ・長石粒 ・雲母

磐 と指頭押庄 痕 を残す。側面 は分割裁 ．面のままと思われ上 ・下端 やや 軟質

部 は面取 りを施す。

番号 種　 類

羽　 口

法師 中 形 態 の 特 徴 庚 考冊 摘 恒 疇 l法畳 （cm）！ 形 態 の 特 徴 序 考

24

全長 i先端 部は欠礼 外面は一 少量の　 ［砥 石 8 ．5 ×5．0 ［長方形 を呈 す。瓦面 を除 ［瓦 製

（11．6 ）

外径6 ．1
孔径2．7

】方向の箆肖購 調整。　　 鉄付着

V基部に箆傷 を残す。

29 i（転用砥） 2 ・2

】！

25

羽　 目
全 長　 大形羽 ロ， 先端 部は％欠 先端 は　 ！砥 石 4．8×2．6 三側 面のみに使用痕が認　 須 恵器

患 掛 軸 の捌 り調霊鮒 （転用砥）0・6 iめられる。 宗底莞

26

羽　ロ 射 鵠 昔 なl 31 小 札 毒誓；：1 歴 働 られるoi

27

砥　石 一望蓋…蓋警‡、‥細い棒状i

28
砥　石
（提砥）2．3
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第柑図103号竪穴住居跡。竃実測図
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103号竪穴住居跡し第181図）

調査区E3C2区を中心に確認され，102号竪穴住居跡の東側に位置する。東西。南北とも4．67

mを測り，主軸方向N－50－Eを指す隅丸方形をしている。東壁北側にコの字形の張り出しを有する。

覆土は，褐色e暗褐色土を主体とする自然堆積層である。壁は外傾して直線的に立ち上がり，

壁高は65cm内外である。床面は，南壁中央付近と竃前面が特に踏み固められているほかはやや軟

弱で，ほぼ平坦である。主柱穴は4本確認され，深さは28～70cmを測る。

竃は，北壁中央部にあり，長さ1．23mも幅1．3m・焚口部幅45cmで，壁外へ29cm程掘り込まれ

ている。袖部は，ロームブロック・粘土・砂で構築されている。焚ロは，床面より20cm程掘り下

げられ，中央部に割石を立て支脚としている。

遺物は9　土師器e須恵器e墨書土器8漆付着土器ゆ瓦e砥石・鉄製品の鉄棒が，主に北半部床

面付近から出土している。

103号竪穴住居跡出土遺物観察表（第182e183図）

やや盛り土がっ

法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴

滑から，休部はあまい角度で分かれ，やや内 灰白色

りび目線端部を丸 くおさめている。水挽き成 細砂 ・長石粒 ・雲母

刀り。休部下端部に一部手持ち箆削 りが見ら 石英粒

F調整。全体にやや摩滅。 不良

‥βから，休部は明瞭な角度で分かれ，内攣気 灰 白色
砂粒 ・長石粒 ・石英

粒 ・雲母
普通

内 ・外面に墨付着

ロ緑端部を丸くおさめている。右ロタロ水

ヨ転箆切 り。外周部は箆ナデ調整。休部中位

∃転籍削り。休部下端部は手持ち箆削 り調整。

ニ底部はあまい角度で分かれる。休部は直線 灰 白色
砂粒 ・長石粒 ・雲母
不良
休部内面から底部外
面に煤付着

ロ縁端部 を丸 くおさめている。右ロクロ水

圭回転箆切 り後，部分的なナヂ調整。内面全

已われる。全体に摩滅が進行。

ちと底部は明瞭な角度で分かれ，やや内轡気
i 鵠 苧長石粒 ．雲母 ．

長石微粒
良好
休部内面か ら底部に
漆付着
底部外面に墨書

ヒわずかに外反し，端部を丸 くおさめている。

轡気味に外上方に
回転箆切形で底部は

れる。内面は横ナ

味に外上方にのび，
挽き成形で底部は
から下端部にかけ

底部は平底で休部
的に外上方にのび
挽き成形で，底部
体は横ナデ調整と

底部は平底で
味にのぴ，ロ

㍍ 嘉 蒜 A （14．5） ．底部と休部の境界は明瞭な稜をもち，休部は外傾気味にのび，ロ綾部で
青灰色

i i 呂 呂‥2

＋…

やや外反して端部を丸くおさめている。高台は貼り付けで1下方向にの 砂粒 ・礫 ・長石粒 ・
び1端部を丸くおさめている。右ロクロ水挽き成形で1 底部は回転箆削 鉄分
り高台は貼り付けで；内外面は横ナデ調整。内面全体に摩滅が見られる。 良好

［高帥 塚i D （12°5） 橿 三菱蓋孟貰蓋蓋羞孟亨㌻蓋曇蓋等菜這箆歪‡妄蓋蓋革 灰色
細砂 ・長石粒多
良好
底部内面に黄白色の
自然寒由i i

高台付ま不 水挽き成形で底部は回転箆削り。高台は欠損するが貼り付け高 青灰色
細砂 ・長石粒 ・長石
微粒台。底部内面は横ナデ調整。

ii＋ i

l

普通
底部外面に墨書

十－
！高台付杯
ii
Ei
i

D 白1・3） i
ii
！

高台は貼り付けで 「ハ．」の字状に外方に下降し，内端面にあまい
溝が回る。底部の器壁は厚い。右ロクロ水挽き成形で，底部は
回転箆削り。一部に指頭押庄痕を見る。高台内・外面は横ナデ調

オリーブ灰色
砂粒 ・長石粒（砂目が
荒い）
良好

東女 底部外面に箆記号志○
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第183図103号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

二・…

二二
器　　 種 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴

S

蓋 天 井 部 中央 に 扁 平 な ボ タ ン状 のつ ま み が つ く。 天 井 頂部 は 回 転

箆 削 り。 つ ま み は 槙 ナ デ 調 整 。

S

要 A （3 5 ．8 ） や や 膨 ん だ休 部 か ら大 き く外 反 す る 口縁 部 が つ き，端 部 を か る

く下 方 へ つ ま み 出 す 。 頸 部 か ら 口綾 部 外 面 及 び 内 面 全体 は 横 ナ

デ 調 整 。 休 部 外 面 は 平 行 叩 き 巨調 整 。

H

土不 C lO ．0 底 部 は平 底 で， 底 部 と休 部 は や や あ ま い角 度 で分 か れ， 休 部 は

内管 気 味 に 外 上 方 に の び る。 内面 は 箆 磨 き調 整後 ， 不 完 全 な 黒

色 処 理 。 休 部 及 び 底部 外 面 は 回転 箆 削 り調 整 。

H

球 C　7 ．4 や や 小 形 の 杯 。 底部 は 平 底 で ， 底 部 と休 部 はや や あ ま い角 度 で

分 か れ ， 休 部 は 内 留 気 味 に 外 上 方 に の び る 。右 ロ タロ水 挽 き成

形 で， 底 部 は 回転 箆 切 り， 体 部 内 ・外 面 及 び底 部 内面 は横 ナ デ

調 整 。

H

凄 A （24 ．4 ） や や 膨 ん だ 休 部 か ら 「く」 の 字 状 に 屈 曲 し， 大 き く外反 す る 口

緑 部 が つ く。 端 部 をや や 外 上 方 に つ まみ 出す 。 内 ・外面 は横 ナ

デ 調 整 。 頸 部 外面 に粘 土紐 の 痕 跡 。

l

：H

袈 A （14 ．6 ） や や 膨 ん だ 休 部 か ら 「く」 の 字 状 に 屈 曲 し， 大 き く外 反 す る短

F　 14 ．6 い ロ緑 部 が つ く。 ロ緑 部 外 面 に 浅 い 一 条 の 溝 を もつ 。 口綾 部 先

端 をや や 尖 り気 味 につ ま み 出 す 。 ロ頸 部 内 ・外 面 は槙 ナ デ 。体

部 内 ・外 面 中位 か ら下 位 に か け 箆 ナ デ 。下 位 は 横 位 の 箆 削 り調整 。

備　　　　　考

にぷい黄橙色
細砂・長石微粒・雲母
普通
底部外面に箆記号

H

窪 A （13 ．3） あまり張らない休部からかるく「く」の字状に屈曲する口綾部
をもつ。口緑部外面に明瞭な稜をもち，端部を強く外方へつま
み出しながら丸くおさめている。内・外面は横ナデ調整。

H

無 C　 9 ．0 平底の底部か ら，やや 内管気味に外上方 にのぴ る休部 をもつ。

内面全体にナデ 調整。休部外面は縦 ・横位 の箆削 り及びナデ調整。

にぷい橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通
内・外面に煤付着

にぷい橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通
底部外面に木葉痕
底部内面に鉄分付着
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番号 器　　 種
法畳 （cm）ア ‾‾…‾‾‾　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ［ 備　　 考

18

療

H

C　 5．8　　　 小 さな平底の底部か らやや 内攣気味に外上方にのびる休 部 を もつ。橙色

底部は厚み をもつ。 内面ナデ調整。休部外面は箆削 り調 整。 細砂 ・長石 ・雲母
普通

底部 外面 に木葉痕

番号 種　 類 法量（cm） 形　 態　 の　 特　 徴
傭 引 網

種　 類 法畳（cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

19

砥　 石 4 ．1 ×2 ．9 長 方形を里 し，全面に使 流紋岩

26 ．5 g

21

不　 明 全 長 全体 に攣 曲す る。

l

l

2．0 用痕が認め られ る。欠損

部 分あ り。

鉄 製品

i

（3．4）

幅 0．4

厚 さ0．4

一方の端部 欠損 。

i

20

不　 明

鉄製品

全長

（5 ．2）

幅0 ．4
厚 さ0 ．3

一　　　　 】

断面が楕円形の棒状 を呈

している。
上 部欠損 。

104号竪穴住居跡（第184図）

調査区E3e2区を中心に確認され，103号竪穴住居跡の南側に位置している。南北3．38m・東西

3．6mを測り，主軸方向N－50－Eを指す隅丸方形を呈している。

覆土は，上・中層が褐色・暗褐色土を主体とする自然堆積層を示すが，下層はロームブロックや

砂などを含む褐色土で，人為的な堆積と考えられる。壁は，80度内外の傾斜をもってほぼ直線的

に立ち上がり，高さ約50cmである。床面は全体的に堅く締まっているが，南壁下から竃前面にか

けては特に踏み固められている。ピットは，南壁下のほぼ中央部に深さ10cmの小ピットが1か所

認められるだけである。

竃は，北壁やや西側寄りにあり，長さ1．65m e幅1．8m・焚口部幅0．9mで，壁外へ0．981m掘り

込んで構築されている。袖部は砂を主体として構築されているが，保存状態は悪い。焚口部は床

から10cmほど低く，煙道部へゆるやかな傾斜をもって立ち上がっている。

遺物は，土師器e須恵器e漆付着土器・瓦e鉄棒が，ほぼ中央部の床面付近と竃から出土して

いる。

104号竪穴住居跡出土遺物観察表（第185図）

番号　　 器　　 種 法皇 （cm） 形 態　 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

土不 A ll ．8 底部 は平 底で，休部 と底部 はやや あ まい角 度で分かれ る。休部 灰 白色

」＿
1　　 S

B　　 3 ．8 ほ直線 的に外上方にのび， ロ緑端部 を丸 くお さめ ている。水挽 細砂 ・長石粒 ・雲母
C　　 7 ．0 き成形 で， 底部は回転箆切 り。外周部は箆 ナデ調整。休部下端 普通

部 は手持箆 削 り調整。全体 にやや 薄手作 り。 ほぼ全体 に漆付着

土不 A （14 ．0 ） 底部 は平底 で，休部はやや 内攣気 味に外上 方にのび， 目線端部 灰 白色

2　　 S
B　　 4 ．1 を丸 くおさめてい る。水挽 き成 形で底部はナデ調整。休部下端 砂粒 ・長石 粒 ・雲母 多

C （7 ．0 ） 部 は手持 ち箆 削 り調 整。休部 内面 は横 ナデ調整 。 不良

休部外面に一部煤付 着

高 台付 杯
l
D　　 8．3 底部 と休部 の境界は　 回転箆 削 りに よる明瞭な稜 をもち　 休部

！にぷい褐 色

3　　 S

、、、一　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ、　　　　　　　　　　　　　†
は外傾気 味に外上方にの ぴる。右ロ クロ水 挽 き成形 で，底部 は

砂粒 ・長石粒 ・芸母 多
不 良回転箆 削 り。高台は貼 り付 けで， ややふんば り気味 で内端部 に 底部 及び休部 内面 に

稜 をもつ 。体 部内 ・外面 及び高 台内 ・外面は横ナデ調整。 二部煤付着

】
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蔓甲　25．4m

旦叩25．2m

第柑図104号竪穴住居跡・竃実測図
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嘉 ヲ竃 ‾‾‾‾種 法畳行の　　　　　　　　 形態およ　び寧法の特徴　　　　　　　　 備　　　　 考

4障 C。8°5）雷管チ雷雲！ま警撃志急警蒜孟宗芸濃琵雷讐宗忘㌢志志呈憲聾蓬㌔石粒蘭
は箆削り調整。全体に薄手作り。　　　　　　　　　 底部外面に多数の轍莞葉状庄痕

5樟 i i休部の朋 酬 き昌調整瀾汗デ調整0　曇慈認雲母多

6樟
堵 A （14 ．0 ）　 底部 はやや 丸み を帯びた平底 で，休部 と底部 はあ まい角度で分　 橙色

B　 4 ・2　　　 かれ る。休部 は内攣気味 に外上方 にのび， 日綾部 で僅かに外反　 細砂 ・長石微粒

7　　 H C　 8 ・5　　　 し，端部 を丸 くお さめて いる。水挽 き成形 と思われる。内面全　 やや精良

体 は箆磨 き後 黒色処 理。休部外面 は横 ナデ調 整，休部 下端部及　 普 通

び底部 は回転箆 削 り調整。
i

8 i H 高台付塊恒 呂） 蓋蓋琵蓋蓋憲 喜羞蓋睾蓋望≡蓋喜憲 等を蔓曇返 還 曇藍濫 石英0こ

！
にのびる。高台内 ・外面は横ナデ調整。全体に薄手作り。　　　 普通

I ∴ Å （22．4）　 やや胴の張った休部から頸部は丸く屈曲し，ほぼ垂直に立ち上　 赤色
がる口綾部がつき，端部をかるく外反気味′につまみ出す。口頸　 砂粒 ・長石粒 ・雲母

9　　 H 部内の外面は横ナデ調整。休部内面は箆ナデ調整。休部外面は　 良好
ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 目線部内面に一部燥

付着

婆 A （13諸）　 小形喪である。かるく張った休部から，ゆるやかに外上方に層　 にぷい橙色

10　　 H
曲する口綾部がつき，端部を外反気味につまみ出す。日頸部内　 砂粒 ・長石粒

・外面は横ナデ調整。休部内面は箆ナデ調整。体部外面はナデ　 普通
調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内・外面に煤付着

窪 A （17 e4）　 球形に張った休部から，強く「く」の字状に屈曲するロ綾部が　 にぷい赤褐色

11　 日
つき，端部をかるく外反気味につまみ出す。ロ頸部内 0外面は　 砂粒 ・長石粒 8雲母
横ナデ調整。休部外面はナデ調整，中位から下方は箆削り調整。普通

i
休部内面はナデ調整。

平　　 瓦 全長 （17．8） やや扁平で言 摘 は縦位の縄目叩きで凹面は布目を残し，端部は！灰色

12 i鵠 是晋警りを施す。欄 ま斜机 分割し誹 ナデ調整0 や 匿 礫

用7号竪穴住居跡（第187図）　　　　　　　・

調査区E3C7区を中心に142号竪穴住居跡の南側に確認され9　南北3．6mの東西3．75mを測り，

主軸方向N－110－Eを指す隅丸方形を呈している。

覆土は9　枚乱があり良好でないがラ　ロームブロックを含む褐色の暗褐色土を主体とし，人為的

堆積と考えられる。壁は北東部が不明瞭であるが9　壁高15～30cmを測る。床面はほぼ平坦で，竃

前面は踏み固められている。ピットは北東部と南西部の3か所で，深さは10cmを測る。

竃は，北壁ほぼ中央部にあるが，残存状態

は悪く，焼土も少ない。

遺物は，少量の土師器・須恵器・丸・鉄製

品0鉄棒で，ほとんど床面からの出土である。

第柑図107号竪穴住居跡出土遺物実測図
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第柑図107号竪穴住居跡実測図

107号竪穴住居跡出土遺物観察表（第186図）

買！

＿I＿II＿

番号器　　種法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴 備　　　　　考

S

蓋A（20．6）天井頂部はやや扁平で，ロ緑端部は下方に屈曲し普　稜をなす。
l
灰色

1
内端面は内傾する面をなす。水挽き成形で七　三天井部外面は，回細砂・長石粒

転箆削り後横ナヂ調整。内面全体はナデ及び横ナヂ調整。良好

内面に漆付着

108号竪穴住居跡（第188図）

調査区C2h9区を中心に109号竪穴住居跡の東側に確認され，南北4．2m e東西5．34mを測り，

主軸方向N－40－Wを指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，褐色e暗褐色土が主体で，部分的にロームブロックを若干含み，人為的な堆積が認め

られる。壁は60度内外でゆるやかに立ち上が生　高さ8－25cmである。床面は，東側中央部が若

干高くなるほかはほぼ平坦で，比較的硬い。ピッ与は4か所で，整然と配されているが，いずれ

も2本ずつ重複し，建て替えが考えられる。

竃は，北壁中央部にあり，長さ上64mで，壁外へ55cm程掘り込んで構築されているが，残存状

態は不良。袖部は山砂で構築され，焚口部は床面よ机2cm程低く，ゆるやかに煙道に至っている。

遺物は，土師器e須恵器・墨書土器・漆付着土器・羽目e砥石。鉄製品・鉄棒が少量出土して

いるが，大部分覆土中からのもので投棄されたものと考えられる。
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108号竪穴住居跡出土遺物観察表（第189図）

遠 前　 館　 橙　 法師 悶） 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　　 恒 昏 ’ 壷

1 位 孟 （1芸‥昌）
平底の底部は欠損。休部は外上方にのび，目線端部を丸 くおき　 灰色
めている。水挽き成形で，休部下端部手持ち箆削 り調整。　　 細砂 ・長石粒 e 雲母

普通
内面に焦げか

高台付土不 厚 く作った底部から，休部はやや薄く外傾気味にのぴる。右口　 灰色
タロ水挽き成私 底部は回転箆削 り後かるい横ナデ調整。高台　 細砂 ・長石粒 e 長石

2　 ま　S ほ貼 り付けで殆 ど欠損。 微粒 e雲母
普通
底部外面に墨書

3 i s　 蓋 天井部中央に扁平なボタン状のつまみがつ くが，頂部は僅かに　 青灰色
欠損。水挽き成形 と思われる。天井頂部は回転箆削 り。つまみ　 砂粒 ・長石粒 ・石英
と天井部内面は横ナデ調整。 粒

i
ii

良好

i
i 台 付 義 一D 曲 1）

の S

Ⅱ － 丁 ＿　 j

休部はやや攣曲しながら外上方にのぴる。高台は厚く外下方に　 灰色

ふんば り気味にのぴ，端部に面をなす。体部内 ゆ外面及び高台内　 細砂 の長石粒 ・礫 e鉄分

。外面は横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　 普通
休部外面に一部煤付
着

尋 薫 1大きく外上方にのぴる日綾部は端部で肥厚し，やや尖り気味と　灰黄色思われるが，僅かに欠損。頸部内面は箆削り調整。目線部内面　細砂・長石微粒・雲孟宗警警悪霊浣慧‡志望警喜冒慧票莞警霊警部外面は横げ贋焼け
㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

声 i霞作 東 … lj 休部はやや攣曲しながら外上方にのぴる。高台は厚く外下方に 灰色
ふんばり気味にのぴ，端部に面をなす。体部内ゆ外面及び高台内　細砂の長石粒・礫e鉄タ
。外面は横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

休部外面に一部煤付
着

i
温 i

ii

鹿£慧欝忘芸だ是完讐悪霊謂凱露語語調雷撃長志 ㌃
脛警警悪霊浣慧‡蒜警警濃票莞警漂部外面は横げ贋焼け

6樟 ！i休部の－部。外面は平行叩き昌調整。内面は箆ナデ調整。　　外面黒色　内面灰色i

ま l

，細砂・長石粒多
良好

7 is 婆 C 賂 2） i芸漂誓箕空豊 票漂 護憲賢志だ箆蒜鵠 孟漂 漂 豊 ㌶欝 宝石粒儲

憬 鵠 謂 諸 霊 警及び底部内面は箆ナデ後，ナヂ調整0　禁 多
i

］

品 つ

［

口繚端部は外反しやや尖り気味におさめている。水挽き成形で　にぷい橙色内面は黒色処理0　　　　　　　　　　　　　　　細砂・雲母普通
i休部外面に墨書

i i i コ底部外面は箆ナデ調整。
！ i
i　i
8 iH i
［
‖

ま不 i
ii
i

口繚端部は外反しやや尖り気味に
内面は黒色処理。

i

判
窺 i A 胎 6）

i
小形無と思われる。丸く張った体
曲する口綾部がつき，端部をほぼ
部から目線部内・外面は横ナデ調整
ナデ調整。

！

狛 H i
i l

塗 C　6．8
i

上」、形無の底部。平底の底部から体
る。休部内面に粘土紐痕を残す。
外面は箆ナデ調整。

休部から強 く 「く」の字状に屈　 にぷい橙色
ぼ垂直に丸 くおさめている。頸　 砂粒 0長石微粒 ・雲
整。体部内 も外面は箆ナデ及び　 母多

普通

休部は外傾気味に外上方にのの 橙色

休部内面は箆ナデ調整。休部i砂粒8長石粒e雲母
普通

底部外面に木葉痕

番号 種 類 丁表 示 丁 形 態 の 特 徴　 備 考
番号 種　 類 法畳（cm） 形 態 の 特 徴 i備 考

H 砥 石 需 ×5・4 孟票霊 漂 に朋 篭議 釘　 全長 （5 ．8） 頭部は折 り曲げている。

14　　　　　　 太さ0 ．6 先端部欠損。

ユ23 ．5 g

12擁悠 豊両端部欠軋 i 山型竺3煙 埜　 つ
は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿子i全長（2潮 かo i
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第柑図109号竪穴住居跡実測図
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二二二∃

109号竪穴住居跡（第190・191図）

調査区C2h7区を中心に，108号竪穴住居跡の西に確認され，南北5．3m。東西6．45mを測り，主

軸方向N－00を指す長方形を呈している。

覆土は，褐色e暗褐色土を主体とし，ロームブロック・炭化粒子を含有する層が多く人為的堆

積と考えられる層が認められる。壁は75度内外の傾斜で立ち上がり，高さ30－40cmである。床面

は平坦で，全体的に硬いが，特に竃前面から南壁下にかけては良く踏み固められている。ピット

ー265－



は7か所確認されたが，主柱穴は各コーナー部の4本で，南壁下のP7は，入口に伴う施設と考

えられ，P5・P6は，本跡に伴わないものである。柱穴の深さは40～60cmを測る。

竃は，北壁中央部にあり，長さ1．15m・幅1．3m，焚口部幅0．5mで，壁外へ25cm掘り込まれて

いる。袖部は砂によって構築され，焼成部は床面より18cm低く，50度内外の傾斜をもって煙道に

至っている。

遺物は，土師器・須恵器・墨書土器・羽口・砥石・鉄製品・鉄棒が，おおむね4本の柱穴を結

んだ線の外側の床面付近から出土している。この中で，鉄製品が大部分を占めていることは注目

される。

第191図109号竪穴住居跡竃実測図

109号竪穴住居跡出土遺物観察表（第192・193・194・195図）

番 号 器　　 種 浅 畳 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

ま不 A （15 ．0 ） 底 部 は 平 底 で， 休 部 と底 部 は や や あ ま い角 度 で分 か れ る 。休 部 灰 白色
B　　 5．0 は 内 攣 気味 に外上 方に のぴこ ロ緑 端 部 を丸 くお さ め て い る 。 水 挽 細 砂 ・長 石 粒 ・雲 母
C （ 9 ．1 ） き成 形 で ， 底 部 は箆 ナ デ 調 整 。 全 体 に 摩 滅 が 進 行 。 不 良

2 S

土不 A （13 ．9 ） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 と底 部 は や や あ ま い角 度 で分 か れ， 休 部 は 灰 白色
B　　 4 ．3 ほ ぼ 直 線 的 に 外 上 方 に の ぴ ， ロ縁 部 は 僅 か に 外 反 して端 部 を丸 砂 粒 ・長 石 粒 ・雲 母
C （8 ．7 ） くお さめ て い る。 水 挽 き成 形 で ， 底 部 は 回 転 箆 削 り調 整 。 ロ縁 不 良

部 内 ・外 面 は 横 ナ デ 調 整 。

3 S

土不 A （14 ．9 ） や や 盛 り上 が った 厚 手 の 底 部 か ら休 部 は 薄 く， や や 内野 気 味 に 青 灰 色
B　　 3 ．9 外上 方 に の び， ロ綾部 は月鴫 外 反 し， 端 部 を丸 くお さめ て い る。 細 砂 ・長 石 微 粒
C　　 8 ．0 水 挽 き成形 で ， 底 部 は 回転 箆 切 り後 ， 静止 箆削 り調 監 休 部 下 端 普 通

部 は一 部 手 持 ち箆 削 り調 整 。 ロ緑 部 内 面 と底 部 内

面 に 漆 付 着
底 部 外 面 に墨 痕

4 S

ま不 A　 13 ．4 や や 丸 み を帯 び た 底 部 か ら， 休 部 は あ ま い角 度 で 分 か れ　 外 傾 灰 色

B　　 4．2 気 味 に外 上 方 に の ぴ　 ロ繰 端 部 を丸 くお さめ て い る　 底 部 内 面 細 砂 ・長 石 微 粒 ・雲 母

C　　 8．3 と休 部 内 面 の 境 界 に 僅 か な くび れ を見 る。右 ロタロ水 挽 き成 形 で や や 不 良

底 部 内 面 に 鉄 分 付 着
底 部 外 面 に 墨 書

底 部 は 多方 向 の 静 止 箆 削 り調 整 。休 部 下 端 部 は手 持 ち箆 削り調 整 。
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第192図109号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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⑥－ 三二二

第193図109号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

番号 器　　 棲 法量（cm ） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

5 S

量不 C　　 7．1 底 部 は 平底で休部 と底部 はあまい角度 で分 かれ，休部はやや 内 青灰色

智 気味に外上方にの びる。 細砂 ・長石微粒 多 ・

水 挽 き成形で底部は 回転箆削 りと思 われる。 礫

良好

6 S

土不 C　　 7．4 底 部 は 平底で，休部 は内習気味 に外上 方にのぴ ると思われ る。 灰 白色

水 挽 き成形で底部は右 ロタロ使用 の回転箆切 り。 細砂 ・長石微粒　 不良

底部 外面に箆記号
底部 内面に漆付着

7 S

高 台 付 埠 A　 15 ．7 底 部 と休 部は明瞭 な角度 で分か れ，休部 は外傾気味にのび てロ 灰色　 細砂 ・長石

B　　 6 ．0 縁 端 部 を丸 くお さめ ている。高 台は貼 り付 けで，外下方に のぴ 微 粒　 良好

C （1 0 ．3） 内端 部に稜 をなす。右 ロタロ水挽 き成形で，底部は回転度削 り 底部 内面に鉄付着

調 整。高台内 ・外面 は横ナデ調 整。底部 と高台の境界に接合痕 ロ緑部 内面に煤付着

を残す。 底部 外面に墨付着

8 S

蓋 A　 14 ．8 天井 部 中央につ まみが付 くが 欠損 。天井部 は丸味 を帯び 口緑部 緑灰 色

（転用硯 ） は外下方にか る 〈反 り，端部 は尖 る。水 挽 き成形で，天井部 外 細砂 ・長石微粒

面 中位 までは右 ロタロ使用 の回転箆 削 り。天井部外面中位か ら 良好

内面全 体は梼ナデ調整 。全体 に歪 む。 ロ綾部内面に鉄分付着
内面全体 に墨付着
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番号 器　　 種 法皇（cm）
形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ！ 備　　 考

9

s i 蓋
A （20．待 天井部中央にうまみが付くが欠損。天井部はやや扁平で，日録　灰褐色

部は僅かに内傾し，端部は尖る。水挽き成形で，天井頂部は右口　細砂・礫・長石粒
クロ使用の回転箆削り調整。天井部外面中位より口練部内・外面　不良
は横ナヂ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 天井部内・外面に煤付着

10 S

i 蓋
A （24．6） 壷の蓋か。天井部はなだらかに下降し，天井部と口綾部の境界　灰色　 細砂 ・礫・長

は明瞭な稜をもち口緑部はやや内傾する。水挽き成形で天井部　石粒　 良好
外面中位までほ回転箆削り調整。内面全体と天井部中位から口「天井部外面全体に灰
緑部にかけ横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を受ける。

11 S

蓋 A　 17．0 天井部中央に扁平な宝珠形のつまみが付く。扁平な天井部から　灰白色
B　　 4．1 反り気味に日録部に至る。天井部とロ綾部の境界に明瞭な稜を　細砂 e長石粒 ・長石

もつ。右ロクロ水挽き成形で天井部外面は回転箆削り調整。つ 微粒 ・雲母　 不良
まみと日録部内・外面は横ナヂ調整。　　　　　　　　　　　　 天井部外面に墨書

12 S
婆

i

休部の一部。外面は平行叩き目調整。内面はナデ調整。　　　　 灰褐色
細砂 ・長石粒　 良好
S H 18…19と同」国体

13 S

嚢

i

休部の一部。外面は平行叩き目調整。内面には同心円文が残る。灰色

細砂
普通

14 H
i不 A （15．8）

B　　 5．2
C （9．0）

ロ緑端部を丸くおさめている。内面全体は箆磨き調整。口綾部 酵 粒 蘭
底部と休部は境界をなさない。休部は内攣しつつ立ち上がり，

外面は横ナデ調整。底部及び休部外面は手持ち箆削り調整。　 さスコリア

15 H
土不 A　0 8．9）
誓 詔 ） i

16

［

H

小 形 鉢

！

A　 lO．0
B　　 7．6
C （4．3）

17 H

寮 A （12潮
小形婆。底部は平底で㍉体部は内攣い つ立ち上がり，丸く屈曲する口！にぷい赤褐色

B　　 9．8 緑部を持つ。ロ練端部をほぼ垂直につまみ出す。底部中心は厚く作り　砂粒 の長石粒 e雲母
C　　 7．4 休部は薄く作る。ロ縁部内・外面は僅かに横ナデ痕が見られるが，内　普通

・外面全体に箆ナデ及びナデ調整。全体に摩滅が進行。　　　　　　 底部外面に木葉痕
l

18 H

婆 ！
A （20．5） やや胴の張った休部から「く」の字状に屈曲する日綾部がつく。［コ緑　 にぷい橙色

F （23．1） 端部を外反気味につまみ出す。休部は薄く，臼頸部はやや厚く作る。　砂粒 の長石粒 e雲母
日録部内 e外面は横ナテ調整。体部内・外面は箆ナデ及びナチ調整。 普通
頸部外面に粘土紐痕を残す。

！

19 H

婆 C　7．2 婆の底部。平底の底部から直線的に外上方にのびる休部がつく。にぷい橙色
休部と底部外面は箆削り調整。休部と底部内面は箆削り及びナ　砂粒 ・長石粒 ・雲母
デ調整。 普通

底部内面に鉄付着

20 H

無 ！

i

l

C　7．4 票㌢警 惜 鐙 認 諾 ㌫ 鵠 謂 密 鮮 長石粒 儲

底部内面に鉄付着
；底部外面に木葉痕

番号
種 類 ！法畳（‘cm）！ 形 態 の 特 徴　 極 考 l番号 極 類 i法畳（cm） 形 態 の 特 徴　 備 考

21

22

23

先端部

に少量
の鉄付
着。

！

羽　 目　 全長（9．0）先端部の殆どは欠損，外 先端部
！

砥　 石　 3．6×2．4　三角形を呈し，全面に使　 凝灰岩
外径5．2　 面に箆傷を残す。 は溶解 0．7～2．4　用痕が認められる。一部　 20．7 g
孔径1．4

！

i

し鉄付 25　　　　　　　　　　　 自然画が認められるが凸
着。 凹が激しく使用しても平ら

にならなかったと思われる。

先端部
は洛解
し鉄付
着。

26 ！砥石！‡‥！＿：1．9匿 孟髭浩 票㌘［票
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妄 種 類 法蟄巨m）i 形 態 の 特 徴
備　 考 番号 種　 類

［法畳（cm）
形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

石 刀 子 ！

35 i i 控 32は茎部。

73
t
74

管　 状
鉄製品

73は完形品で，全長2．0

cm，幅0．8 cm。

36　 鉄　　　 慧悪 霊 竃 忍 漂 m，37は木
質残存

75

緑金具 外法
4．3×1．9

完形品。

e
37

37は茎部と思われる。 横穴

2．9×0．7

≡ ノ当 ！
39はほぼ完形品。
全長8．1cm，幅1．8cm。す

べてに小孔がみられる。

39は木
質残華

76

壷　 金 全長（3．4）

太さ0．2

厚さ0．2mmの鉄を折り曲
げ，内径0．4mmの孔を作

っている。

3声　 小札状 38は，長さ29cmの鉄板を
五つに折り曲げている。
47は径 3 mmの小孔を有す
る。48は両端部欠損。49
は一方の端が丸い。

38は木
質残存，
49は鉄

77
i
80

不　 明 77は燵鎌か。78は中央に
47　 鉄製品 鉄製品 小孔有り。79 ・80は1．9×
i 紐4犬の 2．2cmで両側を若干折り
49 ！ ものが

付着
曲げている。

i
53

！

81

環　 状
鉄製品
2．3×1．9
大澤0．6

一方が開く耳環状を呈し
ている。

5言　 釘

5～7 i

！ 蓋薫 窯 莞 全 ！

82

棒　 状
準製品

長さ12．1
太さ0．5

断面が方形の棒状を呈し，
両端部は尖る。

紺　　 全長31．5　片方だけのものである。

83

棒　 状 長さ17．8 鉄槌あるいは半製品か。
58　　　 太さ 0・9

i　　　 －

鉄製品 太さ
2．5×2．3 j

ヨ
［

一
髪　　 全長（6月）頭部欠損。

84

鈍 1．6×1．0 刀子の細か。部分的に金

；」 グj太さ1空 部は断面V字形であニ…
または銀が認められる。

8 5

不　 明
鉄製品

幅 2 ～ 5 mm の紐 状の鉄が

螺旋状 に巻 いてい る。

裁断時の鉄片 か。

＿ルー“．＿＿u＿ム＿ムーー＿＿＿＿」＿＿

69は表
面は鉄
で、あ る
が内面
に銅カゞ
み られ
るo　 i

86

［

不　 明

鉄製品

幅 4 mmの紐状 を呈 し，一

方の端が丸め られている。

110号竪穴住居跡（第196図）

調査区C2f7区を中心に確認され，大部分が調査区城外に存在する。確認部は南北2．3m e東西

L9mで，32号土壌と重複し，重複状況からみて32号土壌は当跡より古い。

覆土は，褐色e暗褐色土を主体とする自然堆積である。壁は80度傾斜で立ち上がり，高さ60cm

を測る。床面は，それほど締まりが無い。ピットは1か所で，深さ23cmである。

遺物は，土師器・須恵器・瓦e羽目e鉄製品e鉄棒で，いずれも覆土中からの出土である。
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号甲　24．2m

与野’　　　茫声

第197図110号竪穴住居跡出土遺物実測図

110号竪穴住居跡出土遣物観察表（第197図）

（ノ．。J．」皿一

番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

蓋 A 15．6 天井部中央 に扁平 なつ まみが付 く。天井頂部はやや 凹み， 口緑 灰褐色

B　3．9 部は下方向 に屈 曲する。右 ロタロ水挽 き成形 で，天井部 外面中 細砂 ・長石粒 多 ・長

位は回転箆肖町）調 整。他は横ナデ調整。 石微粒
良好

2 S

無 休部の一部。休部 外面は平行叩 き目調整。内面は箆ナ デ及びナ 灰 白色

デ調整。 細砂 ・長石粒 ・雲母

不良

3

釘　　　　 か 全長 （4 ．1）
太 さ　 0 ．4

両端部 欠損 。
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第198図111号竪穴住居跡・竃実測図

111号竪穴住居跡（第198図）

調査区C2j7区を中心に109号竪穴住居跡の南東に確認され，南北3．15m・東西4．05mを測男

主軸方向N－20－Eを指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，褐色・暗褐色土を主体とし，自然堆積と考えられる。壁は北側で確認できないが，南

側では高さ12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。床面は若干西側に傾斜するが，ほぼ平坦で，竃前面

にやや硬い部分が認められる。柱穴は認められない。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・鉄製品・鉄棒が少量，覆土中から出土している。

111号竪穴住居跡出土遺物観察表（第199図）

番号 器　　 種 法量 （cm ） 形 態 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

土不 C （8 ．4） 底部は平底で休部 と底部 はあまい角度 で分 かれ，休部はやや 内 灰 色

攣気味に外上方にのび る。水挽 き成形 で休部 内面は横ナデ調整 。砂粒 ・長石微粒 多

底部内 ・外面はナデ調整 と思われ る。 全体 に摩 滅が進行。 良好
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番号 券　　 種 法量 （cm） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

2 S

蓋 つ まみ のみ。天井部 との埴界付近 に浅 い溝を もつ。全体に横ナ 灰 オ リーブ色

デ調整。 砂粒 ・長石微粒 ・石

英 ・雲母

不良

3 S

寮 休 部の一部。休部 外面は平行 叩 き目調整。 内面 は同心 円文 を残 灰色

す。 細砂 ・長石粒 多

普通

4

短　 冊　 形

錬　 製　　 品

全長3．0

幅 1．6
厚 さ0 ．3

長方形 を呈す る。

、∈∃こ♂一

冒；72
第199図111号竪穴住居跡出土遺物実測図

112号竪穴住居跡（第200図）

調査区C2j5区を中心に確認され，西側で11含号竪穴住居跡と重複している。新旧関係は当跡が

新しい。南北3・35m・東西3．61を測り，主軸方向N－8。－Wを指す隅丸方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とする自然堆積とみられる。壁は，高さ10cmで外上方へ立ち上がる。

床面は外周部が比較的軟弱で，中央部は踏み固められやや低くなる。ピットは南西部を除く各コ

ーナーと，南壁中央部壁下の4か所あ男　深さは8－39cmを測る。

竃は，北壁やや西側寄りにあるが，遺存状態は悪く，構造は明らかでない。

遺物は，土師器・須恵器・墨書土器・瓦・鉄棒で，極少量が床面付近から出土している。

112号竪穴住居跡出土遣物観察表（第201図）

番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

｝不 A （12．8） 底部は平底 で，休部 と底部はやや あまい角度 で分 かれ，休 部は 灰 白色

B　　 4 ．6 外傾気味 に外上方にのぴ， ロ緑端部 を丸 くおさめている。水挽 細砂 ・長石粒 ・石英
C　　 7．8 き成形で，底部 は回転箆 切 年後，静止箆ナデ調整 。全体 にやや 粒 ・雲母

摩滅が進行。 不良

2 S

杯 A （12 ．9 ） 底 部は平底 と思 われ るが欠損。休 部はほぼ直線的 に外上方 にの 灰色
びる と思われ る。 口緑部 は僅かに外反 し，端部 を丸 くおさめ て 紬砂 ∵良石微粒

いる。水挽 き成形 で休部 内面は構 ナデ調整。 良好

3 S

蓋 A （14 ．8） 天井部中央にやや扁平で中心が僅かに高いつ まみが付 く。天井頂部は 灰 色

B　　 3 ．5 回転箆削 りでや や平坦に仕上がる。天井部 と口綾部の境界は明瞭で1 砂 粒・長石粒 多・雲母
□綾部は僅かに下方向に屈曲 し，端部は尖る。右 ロタロ水挽き成形で； 良 好
つ まみ とロ縁部内・外面は横ナチ調整。天井部内面はかるい横ナチ調 整。

4 S

蓋 A （14 ．3） 天井部 中央 にやや扁 平で中心が僅かに高 いつ まみが付 く。・天井 灰 白色
B　　 3 ．9 頂部は平坦 に作 られ， ロ綾部に向かって強 く下降す る。 天井部 と 砂粒 ・長石粒 ・石 英 ・

口綾部は明瞭 に分 かれ， ロ綾部は下方向に屈曲 し端部 は尖 る。 雲母　　 普通
水挽 き成形 で， 天井頂部 か ら中位は回転箆 削 l）。 天井部 内面に墨 書
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番号 器　　 穫　　　 法慶拉悶）　　　　　　　 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

i i 旗　 C 賂 1）　 底部は平底で休部と底部はほぼ明瞭な角度で分かれ，休部はや
灰白色

5
S ！

ii

細砂 ・長石微粒 ・長
石粒多
良好

橙色
砂粒 ・長石粒 ・雲母

6
′H 婆 i窓（芸当 …喜窯≡雲量蓋、懇 孟甥 詣鴛 欝謂

普通

∵〆

章 一C 9つ 芸蓋誓蓋誌喜璧…警警蓋蓋き禁票漂 β提漂 羞讐 蒜墓0 橙色
砂粒・長石粒・雲母多
普通
底部外面に木葉痕

i　　　　　　　 ［
下欄 鉄製品　全長 2・6　　 台形状の板状鉄製品。

8 i　　 漂言 冒

」

鼠
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第200図112号竪穴住居跡・竃実測図
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第201図112号竪穴住居跡出土遺物実測図

113号竪穴住居跡（第202図）

調査区C2j4区を中心に確認され，東側で112号，西側で115号の各竪穴住居跡と重複している。

新旧関係は，本跡が両跡より古い。東西4．55m・南北3．25mを測り，主軸方向N－3。TWを指す，

長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とする自然堆積とみられる。壁は高さ10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁下には，幅10cm・深さ8cmの壁溝がほぼ全周している。床面は小さな・起伏を有し，壁下付近ま

で良く踏み固められている。ピットは3か所認められ，深さは10～15cmを測る。

竃は，北壁ほぼ中央部にあるが，遺存状態は悪い。袖部は山砂を主体として構築され，火床は

5cm程の焼土が堆積している。竃前面のやや西壁寄りに，山砂をもって築かれた，炉跡とみられ

るものが確認されている。

遺物は，土師器・須恵器・砥石・鉄製品・鉄棒が少量，全体に散在して出土している。
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第202図113号竪穴住居跡・竃，115号竪穴住居跡実測図

113号竪穴住居跡出土遺物観察表（第203図）

番 号 器　　 種 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

堵 A （15 5 ）

l

底 部 は平 底 と思 わ れ る が 欠 損 。 休 部 は 外 上 方 に の ぴ， 端 部 を 九 灰 色

くお さめ て い る 。 水 挽 き成 形 で ロ緑 部 内 ・外 面 と休 部 外 面 は横 細 砂 ・雲 母
ナ デ 調 整 。 全 体 に 薄 手作 り。 や や 精 良

普 通

2 S

蓋 A　 18 ．8 天 井 部 の 中 央 を僅 か に は ず れ て ボ タ ン状 の つ まみ が 付 く。 天井 噌青 灰 色
B　　 4 ．3 部 は や や 丸 く， ロ綾 部 と天 井 部 の 境 界 は 鋭 く尖 り， ロ綾 部 は外 細 砂 ・長石 粒 ・長 石

下 方 に 屈 曲 す る。 右 ロ タ ロ水 挽 き成 形 で 天 井 頂 部 は 回転 箆 削 り 微 粒 ・雲母
調 整 。 天 井 部 内 面 中央 を除 き他 は 横 ナ デ 調 整 。
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番 号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

3 H

褒 A （24 ．の 殆 ど胴の張 らない休部 か ら 「く」の字状 に屈曲す るロ緑部がつ にぷ い褐色

き，端部 を外上方 につ まみ出す。 ロ頸部 内 ・外面 は横 ナデ調 蛭 砂 粒 ・長石粒 ・雲母

体部内 ・外面 はナデ調 整。 ・スコ リア
普通

番号 種　 類 法皇（cm ） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考 番号 種　 類 法量 （川 ） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

4

砥　 石 4．6×4 ．2 方形 を呈す。片面 は凸 凹 泥　 岩

5

不　 明 2 ．5 ×1．1 三 角形状 を呈 している。

3．3 が 激 しいため使用痕は部

分的 に しか認め られ ない

が， その他の面には全体
的 に使 用痕 が認め られ る

92 ．7 g 鉄製品 0 ．1

＿．＿＿＿＿．＿・．・．・．・．＿．．．．．．＿・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－　　l　　　－′‘t
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／J

′′

＼、

、　　　　　　「‾‾‥‾‾1／l

（
L＿＿＿㌣CH　　一一」

第203図113号竪穴住居跡出土遺物実測図

114号竪穴住居跡（第204図）

調査区C2h9区を中心に108号竪穴住居跡の南側に確認され，南側で117号竪穴住居跡と重複し

ている。新旧関係は明らかでないが，当跡が新しいと考えられる。南北2・82m・東西3・15mを測

り，主軸方向N－6。－Wを指す隅丸方形を呈し，東壁南半部に張り出しを有する。

覆土は，褐色・暗褐色土を主体とするが，多量の焼土や少量のロームブロックを含み，人為的

な堆積とみられる。壁は高さ10cm程で，ほぼ垂直に立ち上がる。床面は中央部に向かって低くな

り，全面踏み固められている。ピットは3か所確認され，深さは10cmを測る。

竃は認められなかったが，北東隅に70×60cmの楕‘円形を呈する焼土が存在した。焼土はレンズ

状に堆積し，炉跡とみられる。

遺物は，土師器・須恵器・羽ロ・漆紙様遣物・鉄棒が，中央部と東壁付近にかたまって出土し

ている。なお，中央部床面から25×15cmほどの割石が1点出土している。
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「主≡産等…纂撃垂重症∋tr

第204図114・117号竪穴住居跡実測図

114号竪穴住居跡出土遺物観察表（第205図）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2M

番 号 器　　 棲 法 皇 （cm ） 形 態　 お よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

ま不 A （12 ．6 ） や や 盛 り上 が っ た 平 底 の 底 部 か ら休 部 は一 旦 内管 気 味 に 外 上 方 灰色　 紳砂 ・長石 粒 多

B　　 4 ．2 にの拭　 休部 中位 か ら外傾気 味 にロ綾部 に至 る。 ロ緑 端部 を丸 くお き 良 好
C　　 富．4 め てい る。右 ロ タロ水 挽 き成形 で； 底部 は回転 箆切 り。休部 下端部 は 底部 内 面 か ら体 部 内

手持 ち箆 削 り調 整。 内面全 体 とロ綾 部外 面は横 ナチ調 整。 面 に 墨 付 着

2 S

蓋 A （17 ．0 ） 天井 頂部 はやや 扁平 で； 口綾 部は僅 かに段 をな し， 端 部 は 下 方 に 短 青 灰 色

く屈 曲す る。つ まみ は欠札 水挽 き成形 で； 天 井頂部 は回転 箆削 り調 細 砂 ・長 石 粒 ・長 石

整 。 口緑部 内 ・外面 は横ナ テ調 整。 微 粒

良 好

3 S

台　 付 盤 A （21 ．1） 休部 は大 き く開 き，休 部 と口緑部 は明瞭 な角度 で分 か れ　 外 反気味 に 青 灰 色

外上 方に のぴ る口綾部 がつ く。 口緑端 部 を丸 くおさめ てい る。 貼 り付 細 砂 ・長 石 粒 ・長 石

け高 台 を持 つが 欠損。 水挽 き成形 で1 内面 全体 とロ緑部 外面 は横ナ デ 微 粒 多

調整 。 良 好

4 H

台　　 付 A （10 ．4 ） 厚手 の底部 か ら休 部は 内攣 しつつ立 ち上 が りロ緑 部は垂 直に立 ち上が に ぷ い 橙 色

短 頸 壷 B　 17 ．0 る。休 部か ら頸部 にか け器厚 は薄 くな り口緑 端部 は肥厚 す る。 高台 は 細 砂 ・礫 ・雲 母 ・ス

D　 ll ，7 貼 り付 け で 「ハ」 の字状 に外下 方に のぴ る。休部 外面 中位 か ら下位 は コ リア

回転 箆削 り， 内面 全体 は箆 磨 き後黒色 処理。 普 通
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番号 器　　 種 法量（cm ） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

5

要

H

A （19 ．9） 強 く胴 の張った休部か ら 「く」の字状の ロ綾部 が付 く。 口緑端 にぷ い橙色
部は， 内面 に僅 かな段 をな し外反気味につ まみ出す 。 砂粒 ・長石粒 ・雲母

普通

6 H

袈 F　 24．4 ゆ るやかに内攣 しつ つ外上 方にのぴる休部 で，底部 とロ綾部 は にぷい黄橙 色
欠損。休部外面 は縦位 の箆 ナデ調整。休 部内面は横位の箆 ナデ 砂痘 ・長石粒 ・雲母

調 整。 ・礫

普通

、・・「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

第205図114号竪穴住居跡出土遺物実測図
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115号竪穴住居跡（第202区l）

調査区C2j4区を中心に確認されたが，南東コーナー部だけの確認で，他は調査区城外に存

在する。東側で113号竪穴住居跡と重複し，当跡が新しい。

覆土は，ロームブロックを含む人為的堆積とみられる。壁はほぼ垂直に立ち上がり，高さ20cm

を測る。床面は，比較的よく踏み固められている。

遺物は，土師器・須恵器が極少呈出土している。

－28ユー
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116号竪穴住居跡　し第206図1

調査区D2ao区を中心に確認され，H7号竪穴住居跡の南に位置している。西側で120号竪穴住

居跡と垂柁L，当跡が拙い㌧　規模は南北4．42111・東西4．84汀lで，主軸方向N－50～Wを指すや

や隅の丸い長方形を呈している。

覆土は，褐色。暗褐色土を主体とするが，中央部下層に焼土eロームブロックを多量に含む人

為的な堆積がみられる。他は9　おおむね自然堆積である。壁は南壁で高さ30cmを測るが，他は5

～ユOcmで，ほぼ垂直に立ち上がる。竃西側の北壁と西壁下には，幅16cm8深さ5cmの壁溝が存在

する。床面は中央部に撹乱があ生　東側に向かってゆるやかに傾斜しているが，ほぼ平坦で，南

半部は良く踏み固められている。ピットは8か所確認され，Pl～P4は主柱穴で9　深さは20～50cm

を測る。P5ほ入日に伴う施設とみられる。P8ほ19cmと浅い。P7ほ東壁外へ張り出す隅丸方形

のピットで9　南北96cmも東西95cmの深さは55cmを測る。遣物は皆無である。

竃は，北壁中央部にあ畑　西側袖部が崩壊しているが，長さ1．35mで，壁外へ20cm掘り込まれ

ている。袖部は普　山砂によって構築されている。焼成部は床面より10cm低ら　ゆるやかに煙道に

至っている。焼成部奥壁寄りから9　礫が2個重ねた状態で確認され，立脚として使用したものと考

えられる。

遺物は9　土師器e須恵器0羽目e砥石0鉄棒が覆土下層ゆ床面付近から出土している。

116号竪穴仕官跡出土遣物（第207図‾）

番号 器　　 種 法量（cm） 形 態　お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

皇不 A　 ll．4 底部は平底だが不安定。休部と底部ほほほ明瞭な角度で分かれ 休部 灰色

B　　 4 ．2 は外傾気味に外上方にのぴ，目線端部を尖り気味におさめている。右 細砂 ・長石粒 ・長右

C　　 7 ．4 ログロ水挽き成形で；底部は回転箆切り後，一方向の静止箆削り。体 微粒多・鉄分多

部下端部は手持ち箆削り調整。 良好

2 S

巨
A　 13 ．4
B　　 5 ．2
C　　 7 ．7

底部は平底で，底部と休部は明瞭な角度で分かれ，休部は一旦 青灰色
細砂 を長石大粒多 0
長石微粒多
良好

漂警言霊等豊も去誓禁霊琵琶霊表書崖品詣遥票鷺警姦
止箆削 り及 び箆 ナデ調整。休部下端部は手持 ち箆削 り調 整。

！

3 S

堵 A　 は3 ．0 ） 底部 は平底で底部 と休部はほぼ明瞭な角度で分かれ　 休部はやや外反 灰 白色

B　　 4 ．0 気味 に外上方にのびロ緑端部 を尖 り気味におさめている。右ロタロ水 細砂 ・長石粒 ・礫

C　　 8 ．3 挽 き成形で；底部は回転箆切 り私 静止箆削り調整。休部下端部は手 不 良

持ち箆削 り調整。

棒 C　　 8．0 底 部 は 平底 でラ　休部 はやや内攣気味に外上方に のぴ る。水挽 き 灰 色

4 S

！
i

成 形 で普　底部 は回転箆 切 りで無調整。 細砂 ・長 石粒
良好

内面全体 に漆付着

5

i 高 台 輌

S i

A　 0 3 。2）

B　　 5 ．2

D　　 9 ．0

底 部 と休部の境界 は，あ まい稜 を持つ。休部は外傾気味 に外上方 外面一緑灰色

内面一にぷい褐 色

細砂 ・長石粒 多 e雲

母 多 ・スコ リア
なま焼 け

にのぴ＼ 目線端部 を丸 くおさめてい る。高台は貼 り付け でやや
ふんば り気味に外下方にの坑 外端部に稜 を持つ。右 ロクロ水挽

き成形で，底部 は回転箆 削 り調整。

6 i

高 台 付 土不

S

i

A （14 ．3） 高 台 付稀 と思 われ るが底部 以下 は欠損。休部は直線的に外上方 青灰色

にのぴ， 口綾 部は外反する。水 挽 き成形で，休部 内面， 目線部 内 砂 粒 ・長石粒 ・長石

・外面は横ナデ調整 。 微粒

良好
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第207図116号竪穴住居跡出土遺物実測図

番号 器　　 穣 法量（cm ） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

7 S

高台付1不 D　　 9 ．2 底部 と休部の境界はあまい稜を持つ。休部は直線的に外上方にのびる 灰 白色
（転 用硯） と思われる。高台は貼 り付けて；ややふんばり気味に外下方にのび内 細砂 ・長石微粒 ・雲 母

・外端部に稜 を持つ。水挽き成形で底部は回転箆削 り調乳 高 台内・ 不 良
外面は梼ナチ調整。 底部 内面に墨付 着

8 S

蓋

［

つ まみは皿状に近 いが 中心 に尖 りを見せ る。つまみの接合部 付近 灰色
は回転箆 削 りに よ り，明瞭 な稜 を持つ。水挽 き成形で天井頂部 砂粒 ・長石粒 多
は回転箆 削 り後 横 ナ デ 調 整 と思 わ れ る。つ まみは梼ナデ調整。良好

9 S

蓋 A （1 5．9 ） 天井 頂部 はやや 扁平で 口綾部は僅か に段 をな し，端部 は下方向 灰色
に屈 曲す る。水挽 き成形で天井頂部は右 ロタロ使用 の回転箆 削 砂 粒 ・長石粒 ・長石
り調 整。 ロ緑部 内 ・外面 と天井部 内面は横ナ デ調整。 微 粒 多

普 通

10 S

長 頸 壷 A （8 ．4） 口緑部は外反 して大 き く開 き，端部はほほ垂直 につ まみ 出す。 灰 白色
口縁部外端面に稜 を もつ。 水挽 き成形 と思われ 口縁部内 ・外面 細砂 ・長石微粒 ・・鉄

は横ナデ調整。 分
普通

284－



番号 器　　 種 法畳 （cm）
】　　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴

備　　　　　 考

11 i S

長 頸 壷 A （8．3） 肩の張 った休部から頸郎昼ほほ垂直に立ち上が り，口綾部は大 きく外 青 黒色
反し，ロ線外端部に面をなす。頸部内面に魁 塵 巻 上 劫 を残す。頸 細砂・長石粒 ・長石微粒
部と休部の境界内面に明瞭な接合痕を残す。首頸知内 ・外面は横ナデ 良好

調整 と思われる。休部 内面はナデ調整。 ほぼ全体 に 自然紬

12 H

婆 A （16．1） 胴 の張った休部か ら 「く」 の字状 に屈曲す るロ緑部がつ き端部 にぷい橙 色
をほぼ垂 直につ まみ 出す。 ロ頸部 内 ・外面は横ナデ調整。休部 砂粒 ・長石粒 ・雲 母
内 ・外面はナデ調整。 普通

13 H

聾 A （21．1） 殆 ど胴 の張 らない休 部か ら 「く」 の字状 に屈 曲する ロ綾部がつ 橙色

F　 18 ．4 き，端部 は強 く外上方につ まみ 出す 。粘土紐積 み上げ成形で， 砂粒 ・長石粒
体部 内面 に痕 跡 を現す。 普通

14 H

蛮 C　　 8 ．9 底部 は平底 で休部 はやや内攣気味 に外上方 にのぴる。休 部外面 黄橙色
は箆ナデ調整 と思 われ る。休 部内面 はナデ調 整。底部 内面に指 砂粒 ・長石粒 ・雲母
頭押庄痕 を残す。 普通

底部外面に木葉痕

15

砥　　　　 石

」

2 ．4 ×1 ．8

1 ．5

台形 を呈 し，全面 に使 用痕 が認め られ る。一部 欠損 。小 形。 凝灰岩 8 g

117号竪穴住居跡（第204図）

調査区C2io区を中心に確認され，114号竪穴住居跡の南側にあり，重複している。新旧関係は

明らかでないが，114号竪穴住居跡が新しいものとみられる。南北3．54m e東西4．36mで，主軸方

向N－70－Eを指す，やや隅の丸い長方形を呈している。

覆土はほとんどみられず，壁も南側で6cmほど認められるだけである。壁溝は，幅17cm・深さ

8cmで，北壁の竃東側から南壁東半部にかけてと，西壁の一部に認められる。床面は，南壁下か

ら竃に向かって若干傾斜を有し，全体的にやや軟弱である。ピットは南壁中央部直下

に1か所認められ，入口の施設に伴うピットとみられる。

竃は，北壁東側寄りにあるが，上部を削平され，焼成部の掘り込みが確認されただ

けである。壁外へは，37cm程掘り込まれている。

遺物は，土師器の須恵器◎瓦がそれぞれ1片と鉄製品が南東隅から出土している。

いずれも床面出土である。

117号竪穴住居跡出土遺物観察表（第208図）

宵が

ヒ輩∃

第208図

117号竪穴住屠跡
出土遺物実測図

番号 種　　 頸 法皇（cm） 形 態　お　よ　び 手 法 の 特 徴 l 備　　　　　 考

1

不 明鉄製品 全長（3．1）
太さ　0．25

断面は円形を呈する。両端部欠損。

i
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第209図118号竪穴住居跡実測図

118号竪穴住居跡（第209図）

調査区D2b2区を中心に確認され，122号工房跡の西側に位置し，西半分は調査区城外に存在す

る。南北3・95m・東西4．5m（確認長）で，推定主軸方向N－5。－Wを指す長方形を呈するもの

とみられる。

覆土は，焼土・炭化粒子・ロームブロックを含む褐色土で人為的堆積である。特に，北西側に多

量の焼土が投棄されている。壁は70度内外の傾斜で立ち上がり，高さ30～40cmである。床面はほ

ぼ平坦で，南壁下から北側にかけての幅約2mは，十分踏み固められている。南壁下やや西寄り

に，45×30cmの範囲でロームを盛り，白色粘土を5cm程貼ったものがある。入口のステップとし

て使用したものと考えられる。ピットは2か所で，P2は東壁やや北寄りに，壁外へ張り出し，92

×70cmの長方形で，深さ40cmを測る。竃は確認できなかった。

－286－



遺物は，土師器・須恵器・墨書土器・羽ロ・砥石・鉄製品・鉄棒が出土しているが，南壁寄り

のものは床面出土で，他は焼土層と共に投棄されたものとみられる。

ノ

匿‾一望
ノ

「‾「一、－－

、二二‥∵三 ∠≦≡一二］

．

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿二三；－‾　　　」

第210図118号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第211図118号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

118号竪穴住居跡出土遺物観察表（第210・211・212図）

番 号 器　　 裸 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

土不 一 A　 l l ．0 底部 は平底 で；休 部 と底部 はやや 明瞭 な角度 で分 か れ る。休部 は外傾気 灰色　 紐砂 ・長石 微

B　　 3 ．9 味に 外上方 にの び 口綾 部は僅 かに外 反す る。水挽 き成 形で底 部 は一方 粒 ・雲母　 普 通

C　　 7 ．2 向の静 止箆 削 り調 整。休 部下 端部 は手持 ち箆 削 り調整 。 内面 全体 と休 部外 面

の－一部に 漆付着

2 S

杯 A （11 ．1 ） 底 部 は 平 底 で休 部 と底 部 は あ まい角度 で分 かれ 休 部 は や や 外 傾 灰 白色

B　　 4．4 気 味 に 外 上 方 に の び る 。 日録 端 部 を丸 くお さめ て い る。 左 ロ ク 細 砂 ・長 石 粒 ・鉄 分 多

C　　 5．8 ロ 水 挽 き成 形 で， 底 部 は 回転 箆 切 り。 底 部 外 面 を除 き横 ナ デ 調 普 通

整 。 全 体 に 摩 滅 す る 。 酸 化焼成 と思 われ る

3 S

士不 A　 13 ．9 浅 い坪 。底部 は平底 で 休 部 は外傾気 味に外上 方 にのびこ口綾部 は強 く外 灰色

B　　 3 ．6 反 し，端部 を丸 くお さめて い る。右 ロタ ロ水挽 き成 形で底部 は一 方向の 細砂 ・長石 粒 ・雲 母多

C　　 8 ．7 静 止箆 削 り調 整。 外周部 は一部 箆ナ デ。内面 全体 とロ綾部 外面 は横ナ な ま焼 け

テ調 整 。休部 下端部 に深 い粘 土紐 挽 き上 げ 痕 を残 す 。 底 部 外 面 に 箆 記 号

4 S

土不 A （1 4 ．5 ） 底 部は平 底 で； 休部 と底 部は箆 削 りに より明瞭 な角 度 で分 かれ る。体 灰 色

B　　 4．3 部 は外傾 気味 に外上 方 にのぴ， ロ縁端部 を丸 くお さめて いる。水 挽 き 細砂 ・長 石 粒 ・長 石

C　　 8．7 成 形で ，底 部は 回転 箆切 り。外 同部は箆 ナデ調 整。体 訂 下端 部手持 ち箆 微 粒

削 り調整 。休 部 とロ緑部 内 ・外面は横 ナチ調 整。 良 好

5 S

士不 A （14 ．3 ） 底 部 は 平 底 と思 わ れ るが 欠 損 。 休 部 は 外傾 気 味 に 外上 方 に の ぴ 灰褐 色

口縁 端 部 は や や 尖 る。 水 挽 き成形 で，口縁郡 内 ・外 面 は横 ナ デ 調 整 。細砂 ・雲 母 多

な ま 焼 け

6 S

高 台付 土不 A　 13 ．2 底部 と休 部の境 界 は ，明瞭 を稜 をもつ。休 部は 外反気味 に外上 方 にのび， 灰 色　 細 砂 ・長 石 粒

B　　 5．3 口線 端部 を丸 くおさめ てい る。高台 は貼 り付 けで；外下方 にの坊 内・外端 ・長 石 微 粒　 普 通

D　　 8 ．3 部 に稜 を持一1 右ロタロ水挽 き成形 で底部 は回 転箆削 り調整 。 ロ緑部 と ロ録 部 と休 部 内 面 に

休部 及 び高台 内 ・外 面は横 ナチ調 整。 煤 付 着

7 S

高 台付 1不 A （12 ．2 ） 底部 と休部 の境 界はや や 明瞭 な稜 をもち，休 部 は外上方 にの び ロ緑端 部 灰 色　 細砂 ・長石 粒

B　　 5 ．0 は僅 かに 外反す る。高 台 は貼 り付 けでほ ぼ垂直 に下降 し， 外端部 に稜 ・長 石 微 粒

D　　 7 ．6 をもつ。右 ロタロ水挽 き成 形で 底 部は 回転 箆削 り調整 。口緑 部 と休 部 普通
及 び高台 内 ・外面は横 ナデ調 整。 全体 に 漆 付 着

8 S

高 台 付 土不 A （13 ．3 ） 底部 と休部 の境 界はや や明 瞭な稜 を もち，休 部 は外傾 気味 に外上方 に 灰 色　 砂 粒 ・長 石 粒

B　 ＿6 ．2 の ぴ， ロ緑 部 は僅 か に外反 し，端部 を丸 くお さめ て いる。高 台は貼 り 石 英 ・長 石 微 粒 多

D　　 8 ．8 付け で 「ハ 」の字 状 に外下 方にの ぴる。水 挽 き成 形 で底 部 は回転箆 削 良 好

り調整 。 ロ縁部 内 ・外面 ，休 部外面 ，高 台内 ・外面は横 ナチ調 整。 底 部 外 面 に 漆付 着

ー2881
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番号　 器　 種 i 法師 悶）　　　 形態お濃び手法の特徴　 ‾‾‾‾‾…‾‾丁 五　 考

9 Si高細不iA鉦9

摘　高郷不Å幽 蓋警憲義軍貰蓋≡還蔓琶蓋芸溜砦鵠 濾 長石粒載
良好

っS澤軒
ヱ2 is 蓋 倍 岩 潤。

蓋　　　　　　　　　　 天井部にやや扁平なボタン状のつまみが付く。天井部は丸味を　褐灰色　細砂の長石

ヱ3 5　 ！　 警慧書簑霊蒜孟蒜雷富貴学芸欝 井頂部は醜 馴 調整0 つ 警ま禦 天井部外面

に煤付着

用 量i i至芸蓋築蓋曇盃芸憲差違葱貰嘉華芸晋芸墓慧孟禦 室藩蓋軍

土⊥
樟
j
［ 台付 盤 音義 ．9　 底部 休部の境界は明瞭でな 誹 部はゆるやかに外上方にの i灰白色

ヂ調整。　　　　　　 －不 良

天井部 内面に煤か

やや丸 く日綾部は下方向　 灰 白色
削 り調整．天井部内面と　 細砂 ・長右微粒 ・実母

渦巻のつまみの接合痕 を　 不良

ゆ るやかに外上方にの　 灰 白色

。右ロ クロ水挽 き成形　 砂粒 の長石拉 e石英

ま横 ナデ調整。　　　　 粒 や雲母　 不良

底部外面 に墨書

警警β堤琵懲 鸞 慧
外面は横ナデ調整。

一、－　　∴・．：∴　圭J∴

盤！A（2587） 受け部のみ。休部は外上方に大きく開き，ロ
段をなし，目線端部はほぼ垂直に屈曲す
外面に一一一・部回転箆削り調整。l若緑部内・

休部の一部。外面は平行叩き目調整。内面はナデ調整。

休部紆づ軋　外面は叩き自調整。内面はナヂ調整。

底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれ，休部は
に外上方にの拭目線部は僅かに外反し，端部を丸くおき
挽き成形で底部回転箆切り。外周部は手持ち箆削り調整
外面は横ナデ調整。

小形無。平底の底部から，休部は内攣しつつ立ち上がり
ロ綾部が付く。日線外端部にやや丸味を帯びた面をなす
は箆削り調整。休部内面は箆ナデとナチ調整。底部内面
緑部内・外面は横ナデ調整。

網の張った休部から「く」の字状に屈曲するロ緑書
経端部は外反気味に外上方につまみ出す。口頸部内8
デ調整．＿、

lll一一一一2（伸一1

灰褐色　細砂。長石
粒　良好
SI109－12と同一

個体，内面に漆付着

摩滅が進行。灰 色

細砂 ・長石粒 ・雲 母

不 良

やや内攣気味　 にぷ い橙 色

めている。水　 纏砂 。長石粒 ・雲母 多

。 ロ緑部内 ・　 普通

休部 外面 に煉付着

丸 く屈曲する　 にぷ い橙色　 砂粒 0

。目線部外面　 長石粒 ・石英 0雲母

はナテ調 整。　 普通　 底部 外面 に木

寒 痕 休部外面に煤付着

βが付 く。 ロ　 橙 色

外面は横 ナ i砂 粒 e長石粒 ・雲母

普通
口頸部外面に煤付着



番号 器　　 種 法量 （cm）
l

形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 i 備　　 考

24

擾 C （8．5） 底部は平底で休部 は内攣 しつつ立 ち上 がる。休部下位は箆削り調　 灰褐色

一一一°　ヽ’‾臼 整。内面全体はナデ調 整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒 ・長石粒 ・石英
・雲母　　　 普通

底部外面に木葉痕

25 H

婆 休部 の一 部。外面は平行 叩き 目調 整。内面は箆ナデ及 びナヂ　　 橙 色

調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 細砂 ・長石粒 ・雲母
普 通

26 H

婆
休部の‾部 瀾 潮 目調整 ○内面 は憫 i壷違 恩 雲母

番号 種　 葉頁 法皇（cm） 形　 態　 の　 特　 徴 l備　 考
i
番号 種　 類

法慶 （示 ［ 形 態 の 特 徴
備　 考

27

砥　 石 4．6×4 ．5

3．4

方 形 を里す。

一 面のみに使用痕が認め
られる。

砥　 石 3 ．5×2 ．2 全面 に使用痕 が認め られ 砂　 岩
36
釘　 か 36は全長6 ・3cm，

28
1．75 る。 15．5 g i

38

太 さ0諭cn－。

［

29

砥　 石 7 ．7 ×6 ．6 一側面 のみ に使用痕 が認 瓦　 製

i

環　 状　 外法5 ．9　 表面 には鉄錆 がみ られ る

（転用砥 ）2 ．5 め られ る。

li

39　 鋼 製品　 内法4・9　 が本体は胴である0 合わせ

i　 昌がみ られる0

30

i

3 3

刀　 子

j

30は完形品 で全長 19．0cm 。 不　 明 ′全長 7．9　 上下二か所 に長 方形の孔

刃幅1．3cm，刃長ユ1．9cm。

32は切 先部。

33は刀子か。

40 鉄製 品 糧 雲 をもつ0

i

34－

小　 札　 全長6 ．0

幅 1 ．8

完形品。

上 部に二 個， 中位 と下部

に四個 づつ小孔有 り。

119号竪穴住居跡（第213図）

調査区D2a8区を中心に確認され，111号竪穴住居跡の南側に位置している。南北3．54m e東西

4．53mを測り，主軸方向N－60－Eを指すやや隅の丸い長方形を呈している。

覆土は，東半部が褐色e暗褐色土を主体とする自然堆積で9　西半部がロームブロックを含む黒

褐色土を呈し，人為的な堆積とみられる。壁は全体的に低く14cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

北壁東側を除く壁下には，幅15cm e深さ6cmの壁溝が回る。床面は中央部がやや凹み，北側へ向

かってやや低くなるが，全体的に良く踏み固められている。ピットは北東隅と，南壁近くのほぼ

中央部の2か所検出され，深さは11～25cmを測る。

竃は，北壁やや東側寄りにあり，長さ1．7m e幅2．1m e焚口幅0．5mで，壁外へは掘り込まれてい

ない。袖部は，山砂によって構築されている。焼成部は床面より約10cm低く，35度の傾斜で煙道

へ続く。奥壁寄りに長さ17cm。幅7cmの割石を立て，上部に土器片を数片重ね，支脚としている。

遺物は，土師器e須恵器e瓦e鉄製品が若干床面から出土している。

一一一一一一1公）1llll



壁旦’

第213回119号竪穴住居跡・竃実測図

119号竪穴住居跡出土遣物観察表（第214図）

b！

臨．I

く乃

監！
∽l

離

番 号 器 　 　 種 i 法 畳 （c m ） 形 態 　 お 　 よ 　 び 手 法 の 特 徴 備 　 　 　 　 　 考

1 i
ii

甘 A 　 13 ．8 底 部はや や盛 り上 が った平 底 で；休部 と底部 はあ まい角度 で分 か れ 体 灰 色B 　 　 4 ． 0 部 は 州 頃 気 味 に 外 上 方 に の ぴ 1 日 線 端 部 を 丸 く お さ め て い る 。 右 ロ ク 砂 粒 ・ 長 石 粒 多 ・ 雲

C 　 　 8 ． 5 ロ 水 挽 き 成 形 で 底 部 は 回 転 箆 切 り で 無 調 整 。 目 線 部 内 ・ 外 面 は 横 ナ デ 母 多

調 整 。 良 好

i
i

2 i

i

j

s P

［

i A （ 1 3 ・ 1 ） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 と 底 部 は や や あ ま い 角 度 で 分 か れ 休 部 は 外 傾 気 味 灰 色

B 　 　 4 ．4 に 外 上 方 に の び る 。 口 緑 端 部 を 丸 く お さ め て い る 。 左 ロ ク ロ 水 挽 き 成 細 砂 ・ 長 石 大 粒 多 ・

C 　 　 8 ． 1 形 で 1 底 部 は 回 転 箆 切 り で 無 調 整 。 底 部 内 面 と 休 部 内 面 及 び 口 線 内 ・ 鉄 分 多

外 面 は 横 ナ デ 調 整 。 全 体 に 摩 滅 が 進 行 。 普 通
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番号 器　　 種 法量（cm ） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

3 S

蓋 A　 （18 ．の 天井部中央に，扁平な宝珠形のつまみが付 く。天井部は扁平でロ綾部 と 灰色　 細砂 ・長石微

B　　　 4 ．8 天井部の境界は明瞭な稜 をもつ。右 ロタロ水挽 き成形で，天井頂部は回 粒 ・鉄分

転箆削 り後かるい横ナチ1 天井部中位は回転箆削り調整。全体に丁寧 普通

な作 り。 天井部 内面に一 部漆

付着

4
軒　 平　 瓦 全長 （14．0） 顆は無段式 で， 瓦当面内区は均整唐草文， 外区は珠文 を配す。 灰色

厚 さ　 6．4 凸 ・凹面 と側面 は箆 削 り調整。 砂粒 ・長石粒 ・礫

竪緻

番号 種　 類 法量 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考 番号 種　 類 法量 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

5

砥　 石

（転用砥 ）

6．4× 3 ．3

2．0

二側 面のみに使用痕が認

め られ る。

瓦　 製

6

リング 外径2 ．3

厚 さ0 ．05

ほぼ％のみ残存。

∵．・、摘冊．

リ㌦一読‥．壷

第214図119号竪穴住居跡出土遣物実測図

＝・
5CM

l＿　＿＿＿　上　　　：

120号竪穴住居跡（第206図）

調査区D2a6区を中心に確認され，116号竪穴住居跡によって東半部が失われている。南北4．0

mで，東西は1．4mだけ確認できる。推定主軸方向はN－5。－Wを指す。

覆土は褐色土で，自然堆積とみられる。壁は高さ12cmでやや外上方へ向けて立ち上がる。北壁

下のみ幅18cm・深さ6cmの壁溝が存在する。床面はほぼ平坦で，やや軟弱である。ピットは北西
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隅の2か所で，深さは30cm内外である。

遺物は皆無に近く，西壁下から鉄棒1点を出土したのみである。

121号竪穴住居跡（第215・216図）

調査区D2b5区を中心に確認され，112号竪穴住居跡の南に位置している。南北4．29m・東西4．79

mを測り，主軸方向N－60－Wを指す隅丸方形を呈している。南西部で122号工房跡と重複し，

同跡より新しい。

覆土は，褐色・暗褐色土を主体とし，おおむね自然堆積であるが，北西部にロームブロックを

多量に含む層が認められ，人為的堆積とみられる。壁は，70度内外の傾斜をもって外上方へ立ち

上がり，南壁で42－50cm・北壁で30cmの高さを測る。東壁南半部の壁下に，幅14cm・深さ5cmの

壁溝が存在する。床面は，南壁下から竃前面にかけて5度前後の傾斜で低くなるほかは，ほぼ平

坦で，比較的良く踏み固められている。ピットは5か所確認され，Pl～P4が主柱穴で深さは25

～54cmを測る。

竃は，北壁中央部にあり，長さ1m・幅0．93m・

焚口幅0．3mで，壁外へ27cm掘り込まれている。袖部

は山砂で築かれ，遺存状態は良好である。焼成部は

床面を20cm掘り下げ，40度の傾斜をもって煙道に至

っている。焼成部ほぼ中央には，土師器窪を倒立さ

せ，その上に土器片数片を重ね　支脚としている。

煙出し孔は直径17cmを測る。

遺物は，土師器・須恵器・墨書土器・人面墨書土

器・漆付着土器・瓦・羽ロ・砥石・鉄棒が少量，中

央部の覆土および床面付近から出土している。

121号竪穴住居跡出土遺物観察表（第217・218図）

第215図121号竪穴住居跡竃実測図

番号 器　　 種 法 量（cm） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

i不 A （13．7） 盛 り上が った底部で，休部 と底部 はやや 明瞭 な角度 で分か れ， 灰 色　 細砂 ・長石 粒

B　　 4．6 休部はやや内攣気味に外上方に のぴ， ロ緑端部を丸 くおさめてい 普通

C （ 7．5） る。水挽 き成形で，底部 は静止箆 削 り調整。休部下端部 は手持 休部 内面中位か ら底

ち箆 削 り調整。 部 内面 に漆付着

2 S

士不 C　　 7．8 底部は平底で，休部 と底部 は箆削 りに よる明瞭 な角度 で分か れ，灰色

休部はやや内攣気味に外上方に のびる。水挽 き成形 で，底部 は回 紬砂 ・長石微粒 ・雲 母

転箆切 り後一方向の静止箆 削 り調整 。底部 内面 と体部内 ・外面 は 普通

横ナデ調 整。

3 S

高台付上不 D　 ll ．3 底部は厚 く作 る。高台は貼 り付け で 「ハ 」の字状に 外下方 にの 灰 白色
ぴ，外端 部にややあ まい稜 を作 る。 右ロ タロ水挽 き成形 で底部 砂粒 ・長石粒 ・雲母

は回転箆 削 り調整。高台 内 ・外面 は横 ナデ調整。 普通

底部内面全体に漆付着
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EPC

第216図121号竪穴住居跡・122号工房跡実測図
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第217図121号竪穴住居跡出土遣物実測図（1）
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倭国勿
第2柑図121号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

l　　5？M　！

番号 糖　　 種 法量（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

4 S

高台付ま不 A （17．5） 大形坪と思われる。底部と休部の境界は鋭く明瞭な稜を持ち，休部は 暗青灰色

外傾気味に外上方にのぴ，ロ緑端部をやや尖り気味におさめている。砂粒・長石粒多・長

貼り付け高台は欠損。水挽き成形で，ロ縁部内・外面は構ナテ溺盗体 石微粒多

部外面に二条の浅い沈線を見る。 良好

5 S

高台付土不 D　　9．3 底部と休部の境界はやや明瞭で休部はやや内管気味に外上方にのぴる。暗オリーブ灰色

高台は貼り付けで外下方にの坑　外端部に不整形な稜を持つ。水挽き砂粒・長石粒・長石

成形で底部は回転箆切り。体部内・外面と高台内・外面及び底部外面 微粒多　普通

の一部は横ナチ調整。 底部外面に墨書

6 S

蓋 やや低いつまみが天井部中央に付く。右ロタロ水挽き成形で，つ灰色

まみは横ナデ調整，天井部は回転箆削り調整。 細砂・長石微粒
良好

7 S

蓋 天井部中央に扁平なボタン状のつまみが付く。天井部は九味を オリーブ灰色

帯びる。右ロタロ水挽き成形で天井頂部は回転箆削り調整。つ 細砂・礫・長石粒

まみは横ナデ調整。 普通

天井部内面に漆付着

8 S

蓋 天井部中央にボタン状のつまみが付く。天井部はやや平坦。水 灰色

挽き成形で，天井頂部は回転箆削り調整。天井部内面は横ナデ調 細砂・長石粗

整か。 良好

9 S

蓋 A （17．8） 天井頂部は扁平で天井部とロ縁部の境界はやや明瞭な稜を持ち，灰褐色　細砂・長石

ロ綾部は下方に屈曲する。つまみが付くと思われるが欠損。水 粒　なま焼け

挽き成形で，天井頂部は回転箆削り調整。天井部内・外面とロ縁 天井部内・外面に煤

部内・外面は横ナデ調整。 付着

10 S

高　　 土不 A （18．8） 休部は大きく開く。休部と口緑部の境界にやや明瞭な稜を持ち，青灰色

口繰部は外反気味に外上方にのぴ，ロ緑端部を丸くおさめてい 細砂・長石粒・長石
る。脚部は欠損。水挽き成形で休部内面と口緑部内・外面横ナ微粒・石英

デ調整。 良好
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番号 器　　 種 法量（cm）
形 態 お よ び 拳 法 の 特 徴　　 ！ 備　　 考

11

H 台 付 盤 i D 14‘9

12

i 喪 A　0 4湖　　 かるく胴の張った休部から「く」の字状に屈曲するロ綾部が付き 橙色

H
F　 14．1 端部を丸くおさめている。日頸部内e外面は横ナデ調整。体部内 砂粒 ・長石粒多

面は箆ナデ後ナデ調整。休部外面は箆削り調整。　　　　　　 藩通

i

13

！

H

婆 A　は4．4） かるく胴の張った休部から，強く「く」の字状に屈曲する日綾部 橙色

F　 14．1 が付き，日線外端部に面をなす。ロ頸部は横ナデ調整。体部内 砂粒 e長石粒多
面はナデ調整。休部外面は箆ナデ調整。 普通

14

】
婆 あまり胴の張らない休部から，外反する日綾部が付き　 目線端浩は薄 橙色

H
くやや尖り気味におさめている。粘土紐積み上げ成形で；頸部内・外軋　 砂粒 ・長石粒 ・雲母
休部外面に粘土紐痕を残す。ロ頸部内 0外面は横ナデ調整。休部内面 普通

はナデ調整。休部外面は箆削り及び箆ナデ調整。

15

l
無　　 A 13．0　　 小形寮。平底の底部から，休部は内攣しつつ立ち上がり，「く」の字 明赤褐色

H
B　 ll．7
C　　 6．2

状に屈曲する目線部が付き，目線端部を外反気味につまみ出す。［］頸 砂粒・長石粒 ・圭母
部内ぜ外面は，横ナデ調整。体部内せ外面と底部内面はナデ調整。休部 良好

F　 13．1 下位は箆削り調整。全体に丁寧な作り。 底部外面に木葉痕。

ユ6 H

療　　 C　 9．0　　　 平底の底部で内攣しつつ立ち上がる休部が付くと思われる。体 橙色
部内面はナデ調整。休部外面は箆削り調整。底部内面は箆削り　砂粒 ・長石粒多

及び一部ナヂ調整。底部外面は箆ナヂ調整。 普通

葦無　　　 C　O L 2） 底部は平底で，外傾気味にのびる休部が付 く。内面全体は箆 にぷい橙色

17
H i ナヂ及びナヂ調整。休部外面は縦位の箆ナヂ調整。　　　　　 砂粒e長石粒多e雲母

i　　　　　　　　　 芸濃外郎 木葉痕

18

婆

H

番号 種　 類　 浅蟄拉m　　 形　 態　 の　 特　 徴　　 億′　考　 番号　 種　 顆　 法畳行の　　 形　 態　 の　 特　 徴　 備　 考

ヱ9 i羽　目　全長（9．2）大形羽ロ。先端部は細く　先端部
外径6．2　なる。外面は多方向の箆　は溶解
孔径2．6　削り調整。

i

！
砥 石 芸‥孟×3・8 鹿 豊 潤 痕が！砂 岩

85g

20
l

124号竪穴住居跡　（第219図）

調査区D2el区を中心に確認され，131号竪穴住居跡の西側に位置し，北西部は調査区城外に存

在する。南北4．35m。東西4．25mを測畑　主軸方向N－60－Eを指す方形を呈している。

覆土は，褐色。暗褐色土を主体とし，ほとんどの層に炭化粒子を含む。また，中e下層にはロ

ームブロックを含む層があ生　人為的堆積とみられる層が多い。壁はユ8－30cmの高さを測り，ほ

ぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で，南壁下から竃前面にかけての幅工6mが良く踏み固めら

れており9　その他はやや軟弱である。床面ほぼ中央部には予　粘土塊が2か所認められる。ピット

は南壁寄りの2か所で，深さは20cmを測る。
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⑤

第那鼠　ユ24号竪穴住居跡0竃実測図

1－－2圭「・

甲や　　25．0m



竃は，北壁ほぼ中央部にあり，長さ0．96m・幅1．07m・焚口部幅0．3mで，壁外へ25cm程掘り込

まれている。袖部は山砂で構築され，遺存状態は良好である。焚口部は床面より13cm低く，45度

の傾斜で煙道部へ続く。火床には，10数cmの焼土が堆積している。

遺物は，土師器・須恵器・羽口・鉄棒が極少呈出土しただけで，ほとんど床面から出土してい

る。

ご∴二二二

第220図1124号竪穴住居跡出土遣物実測図

124号竪穴住居跡出土遺物観察表（第220区l）

ア
ノ

3

≡さも4

番号 器　　 桂 法 量（cm） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

堵 A　 13 ．5 底部は平底で休部 と底部はやや明瞭な角度で分かれ 休部はやや内野 灰 白色

B　　 4 ．3 気味に外上方にの坊　 口綾部はやや外反 し，端部を丸 くおさめている8 細砂 ・長石粒 ・雲母 多

C　　 8 ．5 右ロタロ水挽き成形で；底部は多方向の静止箆削り調整。休部下端部 不 良

は手持ち箆削り調整。 休部 外面 に線刻

2 S

土不 A （12．9） 底部は平底で休部 と底部は明瞭な角度で分かれ 休部は外傾気味に外 青灰色

B　　 4．1 上方にのび，ロ縁端部を丸 くおさめている。水挽き成形で底部は丁寧な 細砂 ・長石微粒

C （7．8） 回転箆削 り調整。体訂 下端部は回転箆削 り調整と思われる。口縁部内 やや精 良

・外面は梼ナチ調整。 良好

3 S

土不 A （13．2） 底部は平底 と思 われ るが 欠軋 休 部は内野気味に外上方にの び，灰 色

ロ綾部は僅かに外反 して端 部を丸 くお さめて いる。水挽 き成形 細砂 ・礫 ・長石粒 多

で ロ縁部内 ・外面は横 ナデ調 整。 普通

4 S

蓋 A （15．9） 天井部中央につまみが付 くが欠損。天井部は丸味を帯び；天井部 と口 オ リーブ灰 色

綾部の境界はやや明瞭な稜 を持 ち，ロ綾部は下方向に屈曲する。水挽 細砂・礫 ・長石粒　 普通

き成形で天井頂部から天井部中位にかけて右ロタロ使用の回転箆削 り 天井部 外面にベ ンが

調整。ロ緑部内 ・外面は横ナデ調整。 ラ付着

125号竪穴住居跡（第221図）

調査区Dlf6区を中心に確認され，西半部は調査区城外に存在する。南側には，4号溝が東西に

走っている。南北2．92m・東西3．88mを測り，主軸方向N－2。－Eを指す方形を呈している。

覆土は，暗褐色土の自然堆積で，北西方から流入している。壁は高さ42cmを測り，垂直に立ち

上がる。壁下には幅21cm・深さ7cm，断面U字形の壁溝が回っている。南壁中央部では帽47cmと

広がり，ピット状を呈している。床面は南壁下から北側に向かって低く傾斜するが，全体的に良

く踏み固められている。ピットは，北東隅に96×65cm・深さ23cmの楕円形のものが存在するほかは

認められない。

－300－



竃は，北壁やや東側寄りにあり，一部調査区城外に出るが，推定長さ1．17m・推定幅1・2m・焚

口幅0．53mを測り，壁外へ1m掘り込まれている。袖部は山砂を主体とし，右袖内側に3枚の丸

瓦と1枚の平瓦，左袖内側に1枚の丸瓦が玉緑を下位にして立てかけるようた状態で出土した。

袖部の補強とみられる。焼成部はほとんど壁外にあり，床面より13cm低く50度の傾斜をもって煙

道部へ立ち上がる。焼成部から土師器婆が二～三個体分出土している。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・噂・鉄棒が出土しているが，竃内出土のものを除くと，大部分

北東隅の床面付近から出土している。

第221図125号竪穴住居跡・竃実測図
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第222図125号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第223図1125号竪穴住居跡出土遣物実測図（2）
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20CM ♂㌦－．．．．．・
第224図125号竪穴住居跡出土遺物実測図（3）

125号竪穴住居跡出土遺物観察表（第222・223・224図）

番号 器　　 種 法量（cm ） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

蓋 天 井 部 中央にボ タン状のつ まみが付 く。天井 頂部は扁平 。右 ロ 灰色

タロ水挽 き成形で天井頂部は 回転箆 削 り調 整。つ まみは横ナデ 細砂 ・長石粒

調整。 普通

2 S

甑 A （22 ．0 ） 大 き く開 く休部から頸部内面に稜 を持ち，「く」の字状に鋭 く屈曲す 灰黄色

る口綾部を持つ。ロ緑部外端面に段 をなし，明瞭な稜 を持つ。端部は 細砂 ・長石 ・雲母

尖 り気味につまみ出す。ロ縁部内 ・外面は横ナチ調乳 休部外面は平 不良

行叩き目調整。休部内面は横ナデ及びナチ調整。

3 H

1不 A　 13 ．5 底部 は平底で休部 と底部はややあまい角度で分かれ 休部は内攣気味 淡赤褐色

B　　 4．0 に 外上方にのびロ縁部は僅かに外反し，端部を丸 くおさめている。水 砂粒 ・礫 ・長石粒

C　　 8．1 挽 き成形で底部は回転箆切 り後，二万両からの静止箆削り調整。休部 普通

下端部手持ち箆削 り調整。内面全体は箆磨き後黒色処粗，

4 ＝

婆 A （15 ．2） 丸 く胴の張った休部か ら「く」の字状に屈曲する口緑部が付き，口縁 部 赤褐色

F　 15 ，0 外端 面に浅い溝を巡 らし，端部を外反気味につまみ出す。ロ緑部内 ・外 砂粒 ・長石粒 ・雲母

面は構ナテ調整。休部内面はナチ調整。休部外面は箆ナデ調整。全体 良好

に薄手作 り。

5 H

褒 A （21 ．5） 丸 く胴のは った休部か ら 「く」 の字状に屈曲す るロ綾部が付 き， にぷい橙色　 砂粒 ・

F　 22 ．6 端 部 を外上方 につ まみ出す。ロ頸部内 ・外面は横ナデ調整。体 長石粒 ・雲母　 普通

部内 ・外面 はナデ調整 。 ロ頸潮ト 休部外面に

煤付着

6 ＝

袈 A （2 0 ．8） 胴 の 張 った休部か ら 「く」 の字 状に屈 曲す る ロ綾部 が 付 き， にぷい橙色

口緑部 をほぼ垂直につ まみ出す 。 ロ頸部内 ・外面は横ナデ調整。砂粒 ・長石粒 ・ス コ

休 部内面はナデ調整。休部 外面 はナデ調整。 リア ・雲母

普通

7 H

無 A （19 ．7） や や胴のはった仕郡から 「く」の字状に屈曲する口綾部が付き，端部 にぷ い橙色

F 19 ．6 を外反 気味につまみ出す。粘土紐棺み上げ成形で休部内面に痕跡 を残 砂粒 ・長石 粒 ・雲母

す。口頸部内 ・外面は横ナテ調 整。休部内面は箆ナデ及びナチ調整。 良好

休部外面はナチ調整。

8

九　　　　 瓦 全長 （2 6．8） 玉 緑付丸瓦で，中位 よ l）広端 にかけ欠軋 凸面は箆削 り後丁寧なナチ溺 灰黄 色

狭端 1 7．6 整。凹 面は，布 目の上 より，一部箆削りを施す。側面と端面は，箆削 細砂 ・雲母 ・礫

厚 さ　 2．0 り調整 で　 側面上下端部に面取 りを施す。凸面はやや摩滅す る。 やや精良

やや軟 質

9

丸　　　　 瓦 全長 38 ．0 五 線付丸瓦の完形品。凸面は箆削り調整で，凹面は右 目を残 し，端面付 灰黄 色

狭端 13 ．0 近 に－増陛芭削 りが見 られる。側面は箆ナチ調整で上下端部に面取 りを 細砂 ・長石粒 ・雲母

広端 19 ．0

厚 さ 1．8

施 す。端面は箆削 り調整。 ・礫

やや硬 質

－304－



番号 紫　　 檀　　　 法数行悶ラ 形 態　お　よ　び 手 法 の 特 徴 ： 信　　　 彗

10

平　　 瓦　　 全長 0 5．0） 凸面は縦位の織目叩きを施し，凹面は布目で粘土クズを残す。 にぷい黄橙色
側面は箆削り調調。全体に摩滅する。 砂粒・長石粒・雲母

軟質

丸　　 瓦　　 全長　 37．0 五線付丸瓦。凸面は箆削りで，五線は横位の箆削り。後にナデ にぷい黄橙色

11
狭端 （13．2）
広端 （17．8）

調整。凹面はラ布目を残す。側面は箆ナデ調整で，上下端部に 細砂 ・長石粒 ・雲母
面取りを施す。 多

やや硬質厚さ　 2．4

ユ2

増　　　 全長 （18．4） 残存五面は箆ナデ調整。

！

灰白色
厚さ　 6．0 砂粒 ・長石粒

軟質

ん＿ニ uj 丸 瓦 離 ；；）

！
i

玉縁は欠損。凸面は縦位の箆削り調整。凹面は布目を残す。側 にぷい黄橙色
面は箆削り調整で上下端部に面取りを施す。端面は箆削り調整。砂粒 ・長石粒・雲母
凸面はやや摩滅する。全体に薄手作り。 やや軟質

127号竪穴住居跡し第225図1

調査区B4d～一区を中心に確認され，45号竪穴住居跡の東に位置している∴南北4．24rll・東西圭

8mを潮畑　主軸方向N－60…Eを指す長方形を呈している。

壁はほとんど確認されず9北東部は床面も若干削平されている。ピットは北東コーナー部に2か

所掌　他の3ニト…ナ一に各且か所存在する。P2　0P3ほ9　2本の重複がみられる。深さは25cm前

後を測る∴竃は碓認できなか／・〕た．．、

遺物は，土師器。3貢恵器・鉄製品が少量出土している。

第225図127号竪穴住居跡実測図
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第226図127号竪穴住居跡出土遺物実測図

127号竪穴住居跡出土遣物観察表（第226図）

番号 器　　 撞 法皇（cm ） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

高 台付 球 D　 lO ．7 貼 り付 け高 台で一旦内傾 す るが強 く外下方 にのぴ， 外端部 に稜 灰 白色　 細砂 ・長石

を持つ 。水挽 き成形で，底部は右 ロタロ使用 の回転箆 削 り調整 。粒 多 ・長石微粒

底部 内面 と高 台内 ・外面は横ナ デ調整。 普 通

底 部内面に鉄分付着

2 H

袈 A （18 ．1） 胴 の 張 った休部 か ら 「く」の字状に屈曲す るロ綾部が付 き，端 橙 色

部 を垂 直につ まみ出す。 口頸部 内・外面は横ナデ調整。体部 内 ・ 砂粒 ・長石粒
外面はナデ調整。 普通

3 H

聾 C　　 9 ．6 平 底 の 底部。体部 内 ・外面は箆 ナデ及びナデ調整。底部 内面は にぷ い橙 色

箆 削 り及びナデ調 整。 砂粒 ・長石粒 ・雲母
普通

底部 外面に木葉痕

4

刀　　　　 子 全長 （5 ．9）

刃 帽 1．1

刃 長 （3 ．9）

刃 部 と茎部 との境に関 を有す る。茎部欠損 。

131－A号竪穴住居跡（第227・229図）

調査区D2e2区を中心に確認され，124号竪穴住居跡の東に位置している。南北4．05m・東西4．

65mを測生　主軸方向N－5。－Eを指す隅丸方形を呈している。

覆土は，全体的に褐色・暗褐色土の自然堆積であるが，北西部に炭化粒子・ロームブロックを

含む人為的な堆積とみられる層がある。壁は南壁で高さ45cm，他は高さ30－35cmを測り，80度内

外の傾斜をもって外上方へ立ち上がる。床面は中央部で段をなし，北半部が6cm程高くなるほか

はほぼ平坦で，やや軟弱である。中央部やや西壁寄りに焼土があり，周辺に木炭片が認められる。

ピットはPl・P2・P6・P7の4か所確認され，深さは30cm前後を測る。

竃は，北壁中央部やや東側寄l）にあlら　長さ1．23m・幅1．2m・焚口幅0．5mを測生　壁外へ0．

5m程掘り込まれている。袖部は，下層に砂質土，上層に山砂を用いて構築されているが，短い

ものである。
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第227図131－A号竪穴住居跡・竃実測寓
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焼成部は床面より5cm程低く，40度の傾斜をもって煙道部へ続く。焼土はほとんど残存しない。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・羽口・砥石・鉄製品・鉄棒が，覆土下層・床面から出土してい

る。

J』2　／／屯。

÷＿＿≡　一箪‾＝≡二‾
10cll

第228図131－A号竪穴住居跡出土遺物実測図

131－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第228図）

L　5？H l

番号 器　　種 法量（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

1 S

高台付ナ不D　　6．8 底部と休部の境界はやや明瞭な稜を持ち，休部は外傾気味に外灰色
上方にのぴる。高台は貼り付けで，下方向にのび，端部に面を細砂・長石粒・長石
なす。右ロタロ水挽き成形で，底部は回転箆切り後回転箆削り微粒多・雲母多
調整。底部内面と休部内面及び高台内・外面は梼ナデ調整。 普通

2 S

蓋 やや扁平な宝珠形のつまみ。水挽き成形で，天井頂部は回転箆灰白色

削り調整。つま、みは横ナデ調整。 細砂・長石微粒・雲

母
不良

3 S

蓋 天井部中央に蘭平な宝珠形のつまみが付く。天井部は九味を帯暗線灰色
びる。右ロタロ水挽き成形で，天井頂部は回転箆削り調整。つ砂粒・長石粒・長石
まみは横ナデ調整。 微粒

良好

4 S

蓋 A 15．7 天井部は平坦で，天井部とロ綾部の境界はやや明瞭な稜を持ちオリーブ灰色
ロ綾部は下方向に屈曲し，端部はやや尖る。水挽き成形で天井細砂・長石微粒多
頂部は回転箆削り調整。日録部内・外面は横ナデ調整。天井部良好
外面に指頭痕を残す。

5 S

袈 休部の一部。休部外面は平行叩き目調整。休部内面は箆ナデ及灰色
ぴナデ調整。やや厚手作り。 細砂・長石粒

良好

番号種　類法量（cm） 形　態　の　特　徴 備　考番号種　類法量（cm） 形　態　の　特　徴 備　考

6

砥　石4．4×3．3 長方形を呈し，片面と一硬砂岩

7

′ト礼状全長（3．5）一方の端部欠損。
2．0 側面に使用痕が認められ

る。
79g 鉄製品幅　 1．7
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第229図131－A号竪穴住居跡，13卜B号竪穴住居跡・竃実測図
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13卜B号竪穴住居跡（第229区l）

131－A号竪穴住居跡の下位にあり，上部は131－A号竪穴住居跡によって失われている。南北

2．9m・東西3．56を測り，主軸方向N－00を指す略長方形を呈している。

覆土は，ロームブロックを含む褐色土で，131－A号竪穴住居構築に際して，埋め戻されたもの

とみられる。壁は高さ5－10cm程しか残存していないが，本来は高さ50－60cmほどあったとみら

れる。床面は若干起伏があり，またやや軟弱である南東隅は，土塀状の掘方の上に，鉄棒を多量

に含む褐色土を埋土して床が構築されている。ピットは3か所確認され，深さは20cmを測る。

竃は，北壁のやや西寄りにあるが，上部を失っている。幅1．0m・焚口部幅40cmを測り，現状で

壁外へ17cm程掘り込まれている。袖部は山砂で構築されている。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・羽口・鉄製品・鉄棒が少量出土している。

第230図131－B号竪穴住居跡出土遺物実測図

131－B号竪穴住居跡出土遺物観察表（第230図）
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番号 器　　 種 法皇（cm） 形態およ　び手法の特徴 備　　　　　 考

1 S

土不 A　 14．7 底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれる。休部はや 外面一暗灰黄色
B　　　4．5 や内攣気味に外上方にのぴ．ロ緑端部を丸くおさめている。右 内面一灰白色

C　　　 9．4 ロタロ水挽き成形で，底部は回転箆切り後，静止箆削り調整。 細砂・長石粗・雲母
休部内面と口繰部内・外面は横ナデ調整。 不良

一310－



番号 器　　 種 法畳 （cm） 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

2 S

蓋 A 14 ．0 天井部は歪むが丸味を帯び； 天井部 と目線部の境界は鋭 く明瞭な稜を 灰色

持つ。 目線部は下方向に屈曲 し，端部はやや尖る。右ロクロ水挽き成 細砂 ・長石粒 ・長石
形で；天井頂部は回転箆肖鮮）調整。天井部中位か ら目線部内 ・外面は 微粒
横ナテ調整。 良好

3 H

婆 C （7 ．0 ） 小 形婆 。底部は平底 で，休部 は内攣 しつつ立 ち上が り， ほぼ球 淡赤橙 色

F　 12．8 形 の休 部 を形成す ると思 われ る。底部内面 と休部内面は箆ナヂ 砂 粒 ・長石 粒 ・ス コ
及びナデ調整。休部外面 は箆肖′P ）調 整。底部外面は木葉痕 の上 リア ・雲母
よ りナデ調 整。 普 通

4 H

褒 C （8 ．5 ） 底部 は平底 で，休部は 内攣 しつつ立 ち上 がる。休部内面は箆ナ にぷい赤褐 色

デ後 ナデ調 整。休部外面は箆削 男調整。 砂粒 ・長石粒 ・雲母
普通

底部 外面に木葉痕

5 H

婆 C　7．8 底部は平底 で休部 は内攣 しつつ立 ち上が 生　 球 形の休 部 を形成 にぷ い褐色

F 15．0 す る。底部 内面はナヂ調整。体部 内 ・外面 は箆 ナヂ及びナヂ調 砂粒 ・長石粒 ・雲母

整。休部下位 は箆 削 り調整。 普通

底部外面 に木葉痕

6 H

婆 A （20．6） 強 く胴の張 った休部 か ら 「く」の字状に屈曲す る口綾部 が付 き にぷ い橙色

端部 を外上方 につ まみ出す。 口頸部 内・外面は横ナデ調整 。休部 砂粒 ・長石

内 ・外面はナデ調整 。 普通

番号
i
種　 類 法皇（cm ） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

1

番号

‖

種　 類

l

法畳（cm）

l

形　 態　 の　 特　 徴

l

備　 考

7

砥　 石 3 ．1 ×1．5 長方形 を呈 す。片面のみ 凝灰岩

9

鉄

i

2．2×0 ．6 鉱の茎か 。

0 ．8 を除き，全面に使用痕が認

め られ る。一部 欠損。小

形。

0．9 g 0 ．4 両端部 欠損 。

8

刀子か 3 ．4 ×1．1
0 ．2 ～0．4

両端部 欠損 。
！

第231図132号竪穴住居跡実測図
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132号竪穴住居跡し第231図）

調査区C3fl区を中心に確認され，108号竪穴住居跡の北東方に位置するが，上部を削平され，

また北東部は現道路によって失われ，全容は明らかでない。規模は，推定で東西3．12me南北2．8

mを測り，推定主軸方向N－10－Eを指す略方形を呈するものとみられる。覆土。壁e床面につ

いては明らかでない。

竃は，北壁やや東寄りに焼土がみられることから，その付近に

存在したものと思われる。

遺物は，土師器e砥石である。

132号竪穴住居跡出土遺物観察表（第232図）

離 日 種 療 法量（cm ）
！ 形　 態　 の　 特　 徴

備　 考

砥　 石 3．3×2 ．9 台形を呈す。一部自然画 鉄分付

つ

－

2．0 の残る二面を除いて使用 着
痕が認められる。 硬砂岩

29 g

5CM

「一一　　　l　　一一一一ノー」

第232図132号竪穴住屠跡出土
遺物実測図

摘草堅実住居跡（第233図）

調査区D2e4区を中心に確認され，131号竪穴住居跡の東に位置している。南北3．77m e東西

4。331mを測l），主軸方向N－00を指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，ロームブロック・炭化粒子を少量含む褐色・暗褐色土を主体どし，おおむね自然堆積

とみられるが，北側に一部人為的堆積とみられる層がある。壁は高さ16cmを測り，87度の傾斜を

もって外上方へ立ち上がる。床面は若干起伏を有し，南壁下から竃前面にかけての幅1．05mが良

く踏み固められている。他はやや軟弱である。中央部やや西寄りに57×45cmの砂のブロックが存

在する。ピットは2か所で，深さは15cmを測る。

竃は，北壁中央部にあり，竃の軸線は住居跡の主軸方向と異な生　N…200－Wを指す。西側袖

部は失われているが，壁外へ41cIu程掘り込まれ，長さ1mを測る。袖部は山砂によって構築さ

れている。焼成部は床面とほぼ同じレベルで，ゆるやかに煙道へ続く。

遺物は，土師器e須恵器・墨書土器・瓦・羽目・砥石e鉄製品・鉄棒が，南半部の覆土下層か

ら床面にかけて出土している。

133号竪穴住居跡出土遺物観察表（第234・235e236図）
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第234図133号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第235図133号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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第236図133号竪穴住居跡出土遣物実測図（3）
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番 号 器　　 種 法 皇 （c m ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

2 S

杯 A 1 4 ．6 底 部 は 平 底 で ， 休 部 と 底 部 は や や 明 瞭 な 角 度 で 分 か れ ， 休 部 は 灰 白 色
B 　 4 ．7 直 線 的 に 外 上 方 に の ぴ る 。 水 挽 き 成 形 で 底 部 は 回 転 箆 切 り 。 底 細 砂 ・雲 母 ・ 長 石 粒
C 　 8 ．1 部 外 周 部 は 箆 ナ デ 調 整 。 休 部 下 端 部 は 手 持 ち 箆 削 り 調 整 。 休 部 不 良

内 面 は 横 ナ デ 調 整 。 休 部 内 面 か ら 底 部 内 面 に か け 器 壁 が 剥 落 。

3 S

拝 A （1 4 ．2 ） 底 部 は 平 底 で 休 部 と 底 部 は あ ま い 角 度 で 分 か れ ， 休 部 は や や 内 攣 気 灰 色
B 　 4 ．4 味 に 外 上 方 に の ひ ， 端 部 を 丸 く お さ め て い る 。 水 挽 き 成 形 で ， 底 部 は 細 砂 ・長 石 粒 ・雲 母
C 　 8 ．8 一 方 向 の 静 止 箆 削 り 調 整 。 休 部 下 端 部 は 手 持 ち 箆 削 り 調 整 か 。 底 部 は 多

厚 く ， 休 部 は や や 薄 く作 る 。 全 体 に 摩 滅 が 進 行 。 不 良

4 S

ナ不 A 1 3 ．6 底 部 は 平 底 で ， 休 部 と 底 部 は や や 明 瞭 な 角 度 で 分 か れ ， 休 部 は 灰 色
B 　 4 ．7 外 傾 気 味 に 外 上 方 に の び ， 端 部 を 丸 く お さ め て い る 。 右 ロ タ ロ 細 砂 t 長 石 粒 ・長 石 微 粒
C 　 8 ．0 水 挽 き 成 形 で ， 底 部 は 静 止 箆 削 男 即 監 休 部 下 端 部 は 手 持 ち 箆 良 好

削 り 調 整 。 口 緑 部 内 面 に 漆 付 着

5 S

土不 A （ 14 ．3 ） 底 部 は 平 底 と 思 わ れ る が 欠 損 。 青 灰 色
休 部 は 外 傾 気 味 に 外 上 方 に の ぴ ， 端 部 を や や 丸 く お さ め て い る 。 細 砂 ・ 長 石 微 粒
水 挽 き 成 形 で ， 口 緑 部 内 面 は 横 ナ デ 調 整 。 普 通

6 S

高 台 付 土不 A 14 ．0 底 部 と 休 部 の 境 界 は 鋭 く 明 瞭 な 稜 を 持 ち ， 休 部 は 外 反 気 味 に 外 上 方 に 灰 色
B 　 5 ．7 の び ； ロ 練 端 部 を 丸 く お さ め て い る 。 高 台 は 貼 り 付 け で 下 方 向 に の び こ 細 砂 ・長 石 粒 ・長 石
D 　 8 ．9 端 部 に 面 を な す 。 水 挽 き 成 形 で ； 底 部 は 右 ロ タ ロ 使 用 の 回 転 箆 削 り 調 微 粒 ・雲 母

整 。 口 縁 部 内 ・外 面 と 底 部 内 面 ， 高 台 内 ・外 面 は 横 ナ テ 調 整 。 普 通　 重 ね 焼 き

7 S

高 台 付 1不 A 1 4 ．6 底 部 と 休 部 の 境 界 は 明 瞭 を 稜 を 持 ち ， 休 部 は 外 傾 気 味 に の ぴ ， 口 線 端 灰 色
B 　 6 ．1 部 は 僅 か に 外 反 す る 。 高 台 は 貼 り 付 け で ； 下 方 向 に ふ ん ば り 端 部 に 面 細 砂 ・ 長 石 粒 ・長 石
D l O ，4 を な す 。 右 ロ ク ロ 水 挽 き 成 形 で 底 部 は 回 転 箆 削 り 調 整 。 底 部 内 面 中 位 微 粒

か ら 体 部 内 ・外 面 ， 口 緑 部 内 ・外 面 及 び 高 台 内 ・外 面 は 横 ナ チ 調 整 。 普 通
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番 号 器　　 種 法畳（cm） 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　　 ！ 備　　　 考

；

8 S

高 台付杯 A 0 5 ．7） 底部 と休部 の境 界は明瞭な稜 を持 ち，休部 は外傾気味 に外上 方　 淡黄色

B　 6 ．3 にの ぴ， 日録部 はや や外反 し，端部 を丸 くお さめ ている。高 台 細砂 ・長石粒 ・礫 ・
D ll．1 は貼 用 けで下 方向にのびる0 右 ロクロ水挽 き成形 で底部 は回 匿 鵠

転箆削 r）調整。底部 内面中心 付近 を除 き全体に横ナデ調整。

9 S

高台付杯 A （14 ．9 ）

B　 5 ．5

i豊 と篭 憲 詣 監 禁 誓 言鷲 慧 漂 票 聖 詔 引 窓 ．長石粒 ．長石

D　 9 ．6 に外下方向にのぴ＼端部に面をなす。右ロタロ水挽 き成形で底部は厚　 微粒

く，休部と高台は薄く作る。底部は回転箆削 り調整。　　　　　　　 普通

10 S

高台付杯
！D （9 ．2 ）

底部 と休部の境界はやや不明瞭で1 休部はやや内攣気味にのびると思　 オ リーブ灰色
われる。高台は貼 り付けで 「ハ」の字状に外下方向にのび端部に面 を　 細砂 ∵巨石粒

なす。水挽き成形で底部は回転箆削り調整。高台内 ・外面は横ナテ瀾 普通
整。

11 S

高 台付杯 A （17．2） 大形高台イ車不である。底部 と休部の境界は鋭い明瞭な稜を持ち，休部　 灰色

B　 7．4 はやや外反気味に外上方にのぴ； 目線端部を丸 くおさめている。高台 細砂 ・長石粒 ・長石
D lO．9 は貼 り付けで 「ハ」の字状に外下方向にのび端部に面なす。右ロクロ　 微粒 ・礫

水挽き成形で底部は回転箆削り調整。高台外面に貼 り付け痕 を残す。 普通

12 S

高台付杯 A （18 ．8 ） ！大形高台付士不である。底部 と休部の境界はやや明瞭な稜を持ち，休部 は　 灰 白色

B　 7．3 外傾気味に外上方にの拭 端部 を丸 くおさめている。高台は貼 り付けで　 細砂 ・長石粒 ・礫

D ll．3 「ノヽ の字状に外下方向にのぴ；端部 こ面をなす。右ロクロ水挽 き成形で1底 良好
部はや判事く体吾防 らゝ日綾部にがナて薄く作る。底部は回転箆削 り調整。　 底部外面に墨書

13 S

蓋 やや 扁平な宝珠形のつ まみ。　　　　　　　　　　　　　　　　 灰 白色

全体 に横 ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 細砂 ・長石微粒 ・雲

母
普通

14 S

蓋 A （12．1） 天井部は丸味を帯びるが，中位より平坦になる。天井部と日縁部の境　 青灰色

界はやや明瞭な稜 を持ち，口綾部は下方向に屈曲する。水挽 き成形で，砂粒・長石紅 長石微粒

天井部中位迄は回転箆削 り調整。中位から口緑部内 ・外面及び天井部　 普 通
内面は横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 天井部内面に漆付 着

15 S

蓋 A （18 ．0 ） 天井部中央に扁平な宝珠形のつ まみが付 く。天井部は丸 くなだらかに　 オ リーブ灰 色
B　 往．5 下降す る。天井部 と目線部の境界は明瞭な稜 を持ち，口綾部は下方向　 細砂 ・長石粒

に屈曲し，端部は稜 をなす。右 ロタロ水挽 き成形で，天井部中位 まで　 普通

回転箆削 り調整0 つまみ と天井頂部及び口緑部内 湖 面は横ナデ調整oi天井部内面に若干漆付着

16 S

蓋 天井部 中央に ボタン状 のつ まみ が付 く。天井部は丸 い。水挽 き　 黄灰色　 細砂 ・長石

成形 で，天井頂部か ら天井部 中位 まで右 ロ クロ使用の回転箆削　 微粒 ・雲母
り調 整。つ まみは横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　 普 通

天井部外面に畢ね焼き痕

17 S

！

蓋 A 15．1
天井部 中央に扁平なボ タン状のつ まみが付 く。天井 頂部は扁平 i黄灰色

B　 3．7 芸缶詔 雷与 冒讐 誓警 笠完言器雷 吾警 芳志壷β譜 監㌫ 憎 砂 茂 石微断 雲

り調 整。つ まみは横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　 普通

18 S

蓋 A 1 5．4 天井部中央に中心が高 く，周囲が凹むつまみが付 く。天井頂部は，乎　 青灰 色

B　 3 ．5 坦で天井部 と口綾部の境界は明瞭な稜 を持ち，ロ綾部は下方向に屈曲　 細砂 ・長石粒 ・長石

する。右ロタロ水挽き成形で　 天井頂部か ら天井部 中位にかけ回転箆　 微粒

削り調整。つまみと口縁部内 ・外面は横ナデ調整。　　　　　　　　 普通

19 S

蓋 A （16 ．0）

l

つ まみは付 くが 欠損 。天井部 は丸 く，天井部 とロ綾部 の境 界は　 灰白色　 細砂 ・鉄分多
やや明瞭 な稜 を持 ち， 口綾部 は下方向に屈曲す る。水挽 き成形　 普通　 天井部内面に自然

で，天井頂部は左 ロ クロ使用 の回転箆 削 り調整。　　　　　　 粕，天井部内面に重ね焼

き痕。酸化焼成と思われる

20

21

22

蓋 l
S

蓋
S

s 蓋 i

A（15．3）

A（20つ

A（25°0） i

崖喜蓋野 鼠 歪藍 蓋憲 道 警還 ア菜腹 芸董恵憲恵曇

面から天井部内面中位にかけ，横ナテ調整。　　　　　　　　　　　 粕とフリモノ

天井部中央につまみが付くと思われるが欠損。天井頂部は回転箆削り　 灰色
により平坦に仕上げられる。天井部と口綾部の境界はやや明瞭な稜を 細砂 ・長石粒 ・長石
持ち，ロ綾部は下方向に屈曲する。水挽き成形で天井頂部から天井部　 微粒
中位にかけ回転箆削り調整。 普通

無の蓋と思われる。天井部はなだらかに下降し，天井部と日録　 灰白色
部の境界は明瞭な稜を持ち，目線部は下方向に屈曲する。水挽　 細砂 ・長石粒 ・長石
き成形と思われ，口緑部内・外面と天井部内面は横ナデ調整。　 微粒

i普通

一一317－一一



警吏 器　 種 目 去量（cm） l
形 態　お　よ　び 手 法　の 特 徴 備　　　　　 考

さ 台　付 盤　 A　24．0 休部は内攣気味に外上方へ大きく開く。休部とロ綾部の境界は明瞭な オリーブ灰色

23 i s　　 呂 1芸：も
稜を持ち，ロ縁部はやや外反し，端部を丸くおさめている。高台は貼 細砂 ・長石粒 ・長石
り付けで「ハ」の字状に外下方にのぴる。右ロクロ水挽き成形で底部 微粒
ほ回転箆削り。目線部内 ・外面と高台内・外面は横ナデ調艶 普通

台　付 盤　 A　20．2 底部と休部は境界をなさない。休部は外上方に大きく開き，休部と口 灰色

24　 S　　　 呂 1芸：2 綾部の境界は鋭く明瞭な稜を持ち，口綾部は外傾気味に立ち上がり， 砂粒 ・長石粒 ・礫
端部を丸くおさめている。高台は外下方にのび，端部に面をなす。右 良好
ロクロ水挽き成形で目線部内・外面と高台内 e外面は横ナデ瀞監

l
底部外面に箆記号

i

25 i s

！高 中 10・3）

i

透しのない脚部で端部は上方にのび段をなす。粘土紐巻上げ成 青灰色

形と思われる。内・外面は横ナデ調整。 細砂・長石粒・雲母多
普通

i

26 i s 明紫灰色

短頸壷iClO・1 鹿 箭 譜 盟 轟鵠品 鵠鵠 砂粒 ・長石粒・長石
整。肩から胴にかけ回転箆削り調整。底部内面から休部内面は 微粒 ・礫
i横ナヂ調整 普通

27

i
i
S

婆　　 A （38．0）　　 大形無，胴の張らない休部から 「く▼」の字状に屈曲する口綾部 灰白色
が付き，日線外端面をなす。休部外面は平行叩き目調整。休部 細砂 ・長石粒・雲母
内面は箆ナデ及びナデ調整。目線部内・外面は横ナデ調整。 なま焼け
全体に摩滅が進行。

28 S

婆
A （25．2） ！胴の張らない休部から直接口綾部に至る。日線外端部に．面をな i‖嗜青灰色

げ 。内 6外面とも横ナデ調整。 細砂 ・長石粒 ・長石
微粒
良好

29

30

S

l
婆　 i
i

平底の底部で休部は直線的に外上方にのぴる。休部外面は平行 灰色
叩き目調整。休部内面はナデ調整。休部下位は静止箆削り調整。細砂 ・長石粒 ・長石

微粒 ・礫
普通

＝

杯 A （16．7） 底部と休部の境界は明瞭でなく，休部は内轡しつつ外上方にの 橙色

B　 5．4 ぴ，目線端部を丸くおさめている。底部内面は箆磨き調整。体 砂粒 ・長石粒 ・スコ
部内面と目線部内・外面は横ナヂ調整。底部外面と休部外面は箆 リア
削り調整。 普通

H 了

i
l

［］緑部から休部の一部は水挽き成形と思われる にぷい褐色

31
0内面は箆磨き後黒色処理。 細砂

普通

休部外面に墨書

32

H 窪 緋 ） i底部は平底で働 しつつ立ち上がり’ 「く」の字状に屈曲す
浅黄橙色
細砂 ・長石粒
普通

33

H 冊 1‡‥日
底部は平底で，休部は内攣しつつ立ち上がる。休部外面は縦位 にぷい橙色
の箆ナデ調整。休部内面は箆ナデ及びナデ調整。底部内e外面は 砂粒 ・長石粒・礫多
ナデ調整。 普通

34

待 C 7つ 褐色砂粒 ・長石粒 ・雲母
良好

一汗 C （11°6日
底部は正円状に抜ける　 底部から休部は外傾気味に外上方にの 橙色

35
O　　　uw－

ぴる。粘土紐積み上げ成形で，休部内面に粘土紐痕を残す。体 砂粒 0長石粒 ・雲母
部内・外面は箆ナデ調整。休部下位は箆削り調整。 普通

）i 形 態 の 特 徴 備　考

！
0）は 砦等：皿 で七個の小孔

i
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壬号　二三　＝芸　三三　二一　　　ニ　ラ　二　二号
2

1

＿ニラ二二号l三号亨る〔

法量（cm） l 二　三　二‾　「‡　三

134－A号竪穴住居跡　し第237・238図、）

調査区D2b8区を中心に確認され，119号竪穴住居跡の南側に位置し，134－B号竪穴住屠跡と重

複し，134－B号竪穴住居跡より新しい。規模は，東西4．54mの南北3．05mを測り，主軸方向N－

810－Eを指す長方形を呈している。

覆土は9　おおむね褐色で9　自然堆積とみられる。壁は西壁が高さ舶cm，他は高さ30cmを測りラ

ほぼ垂直に立ち上がる。床面が北側に若干傾斜しているほかは，ほぼ平坦でやや軟弱である。ピ

ットは，P7　e PlOが当跡に伴うものとみられる。深さは30cm前後を測る。東壁寄りに2．6×1．5

mの長楕円形の土壌，南西隅に］＿×1mの隅丸方形の土塀が存在するが，前者は当跡より新しい

もので，竃を破壊している。

竃は，東壁ほぼ中央部に存在したものとみられるが，前述のように土壌によって破壊され，焼

土がわずかに認められる程度である。

遣物は，土師器e須恵器。墨書土器・漆紙の瓦e羽目巨鉄製品e鉄棒が，東半部の覆土および

床面付近から出土している。

壁B慧敏感悶

第237図134－A・B号竪穴住居跡竃実測図

一一一一一3艮主一一一一
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第238図134－A・B号竪穴仕官跡実測図
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ユ34－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第239図）

番号 器　　 種 法畳（cm）
形 態 お よ び 拳 法 の 特 徴　　 i 備　　 考

隼

1　　 S

i A （13 ．6）

B　 4 ．5
C （9 ．4）

底部は平底で，休部と底部は箆削 りにより明瞭な角度で分かれ， 内面…灰黄色

休部はやや外反気味に外上方にのぴ， 目線端部を丸 くおさめて　 外面一時灰色

いる。水挽き成形で，底部は多方向の静止箆削り調整。体部下　 細砂 ・長石粧 せ雲母多
端部は手持ち箆削 り調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不良

2

吉 AO ．7） 底部は平底℃　休部と底部は明瞭な角度で分かれ，休部は内攣　灰色B　 3．7 気味に外上方にのぴ，ロ緑端部はやや尖る。水挽き成形で，底 細砂 0長石粒 ・長石
C （6．9） 部は静止箆削り調整。ロ緑部内0外面，体部内 ・外面及び底部内　 微粒

面は横ナヂ調整。休部下端部に…部ナデが見られる。全体にや　 良好
や薄手作 り。

高台付隼 D　 8．3 底部 と休部の境界は，ややあまい稜を持つ。高台は貼 り付けで，灰色

3　　 S 外下方向にのぴ，内・外端部に稜 をなす。右ログロ水挽 き成形で； 細砂 8長石粒 を長石
底部は回転箆削り調整。高台内 8外面は横ナデ調整。　　　　　 普通

4 i s 桓 不
D （7 ．3 ）

高台は貼 り付けで外下方向にのび，外端部に鋭い稜をもつ。水 庖 載 … 石

挽き成形で，底部は右 ロタロ使用の回転箆削 り調整。高台内 の
外面 は横ナテい調 整。

底部 外面に箆 記号

短 頸 壷

5　　 S

A （15 ．6） ほぼ球形 をなす休部か ら頸部 内商にあ まい稜 を残 しつつ了 く」　 灰 色

F　 2 1．6 の字状に屈曲す る日綾部が付 く。ロ線 外端 部 に やや 丸 味 を帯　 砂粒 ・長石粒 ・長石

ぴた面 をなす。 内面 に水挽 き成形 を思 わせ る ロタロ目が残 る。　 微 粒 多

良好
外面全体 に黄 白色の自然寒

l
婆 平底 の底部で休部は外上方 にの ぴる。休部 外商は平行叩 き自訴　 灰色

6 整。休部 下位 は静止箆削 り調整。休部 内面 はナデ調整。　　　　 細砂 ・長石微粒 ∵艮

S 石粒

良好

7 酔

i

休部の一部。休部外商は平行叩き目調整。休部内面はナデ調　明褐色整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 細砂 ・長石粒
普通

婆 休部の一部。休部外面は平行叩き・昌調整。休部内面はナデ調整。　 灰色

8　 P ！ 脛 働 ’やや精良

弐

i H

i

塚

i
l

C （7．2）

ま

底部は平底で休部 と底部はややあまい角度で分かれ，休部は内攣 ！にぷい橙色

気味に外上方にのぴる。水挽き成形と思われサ底部と休部下端部 砂粒 ヴ長石粒

は回転箆削り粛整。底部内面と体部内面は髄 き後黒色処乳　 i普通

i高台付杯 D （7 ．0 ） 高台は貼 り付けで下方向にのぴ，端部を丸くおさめている。水　 灰褐色

10　　 日 挽き成形と思われ，底部は減転箆削り調整。高台内 の外面は横 細砂 の長石粒 0雲母
ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

11 樟 細
D　 6 ．7 高台は貼り付けで外下方にのび，外端部に僅かな段をなす。水　 にぷい橙色

挽き成形と思われ管　底部は右ロタロ使用の回転箆削り調整。底　 砂粒 を長石粒
部内商は箆磨 き後黒色処理。高台内 を外面は横ナヂ調整。　 ［普通

12 H i 高帥 杯
休部の一部。水挽き成形と思われる。内面箆磨 き後黒色処理。　 にぷい橙色

細砂・長石微粒 ・雲母
普通
休部外面に墨書

i

高台付皿

13　　 H

A （13 ．4 ）
B　 2．6
D　 6 ．6

禦 誓慧漂 詔 昔 李孟 ！票羞悪 霊宗吾孟宗 輝 豊 蘭

転箆削り調整。他は全体に横ナデ調整。全体に薄手作り。

高塚 脚部のみ。粘土紐巻き上げ成形と思われ，内面に螺旋状の粘土　 にぷい橙色

J H

i

i

痕を残す。外面全体は横ナデ調整。

軒　 乎　 瓦 厚さ（6．8）
顎は無段式で，瓦当面内区に均整唐草文，外区に珠文を配す言 紫灰色

凸も凹面は箆削り調整。

－∴は　－・ll

細砂・長石粒多
竪緻



義 ム‾‾‾種 類 法畳届　 形 態 の 特 徴
備　 考 番号 種　類 法量（cm） 形　態　の　特　徴 備　考

i砥 石匪 t蓬髪曇蔓憲 豊

16 i i

流紋岩
35g 18

19

釘

i

18は頭部を折り曲げてい
る。
19は攣曲している。

l
砥 石 ［5，6×4．1 瓦面を除いて全側面に使 瓦　 製

20

管　状 全長2．1 厚さ0．5mmの鉄板を管状
二 ＿＿転用砥掴 … 痕が認められる0 鉄製品 径1．0 に折り曲げている。

134－B号竪穴住居跡　し第237・238図）

調査区D2b8区を中心に確認されラ北半部を134－A号竪穴住居跡によって破壊されている。規模

は9　東西5．69m e南北4ヴ83mを測り9　主軸方向N－20－Wを指す長方形を呈している。

将士は，大半が失われているが，褐色・暗褐色土を主体とする自然堆積とみられる。壁は80度

前後で立ち上がりラ　壁高は2　～舶cmを測る。壁面下位および床面との境付近に，径10cm内外で，

真横または30度位の角度で外下方へ向かう深さ10cm内外の小ピットが，各壁に数か所から10か所

程が不規則に存在する。南東コーナー部の壁直下には，幅15cnも深さ5cmの壁溝が認められる。

床面は北側が失われているがッ　残存部は壁周辺が若干低くなり，ほぼ辛抱である。南壁下から北

壁に向けての幅ま。5mは良く踏み固められ，他はやや軟弱である。ピットは8か所あり，各コーナ

ー部のPl～P4ほ主柱穴とみられる。深さは35－52mを測る。P2とP3。は2本のピットが重

複し9　建て替えが考えられる。P6ほ97×95cmの楕円形で，東壁中央部の壁外へ張り出して存在す

る。深さ56cmを測る。

竃は学　北壁中央部に位置するが，ユ34…A号竪穴住居跡によって破壊されている。壁外へ15cm程

掘り込まれていることと9　焼成部が皿状に掘り下げられていることが確認された。

遣物は極少量で，土師器・砥石・鉄製品・漆紙・漆しぼり料が出土している。漆紙は南壁下や

や西寄りの床面　漆しぼり料は南壁下中央部の床面からそれぞれ出土している。

135号竪穴住居跡　し第24O図）

調査区D3b3区を中心に確認されているが，確認面がほぼ床面で，上部は削平されている。推

定規模は9　東西3，94mや南北3．73mを測り，主軸方向N－70－Wを指す略方形を呈している。床

面銑　確認できない部分もあるが，わずかに東側へ傾斜する。ピットは4か所確認され，深さは

10～30cmを測る。竃は確認できなかった。

遣物は，少量の土師器の須恵器e鉄製品。鉄棒が，床面から出土している。
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第241図
135号竪穴住居跡
出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2M

135号竪穴住居跡出土遺物観察表（第241図）

番号 種　 類 法量 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

1

刀　 子 全長 （4．0） 茎部 片 とみられ るが両端 木質付

幅　 0．9 部 欠 損 。 着

136号竪穴住居跡（第242図）

調査区D3b2区を中心に確認され，135号竪穴住居跡の西側に位置している。上部が削平され，

確認画が床面または床面より下位にあり，壁が確認できたのは，南西コーナー付近だけである。

規模は，東西4．3m・南北3．78mを測り，主軸方向N－2。－Wを指す隅丸長方形を呈している。ただ，

東壁は70cm程東側にあったと推定される。床面は挽乱もみられるが，ほぼ平坦である。ピットは

5か所確認されたが，Pl～P4が主柱穴とみられ，深さは15～48cmを測る。

竃は，焼成部の掘り込みと若干の焼土しか残存しないが，北壁中央部に存在していた。

遺物は，少量の土師器・須恵器・砥石・鉄製品・鉄棒が，南西隅の床面から出土している。

ー324－



②
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第243図136号竪穴住居跡出土遣物実測図

136号竪穴住居跡出土遺物観察表（第243図）

5CM

l l　　　：

番号種　類法量（cm）形　態　の　特　徴備　考番号種　類法量（cm）形　態　の　特　徴備　考

1
小　札 1は全長2．1cm，幅1．5cm

8

リング外法幅L5mmの紐状の鉄がリ

1

4

3は小札と思われる。 1．8×1．5
内法1．0
ング状に巻いている。

5

短冊形

鉄製品

全長2．0

幅1．9

厚さ0．1

台形状を呈する鉄片。

9

不　明

鉄製品

外法

2．1×0．4
内法0．05

両端部欠損。

6

7

釘 いずれも両端部欠損。6は木

質付着10

鋤全長3．3

幅　3．3

厚さ0．1

断面が倒卵形を呈してい

る。
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柑聾竪究住居跡（第244図）

調査区D3e3区を中心に確認され，東西4．44m e南北4．39mを測り学　童軸方向N…㌃㌧Wを指

すほぼ方形を呈している。

覆土は褐色土で，ほとんどの層にローム小ブロックの炭化粒子を少量含んでいるが警　堆積状態

から自然堆積とみられる。壁は高さ36～40cmを測畑　80度内外の傾斜をもって直線的に立ち上が

る。北壁を除く壁面下位には，径10cm。深さ10cm内外の小ピットが，真横ないしはやや外下方へ

向けて不規則に穿たれている。竃西側から東壁北半部を除く壁下には，幅12cmも深さ10cmの壁溝

が回っている。床面は，中央部が若干低くなるはかは宰相で，全体的に硬く，柱穴の内側の南壁

下から竃焚口部にかけては9　非常に硬く踏み固められている。南壁中央部の壁溝は，50cmにわた

って幅広になり，その北側に小ピットがあり，小ピットの西e東側に砂を突き固めたものが認め

られる。これは入口部の施設と考えられる。ピットは7か所あり，P20P3　0P5。P6がが主

柱穴とみられる。Prは東壁ほぼ中央部の壁外にあり，1．19×0．62111・深さは0．65日1を測る楕円

形のピットである。

竃は，北壁ほぼ中央部にあり　長さ．膵m O幅．nm e焚口幅．姐mを測り，壁外へ27cm程

掘り込まれている。竃の主軸は住居跡のそれと異なりN－220－Eを指す。両袖部は山砂を突き固

め焼成部は80cmのほぼ円形状に13cmほど掘り下げられ，30度の傾斜で煙道へ続く。焼成部やや奥

壁寄りから完形の土師器楽が出土している。

遺物は比較的少ないが，土師器・須恵器・瓦e羽目・砥石・鉄製品e鉄棒・漆紙・漆しぼり料

が主として南半部と，北東隅の覆土下層も床面から出土している。漆紙は東壁付近やや南寄りの

床面言黍しぼり料は南壁寄りの覆土中層から出土している。

137号竪穴住居跡出土遺物観察表（第245図）

番号 器　　　 種 法畳h m 〉　　　　　　　　　 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1

桓 台憫

S i ［

D　 8．8

にのびる。高台は貼り付けで，ややふんばり気味に外下方にの
灰白色
細砂 e雲母
不良

体部内 の外面に漆付着

2

！D （1時 i豊 吉禁警慧警芸豊 豆 票差慧孟鵠 ㌍ 豊 漁

下方にのぴヶ　端部に面をなす。水挽き成形で，底部は右ロクロ

灰色
細砂 ・長有粒
良好

使用の回転箆削 り調整。高台内の外面は横ナデ調整。

！

3
i

i
A （17 ．6）
B　 7．2
D ll．4

成形で底部は回転箆削り。高台にやや歪みがあるが端正な作り。

埠灰色
砂粒 ・長石粒 ・長有
徴醸多
良好

4 帖 iA（14．4）
愕 3：呂

き成形で，底部は右ログロ使用の回転箆削り調整。［］緑部内・外面は横ナデ調監 休部下端部回転箆削り調整。内面黒色処理。　　　 体部内0外面に漆付着

5 iH　 婆

i

！i i胴の張った休部から，
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番号 器　　 種 法 量（cm） 形 態 お よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

6 H

婆 A （12 ．1） 胴の張 った休部か ら， 丸 く屈曲す るロ綾部が付 き，端部 をやや にぷい橙 色

外反気味につ まみ 出す。 口頸部 内 ・外面は横ナデ調整。 砂絵 ・長石 粒 ・雲母
普 通

ー328－



器　　種 法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴

底部は平底で休部は内攣しつつ立ち上がり，丸く屈曲する目線

備　　　　　考

にぷい赤褐色

7H　 照 一　　　　　　 磯

引 無性つ窯撃禦聖攣響描彗凝着粒磯
9 H i 当 C 7．2　　　　　　　 …

i
番可穫郵 法畳（C中 形態 の特 徴 庚 牽陣中狛中速諒下京嘉宕五五「義「嘉

阜纏辟率恋墜付附率転㌣「…「‾
汗 札j　廉澤 ㌶ 用 i

i！短冊形　 2．7×2．0　 2枚が重なる。　　　　　 木質付
ユ3 鉄製品 ！厚さ 0．1 i　　　 着

「 … つ

柑考竪究住居跡（第246図）

調査区D3el区を中心に確認され，137号竪穴住居跡の西側に位置している。東西4．82mの南北

4．03mを測り9　主軸方向N…∴U㌧ノ紺を指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，ローム小ブロックを炭化粒子を含む層が多いが，褐色も暗褐色土を主体とする自然堆

積とみられる。壁は高さ26～40cmを測り，80度内外の傾斜をもってほぼ直線的に立ち上がる。床

面は全体的に起伏を有し，南壁付近の焚口前面の柱穴間は特に踏み固められているがラ　東を酋壁

付近は軟弱である。ピットは9か所確認され，P2。P5　e P8　e P9が主柱穴と考えられる。深

さは22～60cmを測る。

竃は，北壁ほぼ中央部にあり，上部が破壊されているが，長さLOm。幅上35mも焚口幅私6m

を測り，壁外へは掘り込まずに構築されている。袖は山砂を用い，焼成部は床面よを‖7cm低ら

50度の傾斜で煙道へ続く。焼土は両袖部直下に多い。

遺物は，土師器の須恵若さ羽目e砥石の鉄製品e鉄棒が，覆土中。下層e床面からほぼ全域に

わたって出土している。

138号竪穴住居跡出土遣物観察表（第2470248図）



第錮図138号竪穴住居跡e竃実測図
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第247図138号竪穴住居跡出土遣物実測図（1）
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第248図138号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 器　　 種 法量（cm ） 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

2 S

坪 A 13．1 盛 り上が った平底 の底 部か ら，休部は外傾 気味に外上方にのび， 暗青灰 色

B　 4．4 口縁部は僅か に外反 し，端 部を丸 くお さめ ている。水挽 き成形 砂粒 ・長石 粒 多 ・長

C　 8．2 で，底部は右ロタロ使用の回転箆切 り。外周部は，か るい箆 ナデ 石微粒 多
調整。底部内面 と体部内・外面及び口緑部内・外面は横ナチ調整。 良好

体部 内 ・外面 とロ縁
部 内 ・外面に漆付着

3 S

土不 A 12 ．7 やや九 味 を帯びた底部か ら，休部 は内攣 気味に外上方にのび， オ リー ブ灰 色

B　 3 ．8 ロ縁端部 を丸 くお さめて いる。右 ロ タロ水挽 き成形で，底部は 砂粒 ・長石粒 ・礫
C　 9 ．1 回転箆 削 り調整。体 部内 ・外面 と口緑部 内 ・外面は横ナデ調整。 良好

底部外面に墨書

4 S

高台付坪 D （10．4） 底部 と休部 の境 界はやや明瞭な稜 を持つ 。高 台は貼 り付けで， 青灰色
ふ んば り気味 に外下方 にのび，端部に面 をなす 。水挽 き成形で，細砂 ・長石粒 ・長石
底部は右 ロタロ使用 の回転箆 削 り調整。休部外面 と高台内 ・外 微粒 多

面は構ナデ調整 。 普通

底部内面に漆付 着

5 S

高台付ま不 D （10 ．3） 貼 り付け高台 は 「ハ」 の字状 に外下方にのぴ，外端部 に稜 をな 青 灰色
す。水挽 き成形 で，底部 は右 ロ タロ使 用の回転箆削 り調整。高 細砂 ・長石微粒 ・雲
台内 ・外面は横ナデ調整 。底部 外面に高台貼 り付け痕 を残す。 母
摩 滅が進行 。 普通

底部内・外面に漆イ寸薯

6 S

蓋 A （15 ．7） 天井部 中央 につ まみが付 くが欠損。天井 頂部は丸 く，天井中位 緑灰色

よ り反 り気 味に下降す る。天井部 とロ綾部 の境 界はやや明瞭を 細砂 ・長石拉 ∵良石
稜 を持 ち， 口緑 部は下方向に屈曲す る。 水挽き成形で天井頂部 微粒
は右 ロタロ使 用の回転箆 削 り調整。 普通

7

i

S

台　付 盤 A （21．9） 休部はやや 内管 気味に外上方へ大 き く開 き，休部 と口綾 部の境 灰 白色

B　 4．2 界にあ まい稜 を持 つ。 ロ緑部は外傾 気味 にのび，端部 を丸 くお 砂粒 ・長石微粒・雲母
D （13 6） さめてい る。高 台は貼 り付けで，外下方にのび外端部 に稜 をな 多

す。水挽 き成形 でロ緑部 内 ・外面 と高台内 ・外面 は横 ナデ調整。 やや 不良

端正な作 り。
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番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

8 S

短 頸 壷 A 18 ．4 底部 は平底 で，休部は内攣 しつつ 立ち上が り，「く」の字状に屈 灰色

B　25 ．3 曲し大 き く外反す るロ緑部が付 く。口線外端部 は僅 かに段 をな 細砂 ・長石 粒 ・長石

C 14，3 し，上方 に広が り面 をなす。頸部 外面に一条の沈線 を巡 らす。 微粒 多

F　24 ．3 休部外面は平行叩き目調整。底部外面は箆ナデとナチ調整。 普通

9 H

喪 A （20．5） 胴 が張 らず，直線的に外上方に のぴる休部か ら外 反す るロ縁部 にぷ い橙 色

が付 く。口線外端部は下方向に段 をな し，内傾す る面 を作 り先 砂粒 ・長石粒 ・雲母

端 は尖 る。休 部内面は横位の箆ナ デで一部指頭押圧調整 。休 部 多

外面は平行叩き目調整後ナチ調整と箆削り。内面に粘土紐痕。 普通
休部 内面に煤 付着

10 H

聾 A （20．5） 丸 く胴 の張った休部か ら丸 く屈曲 し， 外端部に明瞭 な稜 を もつ にぷ い橙 色
口綾部が付 く。口縁端部 を外上方 につ まみ出す。 口頸部 内 ・外 砂粒 ・長石粒 ・雲 母

面 は横ナチ調整。体部内・外面は箆ナデ後，ナチ調 整。 普通

番号 種 類 浅 量 （crn） 形 態 の 特 徴 備　 考 番号 種類 法量 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

11

羽 ロ 全長 （6．1） 先端部。箆 削 り痕 を残す。黒 く粕

14

刀子 全長（8 ．の 茎部 。

外径 6．2

孔径 2．2

薬化す

る

茎径0．5－1．3 刃部 欠損。

12

砥石 8 ．1×5．8 長方形 を呈 し， 部分 的に 砂岩 15
小 札 15は全 長7．05 cm，帽1．7cm

′こ1．　ノ2 ．7 使用痕が認め られる。 157．5g 1

17

で轡 曲 し，ほぼ元形 晶。

13

砥石 6 ．6 ×4．7 四側面の うち二側 面に便 硬砂岩

18

不　 明 全長4．2 断面 は円形 を呈す。

4 ．2 用痕が認め られる。中央

が椀状 に凹んでい る。‾

158 g 鉄製品 幅　0．6－1．0

太さ0．5－0．9

引

第249図139号竪穴住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2M

139号竪穴住居跡（第249図）

調査区D3f5区を中心に確認され，137号竪穴住居跡の東に位置し，東半部は道路によって破壊

されている。また，中央部南北方に1号溝が走り，当跡を破壊している。規模は南北3・91mで，

東西は3．1mまで確認できた。推定主軸方向は，N－00を指す。

覆土は，ロームブロックを含む褐色土で，人為的堆積とみられる。壁はほとんど確認できず，
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高さ5cmを測る。床面は9若干東側へ傾斜している。ピットは3か所で9P2は柱穴とみられる。

遺物は普土師器の須恵器の鉄製品の鉄棒が覆土中から少量出土している。

国0号竪穴住居跡（第250図）

調査区D2e9区を中心に確認され，ユ38号竪穴住居跡の西側に位置している。東西4ザ48me南北

3・85mを測り学　童軸方向N…00を指す隅丸長方形を呈している。3号掘立柱建物と重複し9当跡

が古いものとみられる。

覆土は，撹乱坑があるものの，ローム小ブロックの炭化粒子を含む褐色の暗褐色土で9　自然堆

積とみられる。壁は高さ30～45cmを測り，85度内外の傾斜をもって外上方へ立ち上がる。北壁を

除く壁下には誹副3cmの深さ5cmの壁溝が回る。ピットは4か所確認され，P3は主柱穴と考えら

れる。深さは20cmを測る。他の柱穴は9枚乱や3号掘立柱建物跡によって確認できなかった。

竃は，北壁中央部やや東寄りにあ畑長さ．55mの幅0．9mゎ焚瑚融。47rnを測り9壁外へ28cm

程掘り込まれている。竃の主軸方向は9住居跡のそれと異な倶恥」ぽ⊥Wを指している。袖部は警

西袖が山砂を主体とし須恵器杯を2個重ねて芯とし9東袖がロ…ムを主体として9　それぞれ築か

れている。焼成部は床面よ‖批m低く，50度の傾斜で煙道へ続く。

遺物は9　土師器の須恵器の墨書土器の瓦の羽目e砥石を鉄製品を鉄棒が，東半部の覆土および

床面から出土している。このうち須恵器蓋二個体が1鉦…A号住居跡出土のものと接合できる。

摘号竪穴住居跡出土遺物観察表（第251図）

法畳 （cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　　 考

A 13 ．9

B　 5 ．2

C　 7 ．8

底部 は平底 で，休 部は外傾気味 に外上方 にのび，端 部はや 灰赤 色

砂粒 ・長石 粒 ・礫
普通

底部 外面に墨書

や尖 る。右 ロ クロ水挽 き成形 で底部 は回転箆切 り後一部静

止箆 削 り調 整。底部は厚 く，休部 はやや薄 く作 る。や や摩

滅す る。

C （7 ．5） 底部 は平底 で，休 部はやや 内攣気味 に外上方 にのぴる と思 灰色

われ る。水挽 き成形で，底部は 回転箆切 り。底部 内面に粘 細砂 ・長有 畑 ・長石微粒

土 クズを残 す。 普通

Å 15 ．8

B　 6 ．5

D　 9 ．3

底部 と休部の境界は，やや明瞭な稜 を持ち，休部 は外傾 気味に 1
灰黄色

外上方にのぴ，目線端部を丸 くおさめている。高 台は貼 り付 け

で1 外下方にのぴ，外端部に稜をなす。右ログロ水挽 き成形で；

底部は回転箆削 り調整。高台内 。外面は横ナデ調整。

天井部中央に扁平な宝珠形のつまみが付く J、′i l．　一　　　∴

や凹み9　天井部は丸味を帯び，口綾部は下方向に屈曲する
右ロクロ水挽き成形で，天井部外面は回転箆削り調整。ロ
縁部内の外面から天井部内面中位にかけ，横ナヂ調整。つ
まみは横ナデ調整。

天井部中央につまみが付くが欠損。天井部はやや扁平で，
天井部と日綾部の境界にやや明瞭な稜を持つ。目線部は僅
かに段をなし，下方向に屈曲する。目線端部を丸くおさめ
ている。水挽き成形で天井頂部は回転箆削り調整。目線部
内0外面は横ナデ調整。

A　20．O
B　5．1

壷の蓋と思われる。天井部中央にボタン状のつまみが付く。
天井部はやや丸く，なだらかに下降する。天井部と口縁部
の境界はやや明瞭な稜を持ち，目線部は下方向に屈曲する。
右ロクロ水挽き成形で，天井頂部から中位にかけ回転箆削
生、

ーl∴う封－1一一・

砂粒・長石大粒。長石微
粒・雲母
普通
天井部内面に煤付着
逆さ重ね焼き

灰色
砂粒e長石粒e長石微粒
良好
逆さ重ね焼き

灰色
細砂・長石持つ三石微粒
良好
天井部内面に黄白色の自
然粕
逆さ重ね焼き
SI141…Aと接合



第250図140号竪穴住居跡・竃実測図
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第251図140号竪穴住居跡出土遺物実測図
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番号器　　踵法量（cm）形　態　お　よ　び　手　法　の　特　徴備　　　　　　　　考

7S

蓋A13．4短頸壷の蓋。天井部中央に扁平なつまみが付く。天井部はやや丸味を灰白色

B　4．3帯び，天井部とロ綾部の境界は明瞭な稜を持ち，ロ綾部は下方向に屈細砂・長石粒・長石微粒多・鉄分
曲し，やや内傾する。ロ縁端部を丸くおさめている。右ロタロ水挽き良好　SI141－Aと接合
成形でつまみと口繰部内・外面は横ナデ調整。端正な作り。つまみと天井部外面に暗オリ

ーブ色のビードロ状自然相

8＝

J不A12．7底部は平底で休部と底部はやや明瞭な角度で分かれ，つまみと休部は橙色

B　4．4内留気味に外上方にのぴ，日録部は外反し，端部を丸くおさめている。砂粗・長石粒・雲母・礫
C　6．8水挽き成形と思われ，底部は右ロタロ使用の回転箆削り調乳体部下普通
端部は手持ち箆削り調鮪。内面は箆磨き後黒色処理。
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番号 器　　 種 法畳 （cm） 形 態　 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

9 H

高台付杯 A　 15．5 平た く浅い杯。底部 と休部 の境界はやや明瞭 な稜 を持 ち，休部　 にぷい黄橙色

B　　 4 ．5 は外傾 気味に外上方 にのぴ， 目線端部 を丸 くお さめ ている。右　 砂粒 ・長石粒

D　 lO ．2 ロ クロ水挽 き成形 で，、底部 は回転箆 削 り調整 と思われ る。 内面　 普通

全体 は箆磨 き後黒色処理。 外面全体 は摩滅が激 し く調整は不明。

10 H

婆 A （20 ．1） 胴 の張 った休 部か ら，丸 く屈 曲す る口綾部 が付 き，端部はほぼ にぷ い橙 色
垂 直につ まみ出す。 ロ頸部 内 ・外 面は横 ナデ調整。体 部内 ・外 砂粒 ・長石粒 多
面 はナデ調 整 と思 われ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

11 H

婆 A （21．5）　 大 き く胴の張 った休部 か ら，やや丸 く屈 曲す る口縁部 が付 き， 灰褐色
端部はほぼ垂直 につ まみ出す。 口頸部 内 ・外面 は横 ナデ調 整。 砂 粒 ・長石粒
休 部内面は横ナデ調 整 と思われ る。休部外面 はナデ調整 か。や 普通
や摩滅が進行。

番号 種　 類 法畳（cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考 番号
種 類 ！法畳 （cm） 形 態 の 特 徴　 極 考

12

砥　 石 4．4×3 ．3
［
二側 面を除いたその他の 凝灰岩 14

1
1 5

小　 札 14は全長（6 ．3cm ）誹副 ．9 14は木

2．8 面 に使用痕 が認め られ る。44 ．5 g Cm o
14，15の下部欠損 。

質付着

13

鉄 全長 （3 ．6）

茎径 0 ．4

茎部。

16

当
外法

3．3×2 ．6
内法

2 ．6

完形品。

141－A号竪穴住居跡・（第252・253図）

調査区D2e7区を中心に確認され，133号竪穴住居跡の東に位置している。東西5．15m・南北4．

4mを測り，主軸方向N－00を指す弱隅丸長方形を呈している。東壁付近の中央部と南東隅が撹

乱を受けている。下位に141－B号竪穴住居跡があり，上部を当跡が破壊している。

覆土は，大別して3層に分けられ，上層は褐色土，中・下層は暗褐色土で，ローム小ブロックe

炭化粒子を含むが，自然堆積とみられる。壁は高さ40cmを測り，80度内外の傾斜で直線的に立ち

上がる。壁面下位には，径10cm e深さ10cm内外の小ピットが，真横ないし外下方へ向けて不規則

に穿たれている。北壁部を除く壁下には，幅10cm・深さ5cmの壁溝が回っている。床面はほぼ平

坦で，南壁から東壁に沿って焚口部前面まで，幅1．2mでL字形に良く踏み固められている。中央

部やや南寄りに浅いピットがあり，北辺に焼土がみられる。ピットは6か所確認され，PleP3◎

P6eP9が主柱穴とみられる。深さは，Pl。P6が65cm，P3　e P9が50cmを測る。P4ほ壁外へ

張り出し，わずかに外下方を向き，床面からの深さ80cmを測る。

竃は，北壁東寄りにあり，長さ1．13m・袖幅1．13m。焚口部幅0．47mを測り，壁外へ30cmほど

掘り込まれている。竃の主軸は住居跡のそれと異なり，N－140－Eを指す。袖部は，下位がロー

ム，上位が山砂を主体として構築されている。焼成部は床面より15cm低く，30度の傾斜で煙道部

へ続く。焼成部右袖寄りから，須恵器杯蓋が2点出土している。

遺物は，土師器・須恵器e漆付着土器e鉄製品e鉄棒が，ほぼ全域にわたって覆土下層e床面

から出土している。
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第252図141－A号竪穴住居跡・竃実測図
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第253図141…Å㊧B号竪穴住居掘方実測図

141－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第2540255図）

番号 器　　 種
法 ‾‾可　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　　　 備　　 考

1

li

S

棒
l

A （13 ．0） やや盛り上がった平底の底部でラ　休部と底部は明瞭な角度で分　 オ－リブ灰色
B　 4．9　 かれ，休部は内攣気味に外上方にのぴ，日録部はやや外反し，　 細砂e長石大粒・長石微粒
C （6逐） 端部を丸くおさめている。水挽き成形で，底部は回転箆切 り。　 普通

外周部は静止箆削り調整。休部下端部手持ち箆削 り調整。
i

2 S

埠
A は 7 極 部は平底で，休部と底部はやや明蒜 議 嘉 蒜 かれ，休部は 灰白色

B　 4．2　 やや内攣気味に外上方にのぴ，目線端部を丸 くおさめている。　 砂粒 ・長石粒 ・長石微粒・
C　 7．6　 右ロクロ水挽き成形で，底部は静止箆削 り調整。休部下端部は 雲母多

手持ち箆削 り調整。全体に摩滅が進行。　　　　　　　　　　　 不良

3

； 埠 A　 8．7　 底部は平底と思われるが欠礼 休部は直線的に外上方にのび言 灰色

S
（コップ縮 日経端部は面をなす。水挽き成形で内 0外面は横ナデ調整。　　 細砂 ・長石微粒 。鉄分多

普通

4 S

高台付埠 Å 11 ．5　 底部 と休部の境界はやや明瞭な稜をもち，休部は外傾気味に外　 灰色
B　 5．0　 上方にのぴ，日録端部を丸 くおさめている。高台は貼 り付けでラ　細砂・長石粒・長石微粒・雲母
D　 7．5　 下方向にのぴ；外端部に稜をなす。右ロクロ水挽き成形で，底部は回転　 普通

箆切 り。休部内面とロ縁部内 e外面及び高台内0外面は横ナデ調整。　 目線部内面と休部外面に漆付着。

5
！
S

高台付杯
D 9 ・1 讐芳呈笠警雲禁雷誓憲芸豊 慧芸慧語 り欝 欝 票 離 欝 長石粧 石英粒

状に外下方にのびる。右ロクロ水挽 き成形で，底部は回転箆削　 普通
り調整。高台内 の外面は横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　 底部外面に墨書・。

6

蓋 天井部中央に扁平なつまみが付き，天井部は丸い。左ロクロ永　 灰白色

S
挽き成形で，天井頂部か ら天井部中位にかけ回転箆削 り調整。　 砂粒・長石粒・長石微粒・礫

つ まみは横ナヂ調整。′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・鉄分多
普通
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第255図141－A号竪穴住居跡出土遺物実測凶（2）

∩
＝
］
1
0

皿』

」＿豊⊥」

番号 器　　 種 法量（cm） 形 態 お　よ　び手 法の 特徴 備　　　　　 考

7 S

蓋 A 16．8 天井部中央につまみが付くが欠損。天井頂部は扁平で，やや反 青灰色

細砂・長石粒・長石微粒
良好

天井部内面に黄白色の自
然粕
逆さ重ね焼き

り気味に下降する。天井部とロ縁部の境界は鋭く明瞭な稜を持

ち，ロ綾部は下方向に屈曲し，やや内偵する。水挽き成形で天
井部は回転箆削り調整。ロ緑部内・外面は横ナデ調整。

8 S

蓋 A （15．9）天井部中央に扁平なつま‘みが付く。天井部は丸く，天井部とロ 灰白色
細砂・長石拉・長石微粒・
鉄分
良好
天井部内面中央部に箆記号
天井部内面に漆付着

B　4．2 綾部の境界はやや明瞭な稜を持ち，ロ綾部は下方向に屈曲し，

やや内傾する。右ロタロ水挽き成形で，天井部中位は回転箆削

り調整。天井部，口緑部内・外面から天井部内面中位にかけ横

ナデ調整。

9 S

高　　 盤 A 16．0 休部は外上方に大きく開き，休部と口繰部の境界にあまい稜を 繰灰色

B lO．8 持つ。ロ緑部はほぼ垂直につまみ出し，端部はやや尖る。支脚 細砂 ・長石粒・長石微粒
E （9．6）部は支柱から裾に向かって大きく反り，段をなして下方向に屈 ・雲母

曲し，端部はやや尖る。右ロタロ水挽ぎ成形で支柱内面はナチ 普通
葡嘗　 他は横ナデ調整。

10 S

台　付盤 A　22．9 休部と底部は境界をなさない。休部は内管気味に大きく開き， オリーブ灰色
休部と口綾部の境界は丸い。ロ綾部は外上方にのびる。貼り付 細砂・長石粒・長石微粒

け高台は欠損。水挽き成形と思われ，底部外面は右ロタロ使用 普通

の回転箆削り調整。他は横ナデ調整。

11 H

土不 A （10．5）平底の底部で，休部は内管しつつ外上方にのぴ，口綾部はほぼ にぷい橙色

B　3．1 垂直に立ち上がり，端部を薄く外反気味におさめている。休部 細砂・雲母

C （5．の 内面と口緑部内・外面は横ナデ調整。休部外面と底部外面は箆 普通

削り調整。

12 H

1不 A （11．7）平底の底部で，休部は内攣しつつ外上方にのび，ロ緑端部を丸 橙色

B　3．0 くおさめている。底部内面と休部内面及び口緑部内・外面は横 細砂・雲母

C　8．8 ナデ調整。休部外面と底部外面は箆削り調整。 普通

13 H

喪 A（13．2） 丸く胴の張った休部から丸く屈曲するロ緑部か付き；口線外端 にぷい橙色

F 15．6 部にあまい稜を持つ。内面全体はナデ調整。休部内面に一部指 砂粒・長石粒・雲母

頭押圧調整。ロ頸部外面は横ナデ。休部外面はナデ調整。やや 普通

摩滅する。

14 H

要 A （21．4）胴の張った休部から，「く」の字状に屈曲する口綾部が付き．端 赤色

部をほぼ垂直につまみ出して丸くおさめている。ロ頸部内・外 砂粒・長石粒・雲母

面は横ナデ調整。体部内・外面はナデ調整。 普通

－341



器　　種 法畳（cm） 形態およ　び手法の特徴 備　　　　　考

i　 塗 ！A（2時 胴の張った休部から丸く舶 する臼綾部が付き，射 眩外上方 にぷい橙色

15 H　　　　 滝霊 品 鴇息譜 詣 孟：－る0 日軸 内側 路 ナデ調 霊 癒着拉・雲母

口頚部内面に炭化物付着

窪　 A （22・8）丸く張った休部から「く」の字状に屈曲する口綾部が付き，端　赤色

16 H　　 F 27’7 警孟賢妻孟造詣 ㌫寓 語 右遽 詳 浩 、謡 的 湖面 霊 癒着粒瑠 母

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口・頸・休部外面に煤付着
番号　種類　 法畳（cm）　　 形態の特徴　　 備　考 番号　種類　 法慶（cm）　　 形態の特徴　　 備　考

17 刀子 蒼憂（i；！；）） 蒜篇警結 する0　 薫芸完 鎌　 全長（19・5）　 刃部は使用されて細く　木質付

2。　 欝㌶ ㌻ 4・2　謡 憲鉱 折り曲げ 着
ている。

建鋲i菱曇；懇詰先鵬　 21 霊芸警志長（芸：雲）爛 楓

鎚　 全長（鉦 9） 「コ」の字形を呈するが，

太さ 0．95　　 両端部に行 くに従って
弓翻ラ　全長　 2．1　 完形品。

鉄製品　径　　 0．75
ユ9　　　　　　　　　　　 細くなる。　　　　　　　　　　 22

摘…院号竪究住居跡　（第253図）

用一・一A号竪穴住居跡の下位にあり予建て替えであるとみられる。規模は9東勘．5m滴北軸

とみられるが普東壁は明瞭でない0主軸方向N－げを指す長方形を呈している。

覆土は9ロームブロックを多量に含む明褐色土で9m－A号竪穴住居跡の床面を構成する土層

で9人為的に埋め戻したものとみられる。壁は高さま短ほど確認され，ほぼ垂直に立ち上がる。

床面は中央部がやや即なり亨硬く締まっている。当跡の床面構築にあたっては，東壁中央部を

除く壁下を幅70cm内外で溝状に深く掘り下げ，ロームを充填して床面としている。ピットは3か

所確認されている。竃は明らかにできなかった。

遺物は9土師器が若干出土しているだけである。

摘号髪究住居跡　（第256図）

調査区E3a7区を中心に確認され言07号竪穴住居跡の北側に位置し，北東隅を現在の道路によ

って失っている0規模は9東西生95mの南北5・2mを測り「主軸方向N－9…Eを指す方形を里し

ている。

覆土はタロ山一ムブロックの焼土も炭化粒子を若干含む層がみられるが9褐色土を主体とする自

然堆積の層とみられる。壁は高さ30～50cmを測り，75度の傾斜で外上方へ立ち上がる。床面はほ

ぼ平坦で9南壁下から竃焚日部前面にかけての幅2・5mの範囲が，良く踏み固められている。ピッ
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第256図142号竪穴住居跡・竃実測図



トは9か所確認され，P2・P4・P7・P8が主柱穴，P5は補助柱穴とみられ，深さは40cm

前後である。Pgは1．4×1．2mの長方形を呈し，西壁外へ張り出している。底部は東と西とで25

cmの段差がみられ，西側での深さは42cmを測る。なお，西壁は高さ12cmで，住居跡中央部へ向か

って37cm程せり出している。

竃は，北壁中央部にあり，長さ1．3m・幅1．4m・焚口幅0．34mを測り，壁外へ15cm程掘り込んで

構築されている。竃の主軸方向は住居跡のそれと若干異なり，N－16㌔－Eを指している。袖部は，

山砂と粘土を突き固めて築かれている。焼成部は床面より15cm低く，皿状を呈し，ゆるやかに煙

道部へ続く。焼土は，厚さ7cmほど堆積している。焼成部中央には平瓦が数片出土し，支脚とし

て使用されていたと思われる。

遺物は，土師器・須恵器・漆付着土器・瓦・羽口・砥石・鉄製品・鉄棒が多量に出土している

が，ほとんど中央部覆土中から投棄された状態で出土したもので，当跡に伴う遣物は，竃周辺に

存在する一部の土器類と鉄製品だけである。

142号竪穴住居跡出土遺物観察表（第257－261図）

番号 器　　 踵 法量 （cm）
l

形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

坪 A 13 ．2 底部 は平底 で，休 部 と底部は明瞭 な角度 で分か れ，休 部はやや 灰 白色
B　 4 ．3 内野気味 に外上 方にのび． ロ緑端部 を丸 くお さめ ている。右 ロ 細砂 ・長石粒 ・長石
C　 8 ．5 タロ水挽 き成形 で．底部は井げた状の静止箆削 り調整 。ロ綾部 微粒 ・雲母

内 ・外面は横ナ デ調 整。休部下端部は手持 ち箆削 り調整 。 やや不良

2 S

f不 A 13 ．7 底部 は平底 で平体部 と底部は鋭 く明瞭な角度 で分かれ，休部 は 灰 白色
B　 4 ．6 外傾気味に外上方 にのぴ， ロ縁端 部 を丸 くお さめて いる　 右ロ 砂 粒 ・長石粒 ・雲母 ・

礫C　 8 ．7 クロ水 挽 き成形 で底部 は回転度切 り。外周部は静止箆ナデ調 整。

休部下端 部は手持 ち箆削 り調整。 不 良

3 S

土不 A （14 ．8 ） やや盛 り上 がった平底の底部か ら休部は外傾 気味に外上 方にの にぷ い橙 色
B　 4 ．2 び， 口緑端部 を丸 くお さめてい る　 水挽 き成形 で　 底部 は回転 細粒 ・長石微粒

なま焼けC （8 ．7 ） 1　一　ロ箆 削 り調乳 口綾部 外面 と休部外面は横ナデ調整 。休部 下端 部
は回転箆 削 り調整 。

4 S

杯 C　 8 ．1 底部 は平底 で休部 と底部 はやや 明瞭な角度で分かれ，休部 は外 灰 白色
傾気 味に外上方にの びる。水挽 き成形 と思われ，底部は右 ロ ク 細砂 ・長石拉 ・長石
ロ使 用の回転箆削 り調 整。底部 内面は横ナデ調整。 微 粗 ・雲母

不 良

5 S

坪

l　　　　　　　　 l

C　 7．8 平底 の底部 か ら休部はやや 内管気味 に外上 方にのぴ ると思 われ 灰 白色
る。水挽 き成形で，底部 は回転箆切 りで無調 整。 細砂 ・長石粒 ・雲 母

不 良

6 S

耳 C　 6．7 平底の底部 か ら鹿 部は内轡気味に外上 方に のびる と思われる。 灰色
水挽 き成形 で， 底部は回転箆切 り後， 多方向 の静止箆 削 り調整。細砂 ・長石粒 多 ・雲

母
普通

休部下端部 は手持 ち箆 削 り調整。

7 S

高台付杯 A 15 ．1 底部 と休部 の境 界はやや 明瞭な稜 を持 ち，休部は 外傾気味 に外 明緑灰色
B　 6 ．0 上 方にのび端部 を丸 くお さめてい る。高台は貼 り付 けで外下 方 細砂・長石粒・長石微粒
D　 9 ．8 にのぴ， 端部は尖 る。 水挽き成 形で底部は回転箆切 I）後横 ナチ 普通

調 整。他 全体に横ナデ調 整。 内面全体に漆付着

8 S

高 台付杯 A 14．1 底部 と休部 の境界は不 明瞭で，休部 は外傾 気味に外上方にの ぴ， 灰 白色
B　 4．8 口綾部 は僅 かに外反 し，端部 をやや 丸 くおさめてい る。高台 は 細砂 ・長石微粒
D　 8．7 貼 り付 け で下 方 向 に短 くのぴ る。 水挽き成形で底部は右 ロク 普通

ロ使用 の回転箆 削 り調 整，他は横ナデ調整。 内面全体 に漆付書
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第260図142号竪穴住居跡出土遣物実測図（4）

番号 糖　　 種 法量 （cm） 形 態 お よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

高 台付杯
序 10 ．0

貼 り付け高台は 外下方 にのぴ，僅か に 「ハ」の字状 をなす。右 オ リーブ灰色

9 S

（転用 硯） ロ タロ水挽 き成形 で，底部 は回転箆 削 り調整。高台内 ・外面 は 細砂 ・長石粒・長石微拉
横 ナデ調整。底部 内面 に粘土 クズ付着。 普 通

底部 外面 に箆 記号 と

墨付着

10 S

高 台付杯 A ll．7 やや小 形の挿 。底部 と休部の境 界は明瞭 な稜 を持 ち，休部は外 青灰色

B　 4．9 傾気味 に外上 方にのぴ， ロ緑部は外反 し，端部 を丸 くお さめて 細砂 ・長石粒 ・長石微
D　 7．6 い る。高 台は 「ハ」の字状に外下方向に のび，端部 に面 をなす。 粒

右 ロクロ水挽 き成形 で，底部 は回転箆削 り後，軽いナデ調整。 普通

底部内面に漆付着

11 S

高 台付 坪 貼 り付け高台が付 くが欠楓。右ロタロ水挽き成形 で，底部 は回転箆 灰色
削 り後，軽い横ナ チ調整 。 細砂 ・長石拉・長石微粒

良好

底部外面に箆記号

12 S

蓋 A （16．5） 天井部 中央にやや扁平 なつ まみが付 く。 天井頂部は扁平 で，天 灰 白色
B　 4．2 井部 はなだ らかに下降 し， 口縁部 は 下 方向 に 短 く屈曲 し，端 細砂 ・長石粒 ・長石

部はやや尖 る。右 ログロ水挽 き成形 で， 天井 頂部は回転箆削 り 微粒 ・鉄 分
後 ，軽 い横 ナデ調整。つ まみは横ナデ調整。 普通

酸化 焼成 と思 われ る

13 S

蓋 A （20 ．0 ） 天井 部中央につ まみ が付 くが欠礼 天井部はやや扁平 で， ロ縁 灰 白色
部は下方向に屈 曲する。水挽 き成形で，天井部 外面は右 ロ クロ 細砂 ・長石粒 ・雲母
使 用の回転箆削 り調 整。ロ縁部内 ・外面は横ナ デ調整。摩滅 が 多
進行 。 不良

14 S

蓋 A （19 ．1） 天井 部中央につ まみが付 くが欠損 。天井 頂部はやや扁平 で， 天 灰色
井部 は反 り気味に下降す る。天井部 と口綾部の境界は明瞭 な稜 砂 粒 ・長石微粒 多
を持 ち， 口綾部は下方向 に屈曲 し，端部 はや や尖 る。水挽 き成 普 通

形 で， 天井頂部か ら天井部中位まで回転箆削り後，軽い横ナチ調整。

15 S

台　付 盤 A 13．9 底部 は九味 を帯 び休 部 と底部は境界 をな さず 外上方 に大 き く開 明褐 灰色

く。 口綾部 と休部 の境界は明瞭な稜 を持 ち， □綾部 はやや 外反 細砂 ・長石粒 ・長石 微
気味に立 ち上が る と思われる。高台は貼 り付け で， 外下方 にの 也

ぴ る。水挽 き成形 で， 底部は右 ロクロ使用の回転箆削 り調整。 不 良

16 S

長 頸 瓶 A　 5．2 底部は平底 で，休部 は直線的に外上方にのび，肩部 で内傾 する。暗青灰色
B 18 ．1 頸部は長 く，外 反気 味に外上 方にのび， 口緑端部 を丸 くおさめ 細砂
C　 4 ．1 ている。水挽 き成形と思われ　 底部は回転糸切 りで；ややすわりが惑

い。

良好

一部 自然軸
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第261図142号竪穴住居跡出土遺物実測図（5）

番 号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

17 S

襲 休部の一部。休部 外面は平行如 き目調整。剥離 面を見る。内面 外面 一灰色
は箆 ナデ後ナ デ調 整。 内面 一にぷ い橙色

細砂 ・長石粗

普通

18 S

婆

l

休 部 の一 部。休部外面 は平行 叩 き日調整。内面はナデ調整。 緑灰 色

細砂 ・長石 粒

良好
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番空⊥ ＿．車 ＿攣 」 攣 攣 ）
形 態　お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

婆 休部の一部。休部外面は平行叩き自調整。内面は箆削り及びナ 灰白色
19 S デ調整。 細砂・長石粒・雲母

不良

ま不　　　 A 14．3 底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれ，休部は外傾 にぷい橙色
B　 4．8 気味に外上方にのび，口繚端部を丸くおさめている。水挽き成 砂粒 ・長石粒

20 1 「 6 形で底部は回転箆切りで無調整。底部はやや厚く作る。 普通
底部外面に箆書き

底部内面から休部外面に
かけ漆付着

婆　　 A　23・5 底部は平底で，休部は内攣しつつ立ち上がり，休部上位で丸く 橙色
B　31．9 張る。口綾部は 「く」の字状に屈曲し，端部を外上方につまみ 砂粒・長石粒・雲母・礫

当 H C　 9．7 出し丸くおさめている。［］頸部内・外面は横ナデ調整。体部外 憎 悪外面に木葉痕
面は縦位の箆ナデ調整。休部内面は箆ナデ調整。

！ 休部外面に煤付着

22

Ii

窺 ！A 22．1
強 く張った休部から丸く屈曲する口綾部が付き，端部を外反気 橙色

H F　29．5 味につまみ出す。臼頸部は横ナデ調整。休部外面箆ナデ調整。 砂粒・長石粒・実母・スコリア
休部内面は箆ナデ及びナデ調整。 普通

窪　　 A （20．4） 丸く張った休部から 「く」の字状に強く屈曲する口綾部が付き，にぷい橙色
23　 H　　　　　 F 22・3 端部をほぼ垂直に外上方につまみ出して丸くおさめている。口 砂粒 ・長石粒 e雲母

普通緑部内も外面に刷毛目痕を見る。頚部内面は横ナデ調整。頸部
外面と体部内・外面は箆ナデ及びナデ調整。やや摩滅する。

24

H 閻 A （17‘9）i胴の張った休部から 「く」の字状に屈曲する口綾部が付き，端 ！

部を外反気味につまみ出して丸くおさめている。口頸部内・外
橙色
砂粒 ・長石粒 ・雲母
普通面は横ナデ調整。体部内 0外面はナデ調整。

A（14．6） やや小形の婆。体部は丸く張るものと思われる。口頚部は丸く
屈曲し，端部をほぼ垂直につまみ出して丸くおさめている。口
頸部内せ外面は横ナデ調整。休部外面はナヂ調整。休部内面は

‖＋ i
婆

2 6　　 H

27iHi窺A（「療

言上中総庸鵠
箆 ナデ後，

！ 婆　 C （1 1．5）序 底 の底寺

2品 当
i3骨 つ C甘2鹿 i

31臣

32　　H
婆十 品

平

33

た休部からやや「く」の字状に屈曲する目線部が付き，
かに外上方につまみ出す。ロ頸部内。外面は横ナデ調

の張らない休部から丸く屈曲する日綾部が付きタ　外端
なす。口頸部内0外面は横ナデ調整。頸部内面に箆傷

た休部から丸く屈曲する口綾部が付き，外端部に
日経部内・外面は横ナデ調整。体部内。外面は

ナデ調整。

部で休部は外上方にのぴる。 体部内・外面は箆ナデ調

ら休部は内攣気味に外上方にのびる。底部内
まナデ調整。休部外面は箆削りと箆ナデ調整。やや摩

ら休部は，やや内攣気味に外上方にのぴる。底部
り調整。休部内面は箆ナデ後ナデ調整。休部外面は
デ調整。

と思われる。 休部外面はナデ調整。内面は箆ナデ調整。

凸面は縦位の縄目叩きがみられ，叩きし
広端付近に指頭痕を残す。凹面は布目を残し，広端

りり調整。側面と端面は箆削り調整で，側面の一部に

ー350…

にぷい橙色
砂粒・長石粒0雲母
普通

にぷい橙色
細砂・長石粒・雲母
普通

浅黄橙色
砂粒∵長石粒・圭母
普通
底部外面に木葉痕

にぷい橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通

に木葉痕

橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通
底部外面に木葉痕

橙色
砂粒6長石粒e長石微粒
・石英・雲母
普通

砂粒・長石粒・雲母多
礫
やや硬質



番号
器　 種 目 患酎 cm ） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

34

隅　 切　 瓦　 全長 （29 ．0） 四隅 を切 断 した もの と思 われ る。 凸面 は縦位 の縄月 叩 きがみ ら 浅黄色

広端 （4 ．5） れ，広端側 に一部粘土 を強 く押 し出す ナデ を見 る。凹面は布 目 砂粒 ・長石粒 ・礫

厚 さ　 3 ．2 を残す。端 面 と隅面は箆削 り調整。 軟 質

番号 種　 類
法臥 m）i 形 態 の 特 徴

備　 考 番号 種　 類 法量 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

35

羽　 ロ 全 長（11．4）．′外面 は多方向の箆 削 り調 先端部

45

短冊形 全長（3．0） 一 方が小 さ く折 り曲がっ
i

外径　 6F．7

孔径　 3 ．0

整，基部 の調 整はやや不

良。

は溶解

し鉄付

着 。

鉄製品 幅 （2．7） ている。

36

砥　 石 ・15 ．4 ×7 ．0

1．1

三角形 を里 し，一側 面の

みに使用痕が 認め られ る。

粘板岩

209 ．5

g 、 46

釘　 か 全長（4．1）

太さ　0．6
頭部 欠損。

j

37

！

砥　 石 、3 ．1×6．8
l
長 方形 を呈す。全面 に便 流紋岩

47

髪 全長 5．2 ほぼ完形 品。
！

2 ．1 用痕 が認め られ，側面 の

数 か所に擦 痕がみ られる。
87 ．5 g

i

太さ 1．5 刃部は断面 Ⅴ字状 を呈 し

てい る。

i

38

砥　 石 3 ．5×2．6 二側 面のみに使用痕が認 須恵器

48

楔 全長 4．3 完形品。

（転用砥） 1 ．0 め られ る。 婆片利

用

太さ 1．0

！

39

4 0

刀 子 i
3 9は全長 （7．8cm ），刃幅0．9

cm，刃長6 ．6cm。
40は刀子 の一切先部 とみ ら

れ る。

49

火打鎌

1

全長 3．2

幅　 1．9

一部 欠損 して いる。

41
i

4つ

鉄 いずれ も両端部 欠損 して

50

！
棒　 状 全長 9．4 完形 品。

い るが鉄 の茎 とみ られ る。 鉄 製品 太さ　0．6 断面 は方 形で，両端部は

尖 る。

44

小　 札　 全長 （1．4）

幅　 1．6

大部分欠損。 51

l

53

1

不　 明

鉄製品

51は全長 （8 ．5c m），太 さ

0 ．3c nl。

一方の端部 欠損。

143号竪穴住居跡（第262図）

調査区D3i3ei4区を中心に確認され，137号竪穴住居跡の南方に位置し，3号溝を破壊して構

築されている。規模は，東西3．5me南北3．7mを測り，主軸方向N－30－Eを指す略方形を呈して

いる。

覆土は，ロームブロックを少量含む褐色土で，自然堆積とみられる。壁は高さ32～44cmを測り，

ほぼ垂直に立ち上がる。西壁部には2か所の壁外テラスを有している。北壁部を除く壁下には，

幅5－7cm e深さ4cmの壁溝が回っている。南壁中央部の壁溝は，幅広く内側へ張り出している。

床面は，南壁直下から竃焚口部前面にかけての幅Llmが特に踏み固められ，竃方向へ向けて若干

低くなっている。ピットは6か所確認され，Pl・P2・P4・P5が主柱穴とみられるが，深さ

はいずれも10cm内外である。他に東壁中央部に壁外へ張り出すピットが存在するが，当住居廃絶

後のピットである。

一351－
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竃は9北壁ほぼ中央部にあり，長さ上2m。幅1．1mの焚口部幅0．31mを測り9　望外へ3雛m泥を込

まれている。袖は，丸五十偵恵器杯・割石を山砂で塗り囲めて築かれている、・触成部は「五両と同

レベルで，焼土が10cmほど堆積し9　ゆるやかに煙道部へ続く。奥壁寄りに土師器婆二個体分が響　つ

ぶれた状態で出土している。

遺物は，土師器e須恵器も墨書土器の漆付着土器の瓦も着製品の砥石の鉄製品の銑津の漆紙が撃

竃前面の覆土中から出土している。漆紙は，中央部覆土中層から2点言有壁際の楷土中層からl

点，計3点出土している。瓦は9　西堂外のテラス上に敷きつめた状態で出土している。

143号竪穴住居跡出土遺物観察表（第263～266回）

番号　　 器　　 種 ！法畳 （cm）
l

形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　　　　　　　 備　　　　 考

：杯

1　　 S

Å（13 ．9 ）

B　 4 ．3

C （8 ．2 ）

底 部は平底で，休部 と底部 の境界は明瞭な角度 で分か れ，体部　 黄灰色

は外傾 気味に外上方 にのぴ， 目線端 部 を丸 くお さめ ている0 水　 細砂 ∵昆石灘「つ落石微粉
挽 き成形で底部は 多方 向の静止箆 削 り調整。休部 内面 中位か ら 「雲機

体 部外面中位にかけ横 ナデ調整。休 部下位は荒 い手持 ち箆 削 り　 普通

調整。

高台付 腕

2　　 S

A 17 ．2

B　 5 ．7

D　 7 ．7

休 部は内攣気味 に外上 方にのびテ　ロ綾部は強 く外反 して端部 を　 明褐灰色 ・

丸 くお さめて いる。 高台は貼 り付けでキ下方向 にの伊，端部 に　 細砂 載 石粒 磁 石微粒 磯

面 をなす。水挽 き成 形で，底部は回転箆 削り調整私 様ナヂ調　 な ま焼け

整。他は全体 に横ナヂ調 整。　　　　　　　　　　　 休部外面に指頭太の漆付着

蜜

3　　 S ［ ！不良

慈

4　　 S

休部 の←一部。休部 外面は格子状叩 き目調整。 内面はナヂ調整。

薄手椚 0　　　　　　　　　　　　　　 不良

婆

5　　 S
i

－ ”－ 山ニ・一－ニ・u一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・“－ ・－′… ‘
休部 の－部 。休 部外面は格子状 叩き 目調 整。内面は箆 ナヂ後ナ　 灰色

ヂ調 整0 やや摩 滅す る。　　　　　 ［笠慧

慈

6　　 S

［ i；

箆響掌芸墓警豊豊冨諸芸綴 榊纏調整働 確 翫湘

棒

7　　 H

；」　　　　　　 －…＿ノ．…－＿＿＿】－．け－＿＿

A （13．4）

B　 3．9
C （8．3）

底部は平底で，休部は内攣気味に外上方にのび一 渦 賂部を丸 信 ごい橙色

くおさめている。水挽き成形と思われ，底部は右ログ可離附月 細砂 茂 離 立も

高台付埠

8　　 H

l

D　 5．9 ！底部と休部の境界はあまい稜を持ち，休部は内攣気味に外上方にの ［橙色

高台付皿

9　 H ！

A 14．9
B　 3．0
D　 7．5 び高台内 ・外面は横ナデ調整。内面車体は箆磨き謂料！ ‥つ

儲 滝 壷≡憑 箋 壷 屋 喜壷；警警慧 雲母 磯高台付皿

10 回

A （12．1）

B　 2．7
D　 6．2

処理。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一口　　 ー立田

婆

．三 豊 L ＿＿

A （20．4）

F　25．0

休部は内攣しつつ立ち上がり了く」の字状に屈曲する［］緑部が付き， にぷい橙色

口緑射 眩 外上方につまみ出す0 蘭 的 4 滴 は横げ 調整0慄 茂 石縮 雲母
休部内面は箆げ 胤 ナヂ調整誹 部外面は針 ヂ調整o i休部外面全体に煤付着

…353…
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第266図143号竪穴住居跡出土遺物実測図伸

番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 i 備　　 考

12 H

婆 A　 13．3 丸 く張 った休部か ら 「く」の字状に屈曲す る目線部 が付 き， 日　 明赤褐色

F　 14．7 線 外端部はやや 凹む。休部 内面 と頸部内面に粘土紐痕 を残す。　 砂粒 e長石粒 工芸馬上4 禦
ロ頸部内 ・外面 は横 ナデ調 整。休部 内面は箆ナデ後 ナデ調 整。　 良好

休 部外面 中位 までは箆 ナデ調 整。中位か ら下位は箆削 r）調 整。

13 H

喪 C　　 7 ．7
平底の底部か ら休部は内攣しつつ根 二万にのぴ る。休部内面 に粘 土 ！にぷい橙 色

F　 20 ．2 紐痕 を残す。休部外面は縦位の箆ナテ調 整。底部外面 と休部 内面 は　 砂粒 載 石粒 多の石英粒 多
箆ナ デ。底部 内面はナデ調整。全体 に摩 滅が進行。　　　　　 普通

丸　　　 瓦 全長 （23．5） 五線付丸瓦 。凸面は箆 削 り調整。凹面 は布 目を残すが，一部布　 灰 白色

14 狭端 13．8 の当たらない面を見る。側面は分割戟面 のままで無 調整。端面は　 砂粒 8長石粒 多の長石微粒 多

厚 さ　 1．6 箆 ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 硬 質

15

i 丸　 瓦

i

全長 （25 ．0 ） 玉 緑付丸瓦。 凸面 は箆 削 り調整。凹面は布 目を残 す。側 面は箆　 灰 オ リー ブ 色

狭端 （4 ．5 ） 削 り調整で，上 e下端部に面取 りが施 され ている。端面 は箆 削 り　 細砂 ・長石粒 多 ・長石微

厚 さ　 1．8 調 整o　　　　　 i警 蓋篭 付着

16

丸　　　 瓦 全長（14 ．0） 五線付 丸瓦。凸面は箆削 り調 整。 凹面は布 目を残す。側面 と端　 褐灰 色

狭端 （11 ．5） 面は箆 削 り調 整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 細砂 。長石粒 多 の長石 微
厚 さ　 1．7 粒 多

硬質

断面 に鉄分付着

i

17

平　　　 瓦 全長 42 ．5

狭端 24 ．5
広端 28．5

厚 さ　 1．8 調 整。

18

乎　　　 瓦 全長（26 ．9） 凸面 はほぼ縦位 の縄 目叩きがみられ，凹面は布 目を残すが，狭　 灰色
狭端 （16 ．5）

厚 さ　 1．6

慧篭 票 が当たらない潤 と端面 は制 帽 整で瀾 に凹 恩 抽 多 儲 徴

！

19

平　　　 瓦 全長 （17．7） 全体に歪み を持 つ。一枚作 りか と思 われ， 凹面に粘土 夕タラ取　 黄灰色
狭端 （15．0） りの痕跡 を残す 。凸面は縦位の縄 目叩きがみ られる。凹面は布　 砂糧「∵巨石粒 の礫

厚 さ　 2．0 目を残す。側面 と端 面は箆 削 り調整。　　　　　　　　　　　 硬質

狭端に鉄分付着

20

平　　　 瓦 全長 （23 ．6）

狭端 （24 ．4）

厚 さ　 1 ．8 す る。

j
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番号 種　 類 法畳 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴
i

備　 考 番号 種　 類
「
法皇 （cm） 形　 態　 の　 特　 徴 備　 考

21

紡錘車 底径4 ．4 台形 を里す。 粘板 岩

23

刀　 子　 全長 10．9 ほぼ完形品。
高 さ1．5 3 4．3 g 刃幅 1．3 棟 と刃部 に関 を有す る。
孔径0 ．8 刃長6 ．6

2 2

砥　 石 20 ．0 ×5．5

3 ．4

長方形 を豊 す大形の砥石

で，二側面 を除いて全面

に使用痕が認め られる。

流紋岩

850 ．5

g

144号竪穴住居跡　（第267図）

調査区E3al区を専心に確認され9102号竪穴住居跡の北方に位置している。規模は9東西4．25

m o南北4・4mを測りラ主軸方向N－00を指す隅丸方形を呈している。

覆土は，上部に暗褐色も下層に褐色土が堆積し撃　ローム小ブロックe炭化粒子を含み9部分

的に人為的な堆積がみられる。壁は高さ50cmと深く9　ほぼ垂直に立ち上がる。壁下には幅蟻cmの

深さ10cmの壁溝が全周する。床面は9南壁部から北側に向かってゆるやかに下がっている。また撃

南壁直下から竃前面にかけての中央部の幅2mほどは9特に踏み固められている。ピットは5か

所で9　深さは9　35～60cmを測る。

竃はヲ北壁中央部にあり，上部は撹乱を受けているが9長さ009me幅呈．3m8焚日部幅0。3mを測

り9壁外へは掘り込まずに構築されている。袖は山砂を主体として築かれ　焼成部は床面よ机O

Cm低ら焼土および灰がユ5cm程堆積している。煙道部はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物は9土師器の須恵器e墨書土器「㍉瓦言羽ロe鉄製品が東半部の床面付近から出土している

が，点数は少ない。

ユ44号竪穴住居跡出土遺物観察表（第268図）

番可 洋　 種
法量 （cm） 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ‾‾‾‾‾‾‾「 備　　 考

高 台什 J不 A 14 ．6 底部 と休 部の境界は鋭 く明瞭 を稜 を持 ち　 休 部は外傾気味に外　 灰色

l　　 S

B　 5 ．5

D　 9 ．2

，上方 にのびる。 口綾部は僅か に外反 し，端部 を丸 くお さめてい　 細秒 長石掛 長石微粒 も

る。高 台は外下 方にのぴ，外端部に稜 をなす 。右 ロ タロ水挽 き　 雲母
成形 で，底部 は回転箆 削 り調整。休 部内面か ら目線部外面 にか　 普通

け横 ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 底部内面に鉄分付着

蓋 A （15 ．3 ） 天井部中央に， 中心 が高 く周囲が凹むつ まみが付 く。天井頂部　 灰 白色

2　　 S

i i

B　 3 ．5 は扁 平で，天井部 と口綾部 の境界は明瞭な稜 を持 ち， ロ綾部 は　 砂粒 ・長石粒 多 ・長石 徴

下 方向に屈曲す る。水挽 き成 形で。天井頂 部か ら天井部 中位 に　 粒 8雲母

か け右 ロ クロ使用の河転箆削 り調整。全体 に摩 滅が進行。　　 普通

蓋

3　　 S

A 1 5．3

B　 3．6

天井部 中央 に窟平 を宝珠 形のつ まみが付 く。天井部 中位 か らや　 にぷ い橙色

や反 り気味に下降 し， ロ綾 部は下方向に屈曲す る。水 挽 き成形　 細砂 も長石 粒 載 石微粒 の

で，天井部 中位 は右 ロタロ使 用の回転箆 削 り調整。つ まみ と天　 雲母
井頂 部及び天井部 中位 か ら内面全体 に横ナデ調整。　　　　　 なま焼け

天井部 内面に墨書

台　付 盤

4　　 S

D 12 ．3 貼 り付 け高台は外下方にの び了ハ」 の字状 をな し内 ・外端部に　 暗灰色

鋭 い稜 を持つ 。水挽 き成形 で底部は右 ロクロ使 用の回転箆削 り　 細砂 ・長石粒 ・長石微粒
調整。高 台内 ・外面は横ナデ調整。　　　　　　　　　　　 良好

底部 内面 に黄 白色 の自然粕

－3581－
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番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態　 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

5 S

台　付 盤 A （17 ．3） 底 部 と休 部は境界 をなさない。休 部は丸味 を帯 びた底部 か ら内 黄灰色

B　 4 ．7 攣 気味に外上方 にのび， 口綾部は強 く外反 し，端部 を丸 くお き 細砂 ・長石 粒 ・長石微粒

D ll．6 めている。高台は貼 り付 けで，下方向にのぴ，端部 をやや丸 く 普通

おさめてい る。右 ロタロ水 挽 き成形で，底部は回転箆削 り調整。 底部外面 に墨書

6 S

台　付 盤

i

貼 り付 け高台は欠損。水挽 き成形で，底部は右 ロクロ使用 の回 灰 白色

転箆 削 り調整。 細砂・長石粒・長石微粒・雲母

不 良

底 部外面に墨書

7

婆 休部 の一部 。外面 は平行 叩 き目調整後一部に箆削 りが み られる。 灰黄 色

S 内面 は箆 ナデ及びナデ調整。 細砂 ・やや精良

普通

8 S

慈 休部の肩部。外面は平行叩 き目調 整。 内面はナデ調整。 灰色

細砂 ・長石粒
良好

9

H i 窪
A （15 ．4 ） 底 部は平底で，休部 は内攣 しつつ立 ち上が り，「く」 の字状 に属 にぷ い橙色

B 17 ．4 曲す る口綾部が付 く。 口線 外端面に凹み を持 たせ，端部 を外反 砂粒・長石粒 ・雲母・スコリア

C　 8 ．0 気 味につ まみ出す。頸部 内面 と休部 内面に粘土紐痕 を残す 。体 普通
F 17 ．5 部内面 と休部外面中位は箆ナデ。休部外面下位は箆削 り調整。 底部外面 に木葉痕

10

i 無
A （15 ．3） 底部 は平底 と思われ るが 欠損 。休部 は内攣 し了 く」の字状 に屈 にぷい橙色

H 曲す る口綾部 が付 く。 口緑部 外端 面に凹み を持たせ，端部 を外 砂粒 ・雲 母
上方 につまみ出す。 口頸部 内 ・外面は横 ナデ調整。 普 通

！ 窺
C　 7．8 やや盛 り上が った平底の底部か ら休部 はやや 内攣気味に外上方 にぷい橙 色

11 H
にの びる。休部 外面は箆 削 り調整。休部 内面 と底 部内面はナデ 砂粒・長石粒 ・雲母・スコリア
調整。 普通

底部外面 に木葉痕

！

12

刀　 子　 か

；

全長 （3 ．鋸

刃幅 1．5 r

両端部欠損。　　　　　　　　　　 i

145号竪穴住居跡　（第269図）

調査区D2j8区を中心に確認され，144号竪穴住居跡の西に位置している。規模は，東西5．48m

e南北4月5mを測り，主軸方向N－00を指す長方形を呈している。

覆土は9　暗褐色土を主体とし，北半部には，北方からロームブロックを含む層が人為的な堆積

を示している。また，南半部は，自然堆積の状況を示している。壁は高さ50cmで，ほぼ垂直に立

ち上がる。壁下には，幅15cme深さ10cmの壁溝が全周する。床面は平坦で，全体的に踏み固めら

れている。南壁中央部の壁溝に接して浅いピットがあり，入口部の施設とみられる。ピットは4

か所確認され9　それぞれ2個のピットが重複している。いずれも壁寄りの外側にあるピットが新

しく，拡張または建て替えが行われたものとみられる。深さは，30cm内外である。

竃は，北壁やや東寄りにあり，長さ上53m。幅上38m e焚口部幅63cmを測り，壁外へ32cm程掘

り込んで構築されている。袖は山砂を突き固めて築かれている。焼成部は床面より18C可氏く，30

度の傾斜をもって煙道部へ続く。焼土は，20cm程堆積している。焼成部中央には，つぶれた土師

器婆・瓦e石が出土している。

遺物は，覆土から土師器。須恵器e転用硯e瓦・羽目e鉄製品e鉄棒が出土している。

－361－
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第271図145号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

145号竪穴住居跡出土遣物観察表（第270・271図）

5CH

l　　　＿⊥　　　」

番号器　　種法量（cm）形態お　よ　び手法の特徴備　　　　　考

1S

ユ不All．6底部は平底で，休部と底部はやや明瞭な角度で分かれ，休部は青灰色

B　3．6外傾気味に外上方にのぴ，口緑端部をやや丸くおさめている。砂粒・長石粒・長石微粒・

C　7．5右ログロ水挽き成形で，底部は回転度切り後外周部を箆ナデ調雲母

整。休部内面とロ縁部内・外面は横ナデ調整。良好

2S

土不C　7．5底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれ，休部は内管オリーブ灰色

気味に外上方にのぴる。水挽き成形で，底部は回転箆切りで無紳砂・長石粒・鉄分
調整。外周部に箆傷を残す。やや摩滅する。普通

3S

ま不A（13．1）底部は平底で，休部と底部は箆削りによる明瞭な角度で分かれ，灰色

B　4．1休部はやや内轡気味に外上方にのび口緑端部を丸くおさめてい細砂・雲母

C（8．3）る。水挽き成形と思われ，底部は静止箆削り調整。休部下端部普通

は手持ち箆削り調整。

4S

A（13．1）底部は平底で，休部と底部は明瞭な角度で分かれ，休部は内野灰色

B　4．7気味に外上方にのび，口綾部は外反して端部を丸くおさめてい細砂・長石粒
C（7．9）る。水挽き成形と思われ　底部外周部は静止箆削りか。普通

5S

ま不A（15．0）底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれ，休部は外傾灰色

B　4．1気味に外上方にのび，端部はやや尖る。水挽き成形で，底部は砂粒・長石粒多・長石微

C（8．7）回転箆切り後箆ナデ調整。口緑部内・外面は横ナデ調整。休部粒

下端部は回転箆削りと思われる。やや摩滅する。普通

6S

高台付杯A（14．7）底部と休部の境界はやや明瞭な稜を持ち，休部は外反気味に外灰色

B　5．9上方にのび，端部をやや丸くおさめている。高台は貼り付けで，細砂・長石粒・長石微粒・

DlO．3「ハ」の字状に外下方にのぴ，端部に面をなす。水挽き成形で，鉄分
底部は右ロクロ使用の回転箆削り調整。内面全体と高台内・外普通

面は横ナデ調整。

7S

蓋中高で周囲が凹むつまみ。全体に横ナデ調整。接合部に渦巻き明オリーブ灰色

状にきざみがみられる。 細砂

普通
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番号 器　　 種 法畳（cm） 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ！　 備　　 考

8 S

蓋 A （15．7） 天井頂部は丸く，天井部と口綾部の境界はやや明瞭な稜を　 オリーブ灰色
持ち，口綾部は下方向に屈曲し，端部はやや尖る。水挽き　 細砂 ・長石微粒 ・鉄分
成形と思われ，天井頂部は右ロクロ使用の回転箆削り調整。普通
天井部中位から目線部内 ・外面及び天井部内面は横ナデ調　 天井部内面に黄白色の自然粕
整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 逆さ重ね焼き

9 S

台　付 盤 D （13．8） 底部と休部は境界をなさない。休部は外上方に大きく開く。灰色
高台は貼り付けで，ややふんば年気味に下方向にのぴ，端　 細砂 ・長石粒 ・長石微粒
部に面をなす。水挽き成形で，底部は右ロクロ使用の回転　 良好
箆削り調整。休部外面と高台内・外面は横ナデ調整。

10

台　付 壷

S

琵鷲 豊 姦詔 志雛 意羞差アゞ最 悪鵠 措 欝 長石粒 働 多

泡を見る。休部内面は横ナデ調整。休部外面は箆ナデ後，
ナデ調整0 休部下端部は回転馴 り調整。底部外面は馴 芸濃内面に黄白色の自榊由
と）後ナデ調整。全体に厚手な作り。

11 S

台　付 壷 D （14．3） 休部は内攣気味に外上方にのぴる。高台は貼り付けで下方　 灰白色
向に短くのぴ，端部に面をなす。休部外面と高台内・外面は　 細砂虜石粒載石微粒儲 分多
横ナデ調整。休部外面は箆ナデ後ナデ調整0 休部下端部ほほ 富内面に黄白色の日射 由
回転箆削り調整。休部外面と高台外面に粘土紐痕を残す。

12 S

l

台　付 壷 F　23．0 休部は内攣しつつ立ち上がる。高台は 「ハ」の字状に外下　 灰白色
方にのぴるが端部は欠礼 休部外面に他の須恵器片が付着。細砂 ・長石粒 ・鉄分多

良好
外面全体と底部内面に緑黒色の
ビードロ状自然寒由
S D 09と接合

休部は内攣しつつ外上方に立ち上がる。休部内面に粘土紐　 明赤褐色
｛ナ　　　　・－・・

13

婆 F　24．3

H 痕を残す0 休部内面は箆ナデ後ナデ調整。休部外面は縦位　 砂粒 長石掛 長石微粒 雲母

の箆ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通
i休部外面に煤付着

14

禁

H

C　 7．3 雷 雲 鵠 豊 認 豊 詣 豊 潤 謡 け デ調 脛 長石粧 雲母

！
婆 C　 8．6

← － － －～ － ＿＿－
平底の底部から休部は内攣気味に外上方にのぴる。体部内 iにぷい橙色・

15 H ・外面は箆ナデ調整。　　　　　　　　　　　 ！砂粒 ・姦石粒多・雲母

！普通　 底部外面に木葉痕

16
婆

＝

－ － ‾十－
休部の‾部0 休部外面は平行叩き目調整0 内面はナデ調整。濡 訂 。、票 畠
摩滅が進行。

抜 i

不良

1．7
茎部 。

17は 2 本が付 着 して いる。
18 18は全長 （7 °1cm ）’茎径腑 ’両端部 欠損。 i

147号竪穴住居跡　（第272図）

調査区Elfo区を中心に確認され，146号工房跡の南方に位置し，西壁寄りで12号掘立柱建

物跡と，北西隅で121号土壌と重複している。新旧関係は，両跡とも当跡より新しいものとみられ

る。規模は，東西3・97me南北6・59mを測り，主軸方向N一首を指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とし，最下層と上層の一部にロームブロックを多量に含み，人為的堆積

とみられるが，他は自然堆積とみられる。壁は，高さ20－30cmを測り，70度内外の傾斜をもって

立ち上がる。壁下には，幅15cme深さ15cm内外の壁溝が全局する。床面はほぼ平坦で，北東弓ヒ

西の各隅と，南東隅から南壁付近を経て，南西隅にかけてのコの字形の部分を除いては，良く踏

み固められている。また，東壁中央部直下に，粘土を突き固めたステップ状のものと，小ピット
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第272回147号竪穴住居跡・竃実測図



があり床面の状態と考え合わせると，入口部の施設とみられる。

竃は，北壁中央やや東寄りにあり，長さ1．3m・幅1．2m・焚口部幅0．6mを測り，壁外へ70cm掘り

込まれている。袖部は山砂を主体として築かれているが，短いものである。焼成部は床面より12

cm低く，ゆるやかに煙道部へ続く。焼土は，厚い部分で15cmの堆積がみられる。煙道部付近に土

師器婆が，つぶれた状態で出土している。

遺物は床面付近から少量の土師器・須恵器・羽ロ・砥石・鉄製品・鉄棒が出土している。

／

、二二‥≒　予

－－m…題
；′‾‖‾‾‾‾＝

．、、・：三、’

罵．＼導迫」ニヨグ

5CM

l l i

第273図147号竪穴住居跡出土遺物実測図

147号竪穴住居跡出土遺物観察表（第273図）

番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

高 台付 坪 A （15 ．5） 底 部 と休 部の境界はやや 明瞭 な稜 を持 つ。休 部は外傾気味に 外 灰 白色

上方 にのび，口緑部で外反 し，端部 を丸 くお さめてい る。貼 り 砂 粒 ・長石拉 ・長石微粒 ・

付け高 台は欠損。水挽 き成形 と思 われ， 内面全体 とロ綾部外面 鉄分

にか けて横 ナデ調 整。全体に摩滅す る。 普通

休部 内面に漆付着
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番号　 紫　 檀 i浅酌 項　　　 形態および拳法の特徴　　 ！ 備　　 考

2 S（転晶か）　 蓋薫窯菜蓋、芸蓋蓋蓋．嘉を蔓喜蔓去惑芸窯菱喜警報 蘭粒蘭微粉鉄
普通

！ 塗　 射 2 ・日 月の張った休部から丸く屈曲する日綾部が付き，外端部に面を 赤色

3 。　　　　 護孟字冒、琵撃撃表芸警孟票莞慧警荒讐孟孟警芸漂摘湖面豊潮 粒多・鍋

i
窪　　 A （18 ・6） 胴 の張った休部 か ら 「く」の字状に強 く屈 曲す るロ綾 部が付 き，にぷ い橙色

4　H　　　　　 慧警姦芸認蓬表号宗法姦：蔑孟宗謂品濃遥㌘酢外霊∵締粒債母
口緑部内 ・外面に煤付着

i

5iH 無　 敵 蓋笠警蓋患蓋‡蔓志望警意孟憲挙懇 望整警石粒撒
⊥ 」 i i　　　　　　　　　　　 川縁部内爛 こ煤付着

5日婆i 巌 蓋笠警蓋蓋嘉議‡蔓志望警意孟憲挙筆孟法華萎整警石粒撒
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不良
！i 婆　　　　 平底の底部で，休部は外上方にのぴる。休部外面は箆ナデ調乳 橙色

6！H闇　 内面は憫　　　　 慧慧 蘭
番号 種類巨 患登録m〔⊥ 形 態の 特徴　 備 考！番号 種類　 法登録悶き　 形態 の特 徴　 備 考

7 砥石昔′4‘9 癌 慈澤 に酬 守嘗 詔 蜃 軒 ある0

｝ …！
8 刀子菱憂（1；；；溌萎‡蒼軍欄に関！；i

摘聾竪究住居跡　　第274図）

調査区DH7区を中心に確認されているが9北西部は調査区城外に存在している。規模は，東

西4の26me南北4e34mを測り9主鰍方向N…00を指す方形を呈している。

覆土は9黒褐色土を主体としラおおむね自然堆積とみられる。壁は高さ35cmを測り，75度内外

の傾斜をもって立ち上がる。北壁部を除　壁下には　幅蟻cm⑳深さ3cmの壁溝が回っている。床

面は平坦で，ほぼ全面にわたって踏み固められている。ピットは3か所確認され深さは40～53

cmを測る。主柱穴は4本とみられる。

竃は，北壁やや東寄りに確認され袖部は山砂を主体として構築されている。焼成部は床面より

10cm低ら　急傾斜で煙道部へ続く。

遺物は9土師器e須恵器も墨書土器も漆付着土器も瓦や羽目e砥石。鉄製品e鉄棒が，竃前面

から中央部付近の覆土中から出土している。また9　ほぼ中央部覆土下層より大形の割石が数個出

土している。

ー1二う681－・lll



第274図1∠18号竪穴住居跡実測図

148号竪穴住屠跡出土遺物観察表（第275図）

番号　 韓　 種 面 司　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ！ 備　　 考

1

2 i i i　　　　　　　　　 重ね焼き

3 is 高帥不D 橘 芸菱志望、蓋畢 ㍑ 謡霊競ね 璃 重量長石粒。長石鰍
ー i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 底部外面に墨書

事 蓋　 胤　　　 懐き重ね焼き

4
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第275図148号竪穴住居跡出土遺物実測図
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番号 器　　 種　　 法畳 h m） 形 態　 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

5

蓋　　 A （16 ．4 ）

S

つ まみは欠損。天井頂 部はやや丸 く，反 り気味 に下 降 し， 天井 青灰色

部 と口綾部の境界 にやや あ まい稜 をもつ。 口綾部 は下 方向に屈 細砂 ジ・長石粒 ・長石微粒

曲す る。右 ロクロ水挽 き成形で，天井部は回転箆削 り，天井部 ・礫
内面中位は回転箆削 りか。天井 部外面に指頭痕 を残す。

l

普通

婆 ロ綾部 の一 部。内面 と口線 外端部 は横 ナデ調整。外面は刷毛ナ 外面一 暗線灰色

6 S
デ と楯 状工具 に よる波状文 を施す 。 内面…灰 色

細砂 ・長石粒

良好

婆
［

休部の一部。 外面は平行叩 き目調整。 内面 はナデ調整で粘 土紐 緑灰色

7 S

i

痕 を残す。 細砂 ・長石粒
良好

8

窪 休部 の一部。外面 は平行 叩 き目調整。器面に気泡が み られ， 部 暗青灰色

S
分 的に剥離す る。 内面 はナデ調整。指頭押庄痕 を残す。 細砂 ・長石粒

良好

i

9

！

S 転 ‖ 休部 の‾部 ○外面は平行 叩き目調整 0 内面は： ナデ調整○
にぷい橙 色

細砂 ・長石 粒
なま焼 け

！

10

S 無 性 葦壷薫蒸蓋至芸笠置差嘉忘…蓋‡惹 孟蓋憲融 饉 粒徽 雲

デ後，ナデ調整。やや摩滅する。　　　　　　　　　　　　　　 普通

11

窺 C　 9．0　 平底の底部9　内面は箆ナデとナデ調整。 橙色

S
砂粒 ・長石粒
普通
底部外面に木葉痕

可 種　 類 法量（cm） 形 態 の 特 徴 備　 考 番号
種 類 い去縮 小　 形 態 の 特 徴 ！備 考

砥　 石 3．4×2．4 三角形を里し，全面に使 流紋岩

14

不　 明　 太さ0．25 ！2本が付着し一方はL 字

12
2．3　　　　 用痕が認められる。欠損

部分あり。
163 g 鉄製品　　　 0．4　 状を呈している。

13

砥　 石
（転用砥）

4．0×3．3　器面を除いて全側面に使
1．2　　　 用痕が認められる。

鉄分付
着

須恵器
片利用

149号竪穴住居跡　（第276図）

調査区EIc8区を中心に確認され，146号工房跡の南西に位置し，西側で9号掘立柱建物跡の

P2　のP3と重複している。新旧関係は，9号掘立柱建物跡が新しく，当跡の亀　床面を破壊してい

る。規模は，東西4．56me南北4．49mを測り，主軸方向N－30－Eを指す略隅丸方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とし，3層に大別でき，上e下層は自然推積，中層はロームブロック

e炭化粒子を含み，人為的な堆積とみられる。壁は高さ15～45cmを測り，80度内外の傾斜をもっ

て立ち上がる。壁下には，南壁中央部1．4mの間を除き，幅8－15cm・深さ5～15cmの壁溝が回っ

ている。床面はほぼ平坦で，南壁下から竃前面にかけての幅2mの範囲は良く踏み固められてい

る。ピットは5か所確認され，Pl～P3が主柱穴とみられる。深さは50cm内外を測る。
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竃は北壁ほぼ中央部にあり，焚口部は8号掘立柱建物跡に破壊されている。袖部は山砂を主体

として構築され，壁外へ15cm掘り込まれている。

遺物は，土師器の須恵器e漆付着土器「㍉瓦言鉄製品の鉄棒◎漆紙が，覆土下層および床面付近

から出土している。このうち漆紙は，南西コーナー部の覆土中層から土師器窪片と共に出土して

いる。

149号竪穴住居跡出土遺物観察表（第277図）

番 号 器　　 種 法畳 （c m） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

高台付 埠 A O ．9）－ 底部 と休 部の境界 はやや 明瞭な稜 を持つ。休部は外傾気味 に 灰 白色
（転 用硯） B　 5 ．9 外上 方にのび， ロ綾部 をや や丸 くお さめてい る。高台は貼 り 細砂 ・長石粒 ・長石微粒 ・雲 母

D lO ．6 付 けで了ハ 」の字状 に外下方にのぴ，端 部にやや凹んだ面 を 不良

なす 。右 ロ クロ水挽 き成形 で底部 は回転箆 削 り調整。．底部内

面車乗 を除 き横ナデ調整 。

高台内面 と底部外面に墨付
着

2

高台付埠 D　 9き4 底部 はやや丸 味 を帯びて いる。高 台は貼 り付 けで了ハ 」の字 灰 白色
（転用硯 ）

S

状に外下方 にのび る。水挽 き成形 で底部 は回転箆 削 りと思わ 細砂 ・雲 母
れ る。高 台内 ・外面は横ナデ調整。 不良

高台内面 と底部外面に墨付

着

3

i

S

喪 休 部の一部。外面 は平行 叩 き巨調整。内面は同心円文 を残す 。灰 色

細砂 ・長石粒
普通

4 S

窺 休部 の一部。外面 は平行 叩 き目調 整。内面は同心円文 を残す。 灰色

細砂 ・長石粒
普通

5 H

塗 A 0 9 ．3） 胴の張 った休 部か ら丸 く屈 曲す る口縁部 が付 き， 目線端 部 を 橙色
外上方 につ まみ出す。 ロ頸部 内 ・外面 は横ナ デ調 整。体部 内 の砂 粒 ・長有粒 多 ・実母
外面 は箆ナ デ調 整。 普通

無 C　 7．6 やや小形で，平底 の底部か ら休部は内攣 しつつ立 ち上 がる。 にぷい橙 色
J、、ムL　　　　 、⊥‾・　′吾 、

6 H
内面全体は箆 ナデ調 整。休部外面は縦位の箆ナデ調整。休部

内面に粘土紐痕 を残 す。
砂粒 ・長石粒 0雲母 ・ス コ
リア
普 通
腫部外面に木葉痕

婆 C l l．8 平底 の底部か ら，休部 はやや 内攣気味に外上方にのぴ る。 内 にぷい橙 色

7 H 面全体 は箆 ナデ とナ デ調 整。休 部外面は丁寧な箆 ナデ調整。

［

砂粒 0長石粒 e雲母

普通

底部 外面に木葉痕

8

不 明 鉄 製 品 全長（7．0 ）

太 さ　0 ．5 両脚 欠礼 一部鮒 る。　 1

150号竪穴住居跡　（第278図）

調査区EIc6区を中心に確認され91舶号竪穴住居跡の西に位置し，東側で8号掘立柱建物跡の

P6　0P7と，西側で10号掘立柱建物跡のP3　e P4とそれぞれ重複している。新旧関係は，両

掘立柱建物跡が新しく，竃。床面を破壊している。規模は，東西6．32m e南北5．58mを測り，主

軸方向N－980…Eを指す略隅丸方形を呈している。

覆土は，褐色e暗褐色土を主体とし，下層を除いてはロームブロックを含み，人為的堆積とみ

られる。壁は高さ45～65cmを測り，ほぼ垂直に立ち上がる。壁下には，幅15cm・深さ10cmの壁清

一374…



◎

堅甲 堅堕1

第278図150号竪穴住居跡実測図

－375一



が全周する。床面は失われている部分もあるが，南壁中央から竃焚口部にかけての3・5×3・5mの

範囲は良く踏み固められている。ピットは5か所確認され，P2eP3。P4は径30cme深さ30

cm内外であるが，Plは径50cm。深さ50cmを測る。

竃は9　東壁やや南寄りにあるが，前述のように9号掘立柱建物跡によって大部分が失われてい

る。袖部は山砂を主体として構築され，幅1．55mを測る。壁外へ50cmほど掘り込まれている。

遺物は，土師器。須恵器e漆付着土器・瓦e羽目・土製品。鉄製品e鉄棒が，踏み固められた

床面付近から出土している。

150号竪穴住居跡出土遺物観察表（第279e280図）

番号 器　 種 法畳 （cm）
I

形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1

杯 A （11 ．1） 底部 は平底 で，休部 と底部は箆削 りによって鋭 く明瞭な角度で分 灰色

」一　　　　　　　　　　　′　　　　」一
S

B　 3 ．5 かれ る。休部 は外傾 気味に外上方 にの ぴ， 目線端 部はや や尖る。 細砂 ・長石粒 ・長石微粒

C　 7 ．3 右 ロクロ水挽 き成形で，底部は一方向 の静 止箆 削 り調 整。体部下 良好

端部 は手持 ち箆 削 り調整。

2

埠 ，A （12 ．0） 底部 は平底 で，休部 と底部はやや 明瞭 な角度 で分 かれ る。休 部は 灰 白色

′　　　　　」バ
S B　 3 ．6 外傾気味 に外上 方にのび， 口緑端部 はやや尖 る。水挽 き成形で， 細砂 ・長石微粒 ・雲母

C　 7 ．5 底 部は回転箆削 り調 整。底部中心 を薄 く作 る。 不良

全体 に漆付着 ′

杯 A （13 ．4） 底部 は平底 で，休部 と底部は 明瞭 な角度 で分か れる。休 部はやや 灰色

3 S
B　 4 ．2 内攣気味 に外上 方にのび， ロ緑端部 を丸 くおさめている。右ロ ク ・細砂 ・長石粒 ・長石微粒

C　 8 ．1 ロ水挽 き成形 で， 底部 は回転箆切 り後， 多方 向の荒い静止箆 削 り 普通

調整。 口緑部 内 ・外面 と体部 内 ・外面 は横 ナデ調 整。

蓋 A 1 5．0 天井部 中央 にやや扁 平な宝珠形のつまみが付 く。天井頂 部は僅かに 灰色

4 S ．B　 3 ．7 に 凹み，天井部 は直線的に下降す る。天井部 とロ綾部 の境界に明 細砂 ・長石大 粒 ・長石微

瞭 な稜 を持 ち， 口綾部 は短 く下方向に屈 曲す る。水 挽 き成形で， 粒

天井頂部か ら天井部 中位にかけ右 ロクロ使用 の回転箆 削 り調整。 普通

5

蓋 天井部 中央 にやや扁平 な宝珠形のつ まみが付 く。夫井部 は丸い。

′

灰 白色

細砂 ・長石粒 ・長石微粒 ・
S 水挽 き成形で；天井頂部 か ら天井部　 位 にかけ 回転箆 削 り後，多方 ／雲母

不 良向の静 止箆削 り調 整。つ まみは横ナテ調 整。全体に摩滅が進行。

6

l 蓋 天井部 中央 に小形 で扁平な宝珠形のつ まみが付 く。天井頂部 は丸 灰色

S 味 を帯 び， 外反 しなが ら下降す る。水挽 き成形 で， 天井頂 部は右 細砂 ・長石粒 ・長石微粒

ロクロ使用 の回転箆 削 り調整。つ まみ と天井部 内面は横 ナヂ調整。 普 通

天井部内面に箆記号

7

台付盤 A （2 2 ．2） 休部 は内攣気味 に外上 方に大 き く開 く。休部 と日綾部 の境界にあ 灰 白色

S B　 4 ．1 まい稜 を持 ち， 口綾部 は外反 して端部 を丸 くお さめている。高台 細砂 ・長石粒 ・長石微粒 ・

l

l

D （16 ．7） は貼 り付け で， 外下 方にのぴ る。水挽 き成形 で， 目線部 内 ・外面 雲 母
と高台 内 ・外面 は横 ナデ調整。 不 良

8

9

台付 盤

S

A （2 1．3） 休部は 内攣気味 に外上 方に大 き く開 く。休部 とロ綾部 の境 界にや 灰 色

B　 5．5 やあ まい稜 を持 ち， 口緑部は外傾気味 に外上方 にのびて端部 を丸 細砂 ・長石粒 ・長石微粒 ・

D （12．1） くお さめ ている。高 台は貼 り付けで，下方向に のび，端部 に面 を 雲母

なす。水挽 き成形 で， 目線部内面 と高台 内 ・外面 は横 ナヂ調 整。 不良

S 門
A （12．6） 丸 く胴の張 った休部 か ら頸部内面に稜 を持 ち， ロ緑部 はほぼ垂 直 ′．灰 色

に立 ち上が り，端部 は平坦にお さめて いる。 口緑部 内 ・外面は横 細砂 ・長石粒 ・長石微粒

ナデ調整。休部 外面 は回転箆 削 り後，軽い横ナデ調撃。休部 内面 は 不 良

ナデ調整。休部 内面 に粘 土紐痕 を残す。摩滅が進行。

10

s i 婆
C 1 6．7 やや盛 り上が った平底 の底部か ら休部はやや内攣気味 に外上方 に 灰 白色

のぴ る。底部 内 ・外面 と休部内面は，ナデ調整。休部 外面 は箆 ナ 細砂 ・長石粒 ・長石微粒 ・
デ調整。僅か に平行 叩 き目痕 を見 る。休部下端部 は静 止箆 削 り痢 雲母 多

整。 不 良

11

Il i 杯
A （14 ．3） 底部は平底 で，休部 と底部の境 界は明瞭 でない。 内面全体 は箆磨 橙 色

B　 3．3 き調 整 。 目線 部 外 面 は 横ナヂ調整。休部外面 と底部 外面 は箆 削 細砂 ・石英 ・雲母
C （7．6） r）調整。 良好
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番号 器　　 種 法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

12 H

杯 A　13．5 やや丸味を帯びた平底の底部で，休部と底部はやや明瞭な角度 橙色

B　　3．9 で分かれる。休部は内攣気味に外上方にのぴ，端部はやや尖る。細砂

C　lO．6 内面全体は箆磨き調整。外面全体は箆削り調整。 良好

底部内面に線刻

－378－



番号 i 器　 種
法盈 （cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

13 ．H

埠 A （14 ．3） やや浅 い棒 。底部は平底 で，休部 と底部 はやや 明瞭な角瞭 な角 橙 色

B　 3 ．0 か れ，休部 はやや内攣気味 に外上方 にのび，端部 を丸 くお さめ 細砂 ・ス コリア
C （9．1） ている。内面全体 は箆磨 き調整。 目線部外 面は横 ナデ調整。体 普通

部外面 と底部 外面は箆削 り調整。

14 H

－こ土ゴ璽E A （16．6） 胴 の張った休 部か ら上方 につ まみ 出す。か る く外反する 口綾部 にぷ い黄橙色

F 19．9 が付 く。口頸部内 ・外面は横ナデ調整。休部 外面 は箆 削 り後， 砂粒 ・長石粒 ・雲母 ・ス
箆ナデ調整 。休 部内面は箆ナデ後ナデ調整。 コ リア

普通

休部外面 に煤付着

無　　 A （21．2） 胴 の張 った休部か らやや 丸 く屈曲する 日綾部が付 き，端部 を外 にぷい橙色

F　23 ．8 上 方につ まみ出す。 口頸部 内 ・外面 は横 ナデ調整。休部 内面 は 砂粒 ・長石粒 多・長石微粒

15　　 H
ナヂ調 整。 ・石 英 ・雲母

普 通

頸部内面から休部内面にかけ

漆付 着

16 i H　 婆　 A （20 ・7） 丸 く張 った休 部か ら丸 く屈曲す る口綾部 が付 き，端 部 をほぼ替 i にぷ い橙 色

直につ まみ 出す。 口頸部内 ・外面は横ナ デ調整 。体 部内 ・外面 砂粒 ・長石粒 ・雲母 ・ス コ

は箆ナ デ後， ナデ調整。頸部 内 ・外面 と休部 内面に粘 土紐痕 を リア
残す。 普通

17 i章 胴の張った休部からやや丸く屈曲するロ綾部が付き，端部をほにぷい橙色ぼ垂直につまみ出す。ロ頸部内・外面は横ナデ調整。体部内・ 砂拉・長石粒・雲母・スコリア
外面は箆ナデ調整。 普通

：8 i 罠 C 甘 0）－
平底の底部で，休部は内轡気味に外上方にのびる。休部外面は 浅黄橙色
丁寧な縦位の箆ナヂ調整。内面全体は，ナデ調整。 ・砂粒・長石粒・雲母・スコリア

普通
底部外面に木葉痕

番号 種　 類 法量（cm） 形 態 の 特 徴 備　 考 番号　 種　 類 法量（cm） 形 態 の 特 徴 備　 考

19

相　 場 径　 （8．6） 一部粕薬化する。 紡錘車 全長　 （18．7） 紡輪の上部に糸が巻
2分の 1 欠損。

21
紡輪径　 4．1
紡輪厚さ 0．2

きついている。
ほぼ完形品。

20

刀　 子 全長（11．6）
刃幅0．4～0．7

、茎長5．0

切先部欠損。
棟側と刃側の両側に
関を有する。

151号竪穴住居跡　（第281回）

調査区Elg4区を中心に150号竪穴住居跡の南方に位置し，東西3．34m・南北3．2mを測り，主軸

方向N」6LEを指す方形をしている。北東隅において17号掘立柱建物跡のP5，南西隅におい

て18号掘立柱建物跡のP6とそれぞれ重複し9　両掘立柱建物跡より当跡が新しい。

覆土は，暗褐色土を主体とし，自然堆積の状態を示している。壁は，高さ35cmでほぼ垂直に立

ち上がる。壁下には，幅10cm。深さ4cmの壁溝が全周する。床面はほぼ平坦で，南壁中央付近か

ら竃焚口部前面にかけての幅約1．5mは9良く踏み固められている。ピットは3か所確認されてい

るが，いずれも小さく，また浅いものである。

竃は，北壁中央部やや西寄りにあり，長さ1．0m・幅1．13m e焚口部幅0．46mを測り，壁外へ

0・66m掘り込んで，構築されている。竃の主軸方向は，住居跡のそれと若干異なり，N－10㌧Eを

指している。袖部は，砂とロームを突き固めて築かれ，右側袖部のほぼ中央部に玉緑を下にして

一一・l37（‾主一一



丸瓦を立て，補強している。焼成部は床面と同じレベルで，ゆるやかに煙道部へ続く。焼成部に

は9　土師器婆二個体分が，押しつぶされた状態で出土している。

遺物は，土師器e須恵器e瓦e羽に巨鉄製品e鉄棒が西半部の覆土下層および床面から出土し

ている。
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第281図151号竪穴住居跡・竃実測図
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151号竪穴住居跡出土遺物観察表（第282図）

番号
紫　 檀 恒 離 中　　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1

S 「
休部の一部。外面は平行叩き目調整。内面はナデ調整。 灰 色

細砂 ・長石粒
普通

2 H

棒　　　 Å 13．6 底部は平底で，休部と底部は明瞭な角度で分かれる。休部は内　 黒褐色

B　 3．8 攣気味に，外上方にのび端部を丸 くおさめている。水挽き成形　 細砂 ・長石粒 ・書母
C　 8．3　　　　 と思われ，底部は回転箆削 り調整。内面全体は箆磨 き後黒色処　 普通

i理。

3

ユ不　　 A （15．0） 底部は平底で，休部 と底部はあまい角度で分かれる。休部は，　 浅黄橙色

B　 4 ．2 内攣気味に外上方にのぴ，目線部は外反して端部を丸 くおさめ　 細砂 ・長石粒 0雲母

H　　　　　　　　 C　 7．0 ている。水挽き成形か と思われ，底部は回転箆切 り後右ロクロ　 ・スコリア
使用の回転箆削 り調整。休部下端部は回転箆削 り調整。内面は　 普通
箆磨き後黒色処理。

婆　　 A （13 ．5 ） 底部は平底で，休部は内攣 しつつ立ち上がり了 く」の字状に屈　 橙色

4
H　　 罠 ‖ 曲する日綾部が付 く。［］緑端部は，ほぼ垂直につまみ出して丸　 砂粒・長石粒・石英拉 0

くおさめている。休部内面 と底部内面及び休部外面中位はナデ　 雲母
調整。休部外面中位以下は箆削 り調整。やや摩滅する。　　　　 普通

底部外面に本業痕

婆　　 A （18 ．7）　　 胴の張った休部から了 く」の字状に屈曲する目線部が付き，端 にぷい褐色

5 H
部を外上方につ まみ出す。ロ頸部内 ・外面は横ナデ調整。休部 砂粒・長石粒・雲母・
内 を外面は箆ナデ後ナヂ調整。ロ綾部内面に粘土紐痕 を残す。　 スコリア

普通

－
慈 A （20．0）　　 胴の張った休部か ら 「く」の字状に屈曲する日録部が付 き， ロ にぷい橙色

6
H i F　22．4　　　 線外端面に凹みを持たせて端部は外反する。口頸部内 e 外面は，砂粒・長右粒・雲母

横ナヂ調整。体部内 。外面は，箆ナデ後，ナデ調整。　　　　　 普通

［

7

丸　　　　 瓦 全長 39 ．0
広端は7 ．0 ラ
厚さ　 1．8

番号
種 ‾類 ‾法畳司　 形 態 の 特 徴

備　 考 番号
穫　 頸　 法登録m‾）　 形 態 の 特 徴　　 備　 考

！

言
土　 玉　 径　 2．7　完形品。

i 厚さ 1．9　孔が穿たれた面は平坦でi 孔径 0°5 Vある∂

13 ．5 g

9

刀　 子　 全長（5．2）切先部。
刃幅 0 ．8

柑号竪究住居跡　（第283図）

調査区C3do区を中心には号竪穴住居跡の北，1号連房式竪穴遺構の下位に位置し，1号連房式

竪穴遺構より古い。規模は9　東西5．93m e南北4．9mを測り，主軸方向N…60－Eを指す隅丸長方

形を呈している。

覆土は，ロームブロックを多量に含む褐色土で，人為的に埋められたものとみられる。壁は高

さ20～30cmで，やや傾斜をもって立ち上がる。床面はほぼ平坦である。ピットは10数か所確認さ
r

れたが9　主柱穴はPl～P4とみられる。

竃は，北壁やや西寄りにあったとみられるが，すでに失われ，構造等ほ明らかでない。

遺物は，土師器e須恵器e瓦。羽目。砥石e鉄製品e鉄棒e漆紙が出土している。

なお，東壁寄りに，当住居跡の床面を破壊して144号土壌が存在している。

－382…
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第283図152号竪穴住居跡・144号土墳実測図
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第284図152号竪穴住居跡出土遺物実測図
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152号竪穴住居跡出土遺物観察表（第284図）

盛 1‾”ll、Ir′‾l蒜ll‾‾ll‾、l′、‾l寧Il！！l 法皇（cm） 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 ！ 備　　 考

埠

1　　 S

A （13．6）
B　 4．8
C　 6．8

やや盛り上がった平底の底部で，体部と底部は明瞭な角度で分
かれる。休部は外傾気味に外上方にのび，ロ綾部端部をやや丸
くおさめている。右ロクロ水挽き成形で底部は回転箆切り後無

灰色
砂粒 ・長有粒 ・長石微粒
普通

調整。休部下端部は，手持ち箆削り調整。

！　 棒 Å（12．5） 底部は平底で，休部と底部は，箆削りによって明瞭な色度で分 灰白色
守 B　 4．4

C　 6．7
かれる。休部はやや外反気味に外上方にのびて日経端部を丸くお 砂粒・長石粒0長石微粒多
くお さめ ている。水 挽 き成形で底部は一方 向の静 止箆 削 り調 整。 ・雲母
休部外面は横ナ デ調 整。休 部下端部は亨　手持 ち箆 削 り調 整。 普 通

埠 C　 7．3 底部は平底 で，休部 と底部 は明瞭な角度 で分かれ る。休部 は9 外面… 灰色　 内面一 黒褐色

3 is i 内攣気味に外上方にのぴる。ロタロ水挽き成形で底部は回転箆細砂・長石粒・長石微粒・雲切 り後 多方向の箆ナ デ調 整。休 部下端部は手持 ち箆削 り調整 。 母

l

やや摩滅す る。 なま焼け

休部内面に コゲ付着

打 つ C　6．9
i

！やや盛り上がった平底の底部で上体部と底部は明瞭な角度で暗灰色
細砂・長石粒・長石微粒普通
内面全体に漆付着

分 かれ る。休部はやや 内攣気 味に外上 方にのぴ る。底癖は 回転
箆切 り後，外周部は手持 ち箆 削 り調 整。休部外面は横ナデ調整。

休部 下端部は手持 ち箆削 り調 整。休部下端部は手持

蓋　　　　 斥井部中央にやや扁平なつまみが付く。水挽き成形で天井頂部一望吉監色 、－Ⅰ＿　 仙帖

5 脛 日 は右ロクロ使用の派 別 り調整○つまみは横爛 細砂敵 長石微粒

6 樟 灰白色
細砂・長石粒・圭母
不良

i

7 i待 C「 還孟宗悪警蒜毎U等霊墓㌢上方にのぴる0内面全体は憫

8回
番号 一種 頬 注射 cm） 動 態 の 特 徴　 億 表 ii 号 種 類 法臥 m） 形 態 の 特 徴　 備 考

！釘

i
153号竪穴住居跡（、第285図）

調査区C4d2区を中心に152号竪穴住居跡の東に位置し，1号竪穴住居跡と1号連房式竪穴遺構

の下位に存在する。規模は，東西5．70南北5．1mを測り，主軸方向N－4㌧」酢を指す9　略隅丸方

形を呈している。

覆土は9　ロームブロックを含む褐色土で，人為的に埋められたものとみられる。壁は高さ20cm

で9　ゆるやかに外上方へ立ち上がる。床面はほぼ平坦である。ピットは20数か所確認されたが，

1号竪穴住居跡01号連房式竪穴遺構に伴うものとの区別が困難である。竃は明らかでない。

遺物は，土師器e須恵器も墨書土器も瓦e羽目の鉄製品e鉄棒e漆紙が，覆土中から出土して

いる。漆紙は争　南東コ…ナー付近の覆土中から出土している。

一一…：吊Il1－1
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153号竪穴住居跡出土遺物観察表（第286図）

番号　　 券　　 種　　　 法盈 h m）　　　　　　　　 形 態 お　よ　び 拳 法 の 特 徴　　　　　　　　 備　　　　　 考

棒 C （7 ．3） やや盛 り上がった平底の底部で，休部 と底部は箆削りによって　 灰白色

つ S
鋭い角度で分かれ，休部は内攣気味に外上方にのぴる。水挽き　 細砂も長石微粒 ・雲母
成形で底部は回転箆切 り後無調整。休部下端部は手持ち箆削 り 普通
調整。

杯 C　 6，5 底部は平底で，休部と底部は明瞭な角度で分かれ，休部は内攣・音灰色

2　　 S
気味に外上方にのぴる。右ロクロ水挽き成形でサ　底部は回転糸 細砂 ・長石粒多・長石
切 り後，外周部の一部を静止箆削 り調整。 微粒

普通

高台付埠　 D （6 潮

3　　 S

やや小形と思われる。底部 と休部の境界に明瞭な稜を持ち，体 灰色
部は外傾気味に外上方にのびると思われる。高台は貼 り付けで 細砂・長石粒の鉄分
「ハ」の字状に外下方にのび，端部に面をなす。水挽き成形で　 普通
底部は右ロク可吏用の回転箆削り調整。高台内 e外面は横ナヂ調
整。

蓋　　 A は4．8） 天井頂部に扁平なつまみが付 く。天井部は丸く，ロ綾部と天井 灰白色
B　 3．4 部の境界に稜 をなし，目線端部は下方向に屈曲する。水挽き成形 細砂・長石粒・長石微粒

4　　 S で，天井頂部から天井部中位にかけ右ロタロ使用の回転箆削り 普通

‖ 調整。つまみと天井部中位から目線部内 e 外面及び天井部内面 天井部内面に墨書
ほ横ナチや調整。

5 樟 頸壷i 頚部は上位ほど外反度が大きく，ロ綾部にいたる。目線部は断 暗灰色面三角形状をなし，端部を尖 り気味におさめている。全体に横 細砂 ・長石粒
ナデ調整。 良好

内・外面に黄白色の自然翠

竃 毒 種 ‾顆 法慶 ‾C司　 形 妙 の 特 徴 ！備 考 ！！番可 種 類 ！浅酌 司　 形 態 の 特 徴 ！備 考

章 匪 。ゝ　　　　　　　　不　明i全長甘5）一方の端がL字状に屈曲デ豊 富㌘卵形　　 8　 鉄製品 剛 ・4～0瑠 孟施

釘　 かl全長5．2　完形品。

太さ0．4　頭部は方発
つ
［
i

多。 i

154号竪穴住居跡（第287図）

調査区C姐6区を中心に29号竪穴住居跡の東に位置しゥ1号連房式竪穴遺構の下位に存在する。

規模は，東西5．9mも南北4。8mを測り，主軸方向N－00を指す，隅丸長方形を呈している。

覆土はク　ロームブロックを含む褐色土で9　人為的に埋められたものとみられる。壁は高さ20cm

で9　ゆるやかに立ち上がる。床面は起伏を有している。ピットは10数か所確認されたが，1号連

房式竪穴遺構に伴うものとの区別が困難である。竃は，北壁やや西寄りにあったとみられるがサ

原形を留めていない。

遺物はラ　土師器e須恵器0墨書土器∴善言バ硯㍉羽目e砥石e鉄製品ゆ鉄棒・漆紙が9　覆土中か

ら出土している。漆紙は，南西コーナー部のP9内から出土している。

一一1－386－



第287図154号竪穴住居跡実測図
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匠辺
第289図154号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

154号竪穴住居跡出土遺物観察表（第288・289図）

5CM
：　　　l　　　　】

番号器　　踵法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

1 S

坪 A（14．4）底部は平底で，休部と底部は明確な角度で分かれる。休部は外灰色

B　4．5傾気味に外上方にのぴ，口緑部はやや薄く端部を丸くおさめて細砂・長石粒・長石微粒

C（8．0）いる。水挽き成形で，底部は静止箆削り調整。休部下端郡は手普通
持ち箆削り調整。 底部内面と休部内面に

漆付着

ー388－



番号 i 紫　 檀 ［法畳i‾cm）l
形 態　お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

2 怪 i休部と底部の境界はあまい稜を持つ。高台は貼り付けで「ハ」
の字状に外下方にのぴて端部に面をなす。水挽き成形で底部は

灰色細粒・長石粒・長有微粒普通
底部内面に漆付着底部外面に墨付着

左 ロ ク可 変用の回転箆削 り調 整。高 台内 ・外面は横ナデ調整 。

打 つ 酬 i芸莞法霊掌隻護㌫葦義笠警霊需豊こ芸享詣㌢’る0体
i

灰白色細砂 ・長石 粒・長石微粒 ・
雲 母

不 良

稀　　　 A 14．2 やや盛 り上が った平底 の底部 で，休部 と底部はやや明瞭 な角度 にぷい橙色

B　 4．3
T 」 だ

で分か れる。休部は外傾気味 に外上方 にのびて端部 を丸 くおき 細砂 ・長石粒 ・雲母

め ている。水挽 き成形 で，底部 は回転箆切 F）胤　 静止箆削 り調 普 通

索欠 底部内面に漆付着
”正0

5 回 蓋 i芸笠 3）

l

天井部中央に扁平なつまみが付く。天井部はやや扁平で天井部
と口綾部の境界に稜を持ち，ロ縁部は，やや外下方に屈曲する。

にぷい橙色
細砂・長石微粒・圭母

i水挽き成形でつまみは横ナヂ調整〇他内・外面とも全体に箆磨 普通
天井部外面に墨書き調整で内面は黒色処理。

…－……十…＋
刊 つ 序 井部の一部と思われる。水挽き成形0

1i
［
l

i灰白色

細砂・長石微粒
普通
天井部外面に墨書
ま

7

！】jii
H

l 婆

i」 土

C 16．0

i

［［やや盛り上がった平底の底凱 内凍 軋 横げ 調整。

ii
！】i

白こぶい黄橙色
砂粒・長石粒・石英粒・雲母
普通
底部外面に梯殻状庄痕

番号種特上法畳（cm）i形態の特音壷「義孝蕪 法畳（cm）を　形態の特徴　　備　考
砥　石
サ‾ み一 丁奉 養 諒 蒜 蒜
30．3× 点紋粘 ［！刀　子

11＿

ほ 長（14・8）大形の刀子とみられるi鵠
が，‾両端部欠損。

8

9

ユ4．7 められる。大形。 梅岩 刃幅　 L 2
棋・せ ！602・O g…

刃長　 9．1 ＿ 」 堅

砥　石ぼ 呂㌻4・0

i
l

－ … － 」－
i

…悪譜 霊 漂 甘 苦禁
…に擦痕が多くみられる。つ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［；　　　　　　　 ⊥ …

12

「刀子か
i

i

全長 （8．4）
刃幅 1，1
l刃長 2．2

両端部欠損。 i
i

I
i

10

砥　石
（転用砥〕！

一－ …子
中・×3∴7
2．6

［l

瓦　製

i
i

摘号竪宍住居跡（第290図）

調査区C3i7区を中心に確認され9　北東コーナー部で94号竪穴佳矧臥　東側で100号竪穴住居跡

と予　それぞれ重複している。100号竪穴住屠跡は当跡より新しいが，94号竪穴住居跡との新旧関係

は明らかでない。規模は9　東側が100号竪穴住居跡によって失われているので明らかでないが，残

存部は東西2．66fⅥゆ南北2．82mを測生　主軸方向N…60…Eを指す隅丸長方形を呈していたもの

とみられる。

覆土は，褐色土で自然堆積とみられる。壁は高さ10cmで，ゆるやかに立ち上がる。壁下には，

幅20cme深さ5cmの壁溝が全周する。床面は竃焚口部前面が踏み固められているが，他は比較的

軟弱である。ピットは3か所確認され，Plは深さは26cmを測る。

一389…



竃は，北壁にあり，長さ1・2mを測る0両袖は不明瞭である。焼成部は床面より9cm低く，焼土

の堆積は7cmほどみられた。

遺物は，土師器・須恵器・鉄棒が少量出土している。
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第291図155号竪穴住居跡出土遺物実測図
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155号竪穴住居跡出土遺物観察表（第291区l）

番 号 器　　 種 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

土不 A ll ．5 底 部 は 平 底 で， 休 部 と底 部 は や や 明瞭 な角 度 で分 か れ ， 休 部 は 灰 色
B　 3．9 や や 内 轡 気 味 に 外上 方 に の び ロ縁 端 部 を丸 くお さ め て い る。 右 細 砂 ・長 石 大 粒 ・長 石 微粒

C　 7．0 ロ タ ロ水 挽 き成 形 と思 わ れ ， 底 部 は 回転 度 切 りで無 調 整 。 口縁 良 好
部 内 ・外 面 は ， 横 ナ デ調 整 。 内 面全 体 に 漆付 着

底 部 外 面 に箆 記 号

2 S

高 台 付 i不 D　 9 ．8 貼 り付 け 高 台 は 外 下 方 に の ぴ ，「ハ 」 の 字 を な し， 外 端 部 の稜 は 灰 色
細 砂 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒 ・
雲 母
普 通
高 台端 部 に鉄分及 び漆付 着

不 整 形 。 水 挽 き成 形 で 底 部 は ， 右 ロ タ ロ使 用 の 回転 箆 削 り調 整 。

高 台 内 ・外面 は 横 ナ デ 調 整 。

3 S

蓋 A （15 ．2 ） 天 井 部 中 央 に つ まみ が 付 くが 欠礼 天 井 部 は 丸 味 を帯 び ， ロ緑 ・灰 色

部 は 僅 か に 段 を な し， 下 方 向 に 屈 曲 す る。 水 挽 き 成 形 で 天 井 頂 細 砂 ・長 石 粒 多 ・長 石 微 粒

部 と ロ縁 部 外 面 か ら 天 井部 内 面 に か け 横 ナ デ調 整。 天井 部 外 面 普 通
中位 は 右 ロ タ ロ使 用 の 回転 箆 削 り調 整 。

156－A号竪穴住居跡（第173・292図）

調査区C3jB区を中心に確認され，北西部は100号竪穴住居跡によって失われている。規模は，

東西4・17m・南北4・33mを測り，主軸方向N－40－Eを指す，略隅丸方形を呈している。

覆土は薄いが，ロームブロックを含む褐色土で，人為的堆積とみられる。壁は高さ約5cmで，

ほぼ垂直に立ち上がる0床面は，ロームブロックで比較的軟弱である。ピットは3か所で，北西

コーナーを除く各コーナー部にあり，深さは20cm内外である。

竃は・北壁ほぼ中央部にあり，西半部を100号竪穴住居跡によって失われ，また上部は撹乱を受

け，不明瞭である。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・鉄棒が少量，覆土下層から床面にかけて出土している。

第293図156－A号竪穴住居
跡出土造物実測図

1M

第292図156－A号竪穴住居跡
竃実測図

156－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第293図）

番号 器　　　 種 法量 （cm） 形態お よび手法の特徴 備　　 考

1 S

長頸壷 A （8 ．8） 頸部 は上位 ほ ど外反度が 暗灰色

大 き く， ロ緑部 は下方向 細砂 ・長石粒

に広 がって面 をなす。外 長石微粒 ・鉄
面 は摩滅が進行 。 分 多　 良好

内外面 に暗灰
色の自然粕

2 S

喪 休部の一部。外面 は平行 灰色
叩 き日調整。内面 は，箆 細砂 ・やや精良

削 りとナデ調整。 普通

391－



156－B号竪穴住居跡（、第175図1

調査区の平面形状は撃156…A号竪穴住屠跡と同じで，A号の下位に存在する。従ってA号はB

号の建て替えとみられる。

壁は高さ糾5cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。北東コーナー付近から東壁にかけての壁下には9L

字状に幅15cm e深さ5cmの壁溝が存在している。床面はA号の床より8cm低く9　南壁付近から

北壁方に向けて若干低くなるほかは9　ほぼ平坦である。南壁中央部付近から竃焚口部前面にかけて

の幅右85mは，良く踏み固められている。ピットは5か所確認さ

れ9　P4～P7の深さは約40cmを測る。P　の深さはmcmで　覆土

中から長さ20cmの木炭片が出土している。竃は不明である。

遺物は晋　土師器e須恵器が少量出土している。

1561－－B号竪穴住居跡出土遺物観察表（第294図）

第294図15（主1B号竪穴住居跡

出土遺物実測図

157号竪穴住居跡　し295・29射射

調査区C3h9区を中心に7号竪穴住屠跡の南に位置しラ南東部において158号竪穴住居跡と重複

している。新旧関係は判然としない点もあるが，当跡が古いものとみられる。規模は，東西3．72mo

南北3・Omを測生　主軸方向N…80…Eを指す9　隅丸長方形を呈している。

壌土は9褐色土を主体とし9下層はロームブロックを含み，人為的堆積とみられるが9他は自

SUb主ニケ∴l′′－・LL　孟

2

第295図157号竪穴住居跡竃・矩跡実測図

黒は…一一

⑤

－∴ll二三二I

SいA′つ∴′ノ　　SrjA

1A

1M

然堆積である。北東コー

ナー付近には多量の焼土

が堆積し，焼土層内から

土師器が多数検出されて

いる。この焼土層は，断

面観察の結果，投棄され

たものと考えられる。壁

は高さ約20cmで　ほぼ垂

直に立ち上がる。床面は

ほぼ平坦で，比較的軟弱



である。ピットは，当跡に確実に伴うものは3か所である。Plは北東隅にある土壌状のピット

で，内部から土師器が出土している。中央部やや北寄りの竃焚口部前から，40×30cmの楕円形の炉跡

が確認されている。炉床は，床面を約15cm皿状に掘り凹め，壁面に山砂を敷き，中央部にローム

を突き固め，さらに山砂をもって構築されている。いずれも熱によって赤色焼土化している。な

お，この炉跡は号　当住居廃絶後に築かれたものである。

竃は，北壁やや西側寄りにあ生長さ0．85me幅0．85m。焚口部幅0．49mを測生　壁外へ35cm

掘り込んで構築されている。袖部は山砂で築かれているが，道春状態は良くない。

遺物は，土師器e須恵器e瓦の羽目・砥石・鉄棒が焼土層と，Pl内から出土している。

第296図　157・158号竪穴住居跡実測図

1ll一里1二十・一一
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第297図157号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第298図157号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

157号竪穴住居跡出土遺物観察表（第297－300区D

番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

1不 A （12．5） 底部 は平底 で，休 部 と底部は明瞭 な角度 で分かれ る。休部は 外 褐灰 色

B　 4 ．0 傾気味 に外上方 にのぴ， 口緑部 を丸 くおさめている。水挽 き成 細砂 ・長石粒 ・雲母

C　 6 ．1 形 と思 われ，底部 は静止箆削 り調整。 口練部 内 ・外面は，横ナ 普通
デ調整。休部下端部 は手持 ち箆削 り調整 。

2 S

土不 C　 6 ．3 底部は平底 で，休部 と底部はやや明瞭 な角度 で分 かれる。水挽 外面一灰黄褐色

き成形で底部は回転度切 り後，静止箆 削 り調整 。休部下端部 は 内面一橙 色

手持 ち箆 削 り調整。 細砂 ・長石粒 ・雲母
普通

3 S

褒 A （27．7） 胴 の張 らない休部か ら，「く」 の字状に軽 く屈曲す る口綾部が 付 外面一橙色
く。口線内 ・外端部 に浅 い溝を廻 らす。 口綾部外面に 叩き 日を 内面一灰黄褐色
残 しつつ， ロ緑部内 ・外面は梼 ナデ調 整。休部外面は平行 叩き 砂粒 ・長石 粒 多・雲母 多

目調整 。休 部内面に粘土紐痕 を残す 。全体 に摩滅が進行。 なま焼け

4 S

袈 A （34 ．9） 胴の張 らない休部 か ら，「く」の字状 に強 く屈曲す るロ緑部が付 暗灰 色
き，外端部 に面をな し，端部は鋭 く内傾す る。 ロ綾部外面に， 細 砂・長石粒 ・長石微粒 ・

叩 き目を残 しつつ， 口頸部内 ・外面は，梼 ナデ調整。休部外面 雲母

は平行 叩き 日調整 。休 部内面は箆ナデ 後， ナデ調整。やや 摩 滅 不良
す る。

5 S

無 あ まり胴の張 らない休 部か ら， ロ綾部はか る く外反 し，端 部 を 暗赤褐 色

丸 くお さめ ている。休部 外面は，平行 叩き日調 整。休部 内面は，細砂 ・長石粒

ナデ調整か。摩滅が進行 。 な ま焼け

395－
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第299図157号竪穴住居跡出土遺物実測図（3）
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番号　　 紫　　 檀　　 法蟄k m）　　　　　　　 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴　　　　　　　　　 備　　　　　 考

無　　　　　　　 体部の一部。外面は平行叩き目調整と思われる。内面は，硯と

6　 S （転用硯）　　　 しての使用痕か0

灰色
細砂 ・長石粒 ・長有微
粒 ・鉄分
普通
内郵こ墨付着

i！　 棒　 A C私 2） 底部は平底で，休部と底部は明瞭な角度で分かれる。休部は内
にぷい橙色

7　 H　　　 ㌫ 果 慌 ㌫ 霊 震 譜 ク讐漂鳥浩志志孟宗詣 孟：票慧豊漂警

！　　　　　　 横ナデ調整。内面全体は，箆磨き後黒色処理0

細砂・長有畑・長石微粒・
雲母
普通

高台付皿　 A 14．3　 休部は，やや内轡気味に外上方に大きく開き，口綾部は水平に　 にぷい赤褐色

8　 H　　　 呂 宕：3　 2 ㌢欝撃豊 孟宗芸㌢孟完霊遠雷享：ま慧譜 芸嵩 詣 完詔 豊 壌 石粉 雲母

転箆削り調整。他全体に，横ナヂ調整。

婆　　 A （21．3） やや小形の平底で，休部は内攣しつつ立ち上がり了く」の字状 にぷい橙色
砂粒 ・長石粒・圭母・
スコリア
普通
底部外面に木葉痕

9　H　　　 33㌢2　諸悪孟綴慧警ア竃享を品笠㌢漂霊；完？芸慧欝霊享事孟壷。
F　23．7 休部内面に粘土紐痕を残す。　　　　　　　　 i

譲　　 A （21．5） 丸く胴の張った休部から，やや 「く」の字状に屈曲する日綾部 にぷい橙色
用　 H　　　　　 豊 誌 讐 請 甥 豊詣 言霊 ‡諸 賢 臓 湖 面は 横 砂粒・長石粒 ・享母

普通
休部外面に煤付着

婆　　 Å（16．4） 丸く胴の張った体癖から了く」の字状に屈曲するロ綾部が付き，にぷい橙色

11　 H F 18．9 端部を外上方につまみ出す。日頸部内 0外面は横ナデ調整。体 ′砂寒立・長石粒 e石英・雲母
部内面は，箆ナデ後，ナデ調整。休部外面下位は箆削り調教∴ 普通
頚部内面に粘土紐痕を残す。全体にやや薄手作り。

婆 A （20．0） 胴の張った休部から，頸部外面をやや凹ませ了く」の字状に屈　 橙色
ユ2 H　 i

i

曲するロ縁部が付き，端部をほぼ垂直につまみ出す。自頸部内0 砂粒e長石粒の雲母
外面は横ナデ調整。体部内・外面は箆ナデ後ナデ調整。　　　　 普通

蜜　　 A （24．7） 大きく胴の張った休部から，「く」の字状に強く屈曲する目線部　 褐灰色

13 i” ！
が付き，日線外端部を凹ませる。日頸部内も外面は横ナデ調整。細砂 ・長石粒・雲母 ・石

英 ・スコリア
普通

休部外面は叩き自調整。休部内面は，ナデ調整。須恵器の塗を
模倣したものと思われる。

番号 種　 類 巨 噺 壷 「 削 腑 軒 数　 極 遠 番号 種 類　 法畳拉m〉　 形態 の 特 徴　 備 嘉

14 羽口齢 ）蓋蓋；刃完妄語霊撃掌窯警軍18恒用親 書×4°3惹 き津 製

］

声 翻紺 ×8．雷 撃 瓦製
19

16 ‾覧用謡い‥呂×5‘黒 瀬 軍瓦製
20
i

石目0×3・鵠篭雲語法豊 。瓦製雪豊用㌣ つ ㈱ ㈹ 「

17軽 牛 5°7 憂警墾 讐瓦製

i i　　　　　　　 ［

21i 釘

臓聾竪究住居跡（第29603010302図）

調査区C3i9区を中心に確認され，北西部で157号竪穴住居跡と重複し，当跡が新しい。規模は9

東西3．92m・南北3．92mを測りサ　主軸方向N…10－Wを指し隅丸方形を呈している。

覆土は，褐色土を主体とするが，中e下層にはロームブロック0焼土を含み，人為的な堆積と

－1－ムー3981・1一一一



みられる。ほぼ中央部に，この中e下層を約5cm掘㌢）凹め，人頭大のものと，それよを）やや大形

の割石を5個用いた石組がみられる。この石組は，当住居廃絶徽　5－10cmほど埋め戻した後に，

設けられたものである。周辺には，焼土e山砂がブロック状に認められる。壁は高さ約25cmで，

ほぼ垂直に立ち上がる。東壁部と南壁西半部下には，幅20cm e深さ10cmの壁溝がL字状に回って

いる。床面は起伏を有し，軟弱である。床面構築にあたっては，住居規模より一回り小さい3・45

×3．1mの方形で，床面より10－20cm下まで掘り下げ，ロームブロックを充填して床面としている。

ピットは19か所確認され，各コーナー部に存在するピットが主柱穴とみられるが，いずれのコー

ナー部においても，3～4本のピットが重複している。各々のピットの新旧関係は明確にできな

かったが，壁寄りのピットが新しいと考えられる。おそらく，数度の建て替えが行われたものと

みられる。

竃は，北壁中央部やや東寄りに位置するが，西半部を157号竪穴住居跡によって失っている。袖

部は山砂によって築かれているが，遺存状態は良くない。壁外へは掘り込まれていない。焼成部

に，土師器婆胴上半部が倒立した状態で出土している。

遺物は，土師器e須恵器。瓦・砥石・鉄製品・鉄棒・漆紙が出土している。漆紙は，中央部付

近の覆土上e中層から出土している。その他　土師器婆が竃西側の床面付近から，押しつぶされ

た状態で出土している。

第凱細図158号竪穴住居掘方実測図
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第302図158号竪穴住居跡竃・石姐実測図

158号竪穴住居跡出土遺物観察表（第303図）

♂ラ

平生23．8m　　　　　壁ぜ

番号 券　　 種 法量（cm） 　 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

土不 A （12．7） 底部は平底で，休部と底部はやや明瞭な角度で分かれる。休部 灰色

B　 4．4 は外傾気味に外上方にのぴて，ロ綾部をやや尖り気味におさえ 細砂 ・長石粒 ・長石

C　 7．1 ている。水挽き成形で底部は回転箆切 り後，箆ナデ調整。休部 微粒 ・石英

下端部は手持ち箆削 り調整。 普通

2 S

I不 C　 8．9 底部は平底で，休部 と底部は明瞭を角度で分かれる。休部は内 灰色

攣気味に外上方にのびる。水挽き成形で底部外周部は静止箆ナ 細砂 ・長石粒多 ・長

デ調整。休部下端部は手持ち箆削り調整。休部内面は横ナデ調 石微粒多

整。 普通

3 S

蓋 A （12・4）

B　 2．6

天井部中央に扁平なつまみが付 く。やや小形の蓋。天井頂部は 灰色

凹み，天井部中位から反り気味に下降し，天井部と口綾部の境 細砂 ・長石大粒 ・長

界に明瞭な稜 をもつ。ロ綾部は僅かに段 をなし，下方向に短 く 石微粒

屈曲する。水挽き成形で天井部中位は右ロタロ使用の回転箆削 普通

り。

4 S

蓋 A （13．8） 天井部中央につまみが付 くが欠損。天井部は丸く，天井部 とロ 灰色

綾部の境界に，やや明瞭な稜を持つ。ロ綾部は，やや反 り気味 細砂 ・長石粒 ・長石

に外下方に屈曲する。水挽き成形 と思われ天井部中位は，右ロ 微粒 ・鉄分

タロ使用の回転箆削り調整。ロ縁部内 ・外面は横ナデ調整。 普通

5 S

要 屑が強く張る休部の一部。外面は平行叩き目調整。内面は横ナ 緑灰色

デ とナデ調整。内面に粘土紐痕を残す。 細砂

良好

一400一
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第303図158号竪穴住居跡出土遣物実測図

番号 券　 種 法量 （cm） 形　 態　 お　 よ　 び　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

6 H

窺 A （14 ．0 ） 丸 く胴の 張った休部 か ら 「く」の字状に屈 曲す る口緑部 が付 き， にぷ い赤褐色
F 15 ．6 端 部 を外上方につ まみ出す。 ロ頸部内 ・外面は，横ナ デ調 整。体 砂粒 ・長石粒 ・石英拉 ・雲 母

部 内 ・外面は箆ナ デ調 整か。休部外面下位は箆削 り調整 。全体 に 普通
薄 手作 り 外面全体に煤付着

7
H

褒 A （16 ．1）

F 16 ．6

鮎 習完髭 措 努 ㌍ ・よ鈷 捨 瑚 紺 偏 脛 僻 も にぷい褐色
砂粒 ・長石 粒 ・雲母
普通

舞翫曹 綿 貼 謂 空論欝 蔑雫！ま縦 位の箆 ナデ調整。 ロ綾部

8 H

要 A （2 2．2） 胴 の張った休部か ら，丸 く屈 曲するロ綾部 が付 き，端部は外上方 橙色
につ まみ出す。 ロ頸部内 ・外面は，横ナデ調整 。体部 内 ・外面は 砂粒 ・長石粒 多 ・雲母
ナデ調整。摩滅 が進行 。 普通

9 H

應 C ll．1 平底の底 部で， 休部は内攣気味 に外上方 にのぴる。休 部内面は箆 橙色
ナデ後 ナデ調整。休部外面は箆ナ デ調整。底部 内面はナデ調整。 砂粒 ・長石粒 多・雲母 ・礫

普通

底部外面に木葉痕

一401－



番号　種　類　法登録m　　　 形態 の 特徴 備　考　番号　種　類　法量（cm） 形 態の 特徴　　　 備　考

砥　石　 3．7×3．2　三角形を里し，全面に健

10　　　　 3・2　　 用痕が認められる0

砂岩 】　 棒　 状 全長梱

38・2g 13　鉄製品 太さ0・4

一方の先端部は尖るが，

一方の先端部欠抜。

11 小 当＋ ’ 「霊 霊 鳥 鵠 紺 苧

12は両端部欠損。
12

159号竪穴住居跡（第304・305図）

調査区C3io区を中心に158号竪穴住居跡の南東方にありタ　北東コーナー部で160号竪穴住居跡

と重複している。新旧関係は，当跡が新しい。規模は，東西5・1m o南北4・27mを測り学童軸方

向N…30…Wを指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土の自然堆積である。壁は高さ舶cmで普　ほぼ垂直に立ち上がる。酋半部の壁直

下には，幅12cme深さユOcmの壁溝がコの字形に回る。床面はほぼ平坦で9　やや軟弱である。床面

構築にあたっては，住居跡の平面形状と同じように予床面下25～30cmまで掘り下げ轡．ロ㌦～ムブロ

ックを含む褐色土を充填し9　床面としている。ピットは後か所確認されラ　P2～P4ほ深さ30cm

第304図159号竪穴住居跡竃実測図

一1－一事）？一一一▼1－1

内外を測る。

竃は，北壁中央部にあり，長さ1．2日一

幅上05m e焚口部幅0．5mを測りラ　壁

外へ68cm掘り込んで，構築されている。

焼成部は，床面とほぼ同じレベルで焼土

の堆積が少ない。焼成部奥壁寄りに土

師器序・粟・礫などが散在し，本来支

脚などに使用されていたものとみられ

る。

遺物は，土師器も須恵器e墨書土器の

五言羽I＿＿ト砥石・鉄製品・鉄津が，束

半部覆土および床面から出土している。



第305図159・160号竪穴住屠跡実測図

ー403－
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第3の6璃159号竪穴住居跡出土遺物実測図

159号竪穴住属一跡出土遺物観察表（第306図）

＿義一‾　三一

‾‾＿‾l‾潮L

∈芝辺

5CM

ヒここ∃」二＝∃

番号！洋　 種ふん．干 遠 G中　　　 形態および手法の特徴
備　　　　　 考

lis「 1；；； 灰色
細砂・長石粒・長石微
粒多良好．

2is「 1；；； 底部は平底で休部と底部は，やや明瞭な角度で分かれる。体部オリーブ灰色ほ，やや内攣気味に外上方にのぴ，ロ緑端部は肥厚して丸くお 細砂・長石粒・長石徹
さめているJ右ロクロ水挽き成形で底部は回転箆切り後，軽い粒
ナデ調整。内面全体と日経部外面及び休部下端部は，横ナヂ調整。普通

」 S 「 不 i臼綾部から働 部0
褐灰色
細砂・長石微粒・雲母多
なま焼け
休部外面に墨書

蓋 天井部の一部か。 灰白色
細砂・長石微粒・雲母
普通
外面に墨書

4　　5

i
埠　　 A（14．3）　　 底部は平底で，休部と底部は，やや明瞭な角度で分かれる。体 にぷい黄橙色

5　 H　　　 誓宕：雲　 霊法冨芸苧禁 禁禁 書ア笈完筈遠景讐慧法；ま貰芸完芸鵠 孟 砂粒・長石粒・雲母
普通

調整。底部内面はナデ調整。休部下端部は手持ち箆削り調整。

塗　　 Å（19．8ラ 丸く張った休部から了く」の字状に屈曲する日綾部が付き，端 橙色

6 ！、H 一一　　　 F 2ユ・5 部を外上方につまみ出す。口頸部内・外面は，横ナデ調整。体 砂粒・長石粒・雲母

部内面は箆ナデ調整。休部外面はナデ調整。頸部内面に粘土紐 普通
痕を残す。やや摩滅する。

番号　種　韓　法登録の　　　 形態の特徴　　　 備　考 番号 種　類 法盈（cm）i 形態め特徴　 極 寒

芋 梓 2・空 に使用痕が認められ．警覧

［

9

リング
i

l
i

8

＿－．i

－404－



160号竪穴住居跡（第305・307図、）

調査区C4ji区を中心に確認され，西壁部を

159号竪穴住居跡によって失っている。規模は，

東西3．35mの南北2．65mを測生　主軸方向N

－30－Wを指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とし，ロームブロ

ックを含む層もあり，人為的堆積とみられる。

壁は高さ15eInと低いが，ほぼ垂直に立ち上が

る。床面は若干起伏を有し，竃焚口部前面が

比較的踏み固められている。ピットは東側の

各コーナー部に1か所ずつ確認され，柱穴は

本来4本であったものとみられる。深さは，

Plが30cm，P2が12cmを測る。

竃は，北壁やや西側寄りにあl‾），長さ1．6m・

幅0．84m。焚口部幅3．9mで9　壁外へLnm

掘り込んで9構築されている。袖部は山砂で

墾攣

、・∴
噌l

墾嬰醜◎翻　　針

2d

川d O

払　　　墜墜’

㊦

第307図1（狛号竪穴住居跡竃実測図

築かれているが9　現状は低いものである。焼

成部は床面より10cm低く，ゆるやかに煙道部へ続く言煙道部は幅20川1の溝状を呈L，（＿1．山11程続い

ている。焼成部からは，土師器婆片および平瓦片が出土している。

遺物は，土師器・須恵器・瓦・羽目・砥石・鉄棒がほぼ全域にわたって床面什近から出上して

いる。砥石は24点と多く，瓦砥・須恵砥もみられる。

160号竪穴住居跡出土遺物観察表（第308。309図）

盲高下 壷　 橙 「 螺 cm） 形態 お　よ　び手法の特徴　　　　　　 ）備　　　　　 考

目　 蓋　 A 16・7

1 is

天井部中央につまみが付くが欠損。天井部は丸く天井部と目線！灰黄色
悪等慧賢覧舎芳ご慧孟警憲転冒讐 笠孟雷雲誓撃讐志遠芸霊 憎悪霊 ま長石

馴 り調整o　　　　　　　　　　 i良好

i
l

Ei

上 中 C 8・4

2 ”i

‡翠完讐賀畠壷讐需豊蒜議綜㌶譜霊鳥漂協㌫禁断㍑
多量の箆傷を見る0　　　　　 巌 霊

［l
丸　　　　 瓦　 全長 （1？．2） 去緑付丸瓦。 凸面 は箆 削 り後ナデ調整。凹面 は布 目を残す。側　 灰色

狭端 摘 ．4 ）

3　　　　　　　　　 厚 さ　 1．6

面は箆削 りで下端部 の調整は不良。端面は，箆 削 り調 整。　 憮 砂 0長石粒 多 ウ長

！雷篭 雲母

I

一一一一405－－1
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ヒ聖：∃　q邑久
第308図160号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）

番号 種　 類
法量 （cm）I 形 態 の 特 徴

備　 考 番号 種　 類 法 皇（cm ） 形 態 の 特 徴 備　 考

4

砥　 石 12．6×8．6 長 方形 を呈 し， 片面 と一 鉄分付

8

砥　 石　 2 ．3 ×2．1 方形 を呈 し，全面 に使用 凝灰岩
5 ．0 側 面に使用痕か 認め られ

る。

欠損 部分あ り。

着

硬砂 岩

8 39 g

1 ．7 痕 が認め られ る。小形。

5

砥　 石 4 ．8 ×3 ．8 二側面の みに， 使用痕か 砂　 岩

9

砥　 石 5 ．5 ×3．4 瓦面 を除 く側面 に使用痕 瓦製
3 ．0 認め られ る。 6 1．3 g （転用砥） 2 ．9 が認め られ る。

6

砥　 石 5 ．5×4 ．6 二側面 を除いて使用痕が 砂　 岩

10

砥　 石 6 ．3×4 ．4 l台形 を呈す　 二側 面のみ 須恵器
3 ．5 認め られ る。 104 ．2 g （転用砥） 1．4 に使用痕が 認め られ る。 片利用

7

砥　 石 6．6× 3．4

4．0

長方 形 を呈 し，二側 面を

除 いて使 用痕が認め られ

る。

流紋 岩

17 0 g

－406－
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第309図160号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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帽睦欄牒瀾購瀾瀾瀾‖第310。3n図）

調査区D4a2区を中心に71号竪穴住居跡の南に位置し言ヒ酋コーナー部で72－A号竪穴住居跡，南

西コーサー付近でユ62号竪穴住居跡とそれぞれ重複している。72－A号穴住居跡との新旧関係は明ら

かでないが言62号竪穴住居跡は当跡よ㌢「古い。規模は9東西5・2m。南北4・5mを測り9主軸方向

N－60…Eを指す隅丸長方形を呈している。

覆土はラ上部に現在の家屋が存在していたため撹乱が著しいが9暗褐色土の自然堆積とみられ

る。壁は高さ30cmを測り9傾斜をもって外上方へ立ち上がる0床面は9貼床で軟弱である。貼床

は学下位にある16上B号竪穴住居跡の床面上にローム粒子を含む褐色土を充填している。ピットは9

蟻…B号竪穴住居跡に伴うものとの区別が明確でないが，Pl eP3。P7。P12が本跡に伴う

柱穴とみられる。

竃は9北壁中央部にあり学長さie58mの幅圭2m。焚口部幅0・62mを測り9壁外へ46cm掘り込

んで、9構築されている。袖部は下部にロームブロック，上部に山砂をもって築かれている。焼成部

は床面よ机5cm低ら　ゆるやかに煙道部へ続く。

遺物は撃土師器録須恵器の墨書土器？灰粕陶器の瓦・噂の羽目。砥石e鉄棒が9北半部覆土下

層付近から出土している。

第3臓望］胤＋A号竪穴住居跡竃実測図
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室堅：劉凱◎悶

第311図16仁一A・162号竪穴仕官跡実測図
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第312図161－A号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第313図161－A号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

161－A号竪穴住居跡出土遣物観察表（第312・313図）

番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

ナ不 A （13 ．7） 底 部 は平底 で．底部 と休 部は，明瞭 な角度 で分 かれる。休部は，黄灰色

B　 4 ．5 や や 外 反気味に外上 方にのぴて端部 を丸 くおさめ ている。水挽 紳砂 ・長石拉多 ・長石微粒

C　 6 ．4 き成 形 で，底部は ほぼ一 方向の静止箆 削 り調 整。休部 内面 と， 普通

口繰 部内 ・外面は構 ナデ調 整。 休 部外面に墨書

2 S

土不 A （12 ．2） 底 部 は平底で，底部 と休部 は， 明瞭な角度 で分かれ る。休部 は 灰 白色

B　 4 ．4 外 傾 気 味に外上方にのぴ て端部 を丸 くお さめてい る。水挽 き成 細砂・長石粒・長石微粒・雲母多

C　 6 ．2 形 で底 部 は， 一方向の静止箆 削 り調整。 ロ縁部内 ・外面 は，横 普 通
ナ デ調 整。休 部下端部は，手持 ち箆 削 り調整。 底部 外面に墨書

3 S

吏不 A （1 3 ．9） や や 盛 り上が った平底の底部 で，休部 と底 部はやや あ まい角度 灰 白色 細砂 ・長石粒 ・長

B　 5，0 で 分 か れる。休部 は内野気味に 外上方 にのぴ，ロ縁端 部 を丸 く 石微粒 ・礫　 不良

C　 7．6 お さめ ている。右 ロ タロ水挽 き成形 で，底部 は回転箆切 りで無 底部 外面に箆 記号 ，一部

調整。休部下端部 は， 手持 ち箆削 り調整。やや 摩滅 す る。 ナデ消す。

休部 内面に漆付着。

4 S

坪 C　 7 ．5 平 底 の 底部で，休部 は外上方 にのび る。右 ロ タロ水挽 き成形で． 灰色

底部 は回転箆切 りで調整 。 細砂 ・長石粒 ・長石微粒

普 通　 底部外面に箆記号
底 部内面に漆付着

つ S
高 台イす埠 D （8．9） 貼 り付 け高台は外下方にのび 「ハ 」の字状 をなす。水挽 き成形 青灰 色

で底部 は回転糸切 り。高台内 ・外面は， 横ナデ調整。 細砂 ・長石粒 ・長石微拉
普 通　 S I168 と接 合 ．

－411一



番号　 癖　 穫 i浅酌 中　　　 形態および芋法の特徴
備　　　　　 考

6 S i高「 幡 け高台舶 タロ水挽き成形で底部は醜 錮 り
灰色
細砂・長石粒・長石微粒
普通
底部外面に箆記号

蓋　　 A は・扇　天井部中央に宝珠形のつまみが付く。天井部は丸くなだらかに 灰色
7　 S　　 B 3．6 諾 芸孟冨こ謡 響き完禁警禁 票豊 禁 警 議 貰遠 警 豊 載石粒載石微粒

天井頂部は，回転箆切り後軽い横ナデ調整。
‖ 台付盤i　 悪霊㌫諸 姦警われる。永挽き成形で底部は右ロクロ使用の回

オリーブ黒色
細砂・長石粒・長石微粒・
雲母
不良
底部外面に線刻

8 Sl i i

棒　　 C　7・2　平底の底部で，休部と底部は9　明瞭な角度で分かれ，休部は外 にぷい橙色
9 H i i i票警霊忘霊志音義簑㌘孟謂 孟㌍ 請 謁 濃 多方 細砂・雲母・長石粒

普通

摘打 盟 董姦芸孟董差芋纏 ．欝を懇 整。橙色砂粒・長石粒・雲母普通
婆　　 A 昔 の　 丸　 張 った休部か ら 「く」の字状に屈曲す る日綾部が付 き，端 明赤褐色

部 を僅かに外上方 につ まみ出す。 ロ頸部内 ・外面は，横ナ デ調 砂粒 ・長石粒 ・雲母
11　 H　　　　　 O　　　　　　 整J 体 部内 ・外面 はナヂ調 整㍉ 普 通

温 ！
番考 i種 類 洩慶料 丁 形 態の 特徴 ！備 考 二靖　 に　 碩　法工（cm） 形 態 の特 徴 備　考
詳 当 ？占0×6．2

一側面のみに使用痕が認　 噂　製
められる。

詳 珪 石 雲‥誓×3・3 索 蒜 認めらi慧・8㌘
砥　着・！5．3×3．6

ユ6
二側面に使用痕が認めら
れる。

瓦　製

摘1－B号竪穴住居跡（第315図：）

蟻…Å号竪穴住居跡の下位にあり，A号より一回り小さら．2×4．2mの方形を呈している。

覆土は，A号の床面を形成している褐色土で，当跡から

Å号への建て替えとみられる。

壁は言高さ10cmまで確認されたが，本来の壁高は40cmほ

どであったと思われる。床面は貼床で9　軟弱である。床面

構築にあたっては，南壁寄りに深さ40cnl，その他は深さ60

cmの掘方の上に9　t㌻…ムブロックを多義に含む褐色土を

約20cm充填しラ　床面としている。ピットは警　A号に伴う

－412－

第314図161－－B号竪穴住屠跡
出土遺物実測図



かどうか判断できないものもあるが，中央部東西に位置するP9　eP2と各隅に位置するP4。

PlO ePllきP13が主柱穴とみられる。P4　ePlO。Pll◎P13は深さ30～舶cmを測り，外下方へ

向けて穿たれている。竃は不明である。

遣物は9土師器e須恵器e瓦が少量北壁寄りの床面から出土している。

墜整「熟凱◎翻

第3順当：路上牒号竪穴住居跡実測図

蟻…B号竪穴住居跡出土遺物観察表（第314図）

番号 i‾‾‾‾‾‾韓　 種　 法軌 m）
瀾 態 およ び手法 の 特徴　　　　　　　 備　　　　 考

i 高台付堵 A （1時

1 S　 i 鵠 ：ヨ

i
i　　　　　　　 i

底部と休部の境界に明瞭な稜を持つ。休部は外反気味に外上方　緑灰色
にのぴ，日綾部は強く外反し，端部はやや尖る。高台は貼り付　 細砂 0長石粒・長石微粒
けで下方向にのび，，端部に面をなす。水挽き成形で，底部は右　 多
ロクロ使用の回転箆削り調撃0 他全体に横ナデ調整0　　　 棒 好

ー413－



162号竪穴住居跡（第311図）

調査区D4bl区を中心に確認され，北壁部は161－A号竪穴住居跡によって失われている。規模は，

東西3．3m・南北2．97mを測り，主軸方向N－60－Eを指す隅丸方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とする自然堆積とみられる。壁は高さ10～20cmを測り，ほぼ垂直に立

ち上がる。床面は，やや起伏を有し軟弱である。ピット・竃は確認されなかった。

遺物は，土師器・須恵器・羽口・砥石・鉄製品・鉄棒が，床面付近から出土している。

ユ
二喝。一喝二鴎．
ニ

第316図162号竪穴住居跡出土遺物実測図

162号竪穴住居出土遣物観察表（第316区D

5cll

；　　＿」　　　」

番号器　　種法量（cm）形感およ　び手法の特徴備　　　　　考

1S

l

1不A　14．3底部は平底で．休部と底部は明瞭な角度で分かれる。休部は明オリーブ灰色

B　　4．6外傾気味に外上方にのび，ロ縁端部をやや丸くおさめている。細砂・長石大粒・長

D　　9．0右ロタロ水挽き成形で，底部は回転箆切り後多方向の静止箆削石微粒・雲母
r）調整。休部下端部は手持ち箆削り調整。 不良

底部内面に漆付着
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番号 庚 中 去量（cm）！ 形 態 の 特 徴 ！備 考－I番号 撃 中 凱 m）！ 形 態 の 表 徴 ま 考

I
砥　 石 ン6．4×4．6　三角形を里し，二側面に 砂　 岩

6
2　　　　 2・5　　 使用痕が認められる0

i

119 g

！磁 石　 2．2×2．2 方形を里し，片面を除い
凝灰岩

7

砥　 石　 4．6×2．5　一側面のみに使用痕が認　 瓦　 製

3 日 1・7 ‡笠誓 が認められる0 10 g （転用砥）1．4　　　 められる。　　　　　　　 j

！

砥　石　2．3×2．0　台形を呈し，全面に使用
4i l・6　痕が認められる0小形0

熔　岩7　g
i
8i
聖 ；碑 轡

i　　　 ［

砂　岩
51g

柑号堅実住居跡（第3170318e319図）

調査区D4b3区を中心に161－A号竪穴住居跡の東に位置し，北東コーナー部を164号竪穴住居

跡によって失われている。規模は，東西5．2m。南北4．04mを測生　主軸方向N－20…Wを指す

隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土を主体とし，下層にロームブロックを含むが，自然堆積とみられる。壁は高

さ23cmを測り9　わずかに傾斜をもって外上方へ立ち上がる。南壁中央部を除く壁直下には，幅15

cme深さ5cmの壁溝が回っている。床面は部分貼床で，ほぼ平坦である。床面構築にあたっては，

東e西壁に沿った部分と，竃下および南壁寄りの4か所に土墳状の掘り込みを行い，ロームブロ

ックを充填して床面としている。ピットは14か所確認され，P2eP5eP7eP11が主柱穴とみられ

蓋；　　　　　　蓋；

SP8

－－－2鳴。9m

第割ぼ珂163号竪穴住居跡竃実測図

l一一一415－－－・

る。P2eP5eP7ePllは深さ40～60cm

で，各々2～3本のピットが重複し9

建て替えが行われたものと考えられる。

竃は，北壁中央部にあiら　長さ工05

me袖幅工25m o焚口部幅0．5mを測る。

壁外へ46cm掘り込んで構築されている。

袖部は山砂で築かれている。焼成部は

床面より13cm低く，ゆるやかに煙道部

へ続く。

遺物は，土師器の須恵器e墨書土器も

瓦・羽目・砥石・鉄製品・鉄津・漆祇・

漆しぼり料が出土している。漆紙は，

竃西側の覆土下層から出土している。



第318図163・164号竪穴住居跡実測図

一一416－



甲苧　　24．0m

第馴　図163号竪穴住居掘方実測図

163号竪穴住居跡出土遺物観察表（第320図）

0

』二二二二コ二二二二プ

番号i 洋　種　法凱m）　　　 形態および手法の特徴　　　　 備　　 考

坪　　A（13・1）底部は平底で，休部と底部の境界は，明瞭な角度で分かれる。灰色
l S　　 2品＝禁賢芸完雷雲票等忘荒淫孟宗完芸吉完讐票雷語‡掌孟宗芸。豊富茂石粒多

高台付埠　A（13・8）底部と休部の境界に明瞭な稜を持つ。休部は外傾気味に外上方　灰色

2 iS　 鵠 蔓蓋墓妄碧誓蓬蓋芸嘉蓋羞嘉喜忘憂至芸蓋芸蓋を貰曇盃烹嘉睾冤監 慧 芸石微粒

蓋　　 A（18・0）天井部中央に，扁平なボタン状のつまみが付く．。天井部はやや　 灰色

3　 S　　 B 4°1 君島富鵠 措 去這譜 雷漂 莞蒜等雷！こ芸蒜謂 譜 豊 蘭 粒蘭 微粒
天井部中位は，右ロクロ使用の回転箆削り調整後横ナヂ調整。 天井部内部に黄白色の自

然粕。逆さ重ね焼き

蓋　　A15・1 天井部中央に，扁平な宝珠形のつまみが付く。天井頂部はやや　灰色
つS　 B 4‘0 蛋蓋喜嘉芸軍嘉三笠芸至芸若菜蓋置畢 禁忌義認霊芝警去慧 多

蓋　　　　　　 天井部中央に扁平な宝珠形のつまみが付く。水挽き成形で天井　暗晴灰色

5　 S　　　　　　　　 頂部は右ロクロ使用の回転箆削り調整0 つまみは横ナデ調整。 細砂載石粒・長石微粒
鉄分
良好

I
6 S　蓋　　 蓋蓋芋蔓喜≡惹嘉喜華嘉蓋墾譜鵠鵠膵・長石粒・長石微粉雲普通

－417－一



l

一一一二二二二二三

那20図163号竪穴住居跡出土遺物実測区巨二二一」聖H　二∃

番号 器　　 種 法量（cm） 形 態 お よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

7 S

蓋 天井部の一部。 灰白色

細砂 ・長石粒

普通

天井部内面に墨書

8 S

l㍊ 漂

転用砥）

D 13 ．8 貼り付け高台は，外下方にのび 「ハ」の字状をなす。水挽き成 青灰色

形で，底部は右ロタロ使用の回転箆削 り調整。高台内 ・外面は 細砂・長石粒・長石微

粒

普通
底部内外面に墨付着

横ナデ調整。底部は側面三か所に砥石 としての使用痕。

一418－



響 子 器　 重畳 「 表 示 形 態 お よび手 法 の特 徴　　　 ！ 備　　　 考

9 日 婆 i　 賃慧完詰 豊ヾ票！ま平行叩き目調整0 内面には同心円文が残るol菱曇爛

i

10

慈 A （20．5） 胴の張った休部から丸く屈曲する日綾部が付き，端部は外上方　橙色

H につまみ出す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒・長石
普通

番号 種 類 i 法酎 cm）！ 形態 の特 徴　 備 考 番号　種　 類　法量（cm） 形態 の 特徴　　　 備　考
11 砥 石匪 3 菜窯革監 使用痕が鹿 g

不　 明
13　 鉄製品
i
15

15は全長（9．9cm）太さ0．7
cmで鉄とみられる。

金族　 全長（3．0）　茎部か。
茎径0．55～　両端部欠損。

12　　　　　 0・4

164号竪穴住居跡（第318・321図）

調査区D4a4区を中心に確認され，南西コーナー部で163号竪穴住居跡と重複している。新旧関係

は，当跡が新Lい。規模は∴東西4．3nl・南北4．Onlを測t），主軸方向N－270－Eを指す隅丸方形

を呈している。

第3別図164号竪穴住居跡竃実測図

－419－

1M

覆土は，褐色・暗褐色

土の自然堆積である。壁

は高さ55cmで，75度内外

の傾斜をもって立ち上が

る。床面はほぼ平坦で，

比較的踏み固められてい

る。ピットは，北東コー

ナー部に1か所だけ確認

されている。

竃は，北壁やや西寄り

に構築され，長さ1．1日l・

袖幅工5m e焚日部幅0．57

mを測り，壁外へ23cmほ

ど掘り込まれている。袖

部は，少量のロームプロ



ックを含む山砂をもって構築されている。

遣物は，土師器・須恵器・瓦・羽口・砥石・鉄棒が，覆土中から少量出土している。

一一一一一一二三＝二
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第322図164号竪穴住居跡出土遣物実測図

164号竪穴住居跡出土遺物観察表（第322図）

「　5？M　＿＿」

番号 器　　 種 法量（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

1 S

婆 天井部中央に扁平なボタン状のつまみが付く。つまみと天井部 灰白色

の接合部に浅い溝を巡らす。天井部は平坦に作る。右ロタロ水 細砂・長石粒・長石
挽き成形と思われ　天井頂部は回転箆肖Jり調整。つまみは横ナ微粒
デ調整。 普通

2 ‖

婆 A（‘23．1） 口緑部は外反しながら外上方に大きく開き，口線内端部に浅い にぷい橙色
溝を巡らす。内・外面は横ナチ調整。．内・外面に粘土紐痕を残す。細砂・長石粒・雲母

・スコリア
普通

番号 種　類 法量（cm） 形態の特徴 備　考 番号 種　類 法皇（cm） 形態の特徴 備　 考

3

砥　石 5．5×5．1 台形を呈し，二側面を除 流紋岩

5

刀　子 全長（3．9）切先部。

4．8 いて使用痕が認められる 180．5g 刃幅1．0 下部欠損。

4

砥　石 7．0×3．5 瓦面を除いて全側面に使 瓦　製

6

不　明 全長（3．8）両端部欠損。

i

（転用礁）2．0 用痕が認められる。 鉄製品 太さ　0．55

0．2
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柑号竪究住居跡（第323e324図）

調査区D3a8区を中心に156号竪穴住居跡の南に位置し，東酎・62m・南北3．7mを測り，主軸

方向N－00を指す長方形を呈している。

覆土は，上部で擾乱を受けているが，褐色凋音褐色土を主体とし，部分的に人為的堆積とみら

れる層がある。壁は高さ25cmを測り，75度内外の傾斜をもって立ち上がる。壁直下には，幅15cme

深さ8cmの壁溝が全周している。床面は平坦で9南東コーナー部と竃周辺が良く踏み固められて

いる0床面の構築にあたっては，各コーナー部と，中央部やや南寄りに不整形の土壌を掘り，ロ

ームブロックを含む褐色土を充填して床面としている。ピットは12か所確認され，Pl～P4が主柱

穴とみられ，深さは60cmを測る。それ以外に，南壁下と北壁直下にそれぞれ2本ずつ，75度の傾

斜をもって外下方に穿たれたピットがある。深さは35－50cmを測る。

竃は言ヒ壁やや東寄りにあり，長さ1・1me幅1・⊥m・焚口部幅0・53mを神主壁外へ39cm掘り

込まれている。袖部は，下部が山砂とロームブロックで9上部が山砂で築かれている。焼成部は

床面よ㌢H5cm低く，ゆるやかに煙道部へ続く○焼土は袖部寄りに堆積し，中央部は灰が堆積して

いる。焼成部やや奥壁寄りに9土師器小形婆が倒立して置かれ，支脚としている。

遺物は，土師器e須恵器e瓦・羽目司氏石e鉄製品e鉄棒e漆紙が，竃周辺と離針）の床面付

近から出土している。土師器平鉢と須恵器杯蓋は，東寄りの床面から出土している。漆紙は2点

で，いずれも北東コーナー部の貼床内から出土している。

165号竪穴住居跡出土遣物観察表（第325。326図）

番号 器　　 種 法畳 （cm） 形 態 お よ　び 手 法 の 特 徴　　　　　　　　　 備　　　　 考

1 S

埠 A （14 ．2） 底部は丸味 を帯 びた平底で，休部 と底部 は，やや 明瞭な角度で　 青灰色

B　 5 ．4

C　 9 ．2

分かれ る。休部 はやや 内攣気味に外上方 にのび， 口綾部はか る　 細砂 ・長石粒 壷 石微粒

く外反 して端部 を丸 くお さめてい る。水挽 き成形 で， 底部 は，　 普通

右 ロクロ使用の 回転箆 削 り調 整。 ［］線部内 ・外面 と体部 内 ・外　 休部内面全体に漆付着
面は横ナデ調整。

2 S

高 台付 ま不 D （6 ．9） 底部 と休 部はやや明瞭 な稜線 を持 ち，休 部は外傾気味 に外上方　 灰 色

浣㌫鵠 悪書！ま票品官浣芸定、孟宗；ぎ芸禁 孟宗票忘㌶訂豊雷大粒載石微粒
り調整。 内面 全体 に横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　 普通

底部外面 に頗 記号

3 S

蓋 A 15 ．7 天井部 中央に， 中心 が高 く周囲が凹むつ まみが付 く。天井 部は ！ォ リーブ灰色

B　 3 ．7 やや 丸 く，天井部 と口綾部 の境 界にやや明瞭 な稜線 を持つ 。水　 砂粒 ・長石粒 ・長石微粒 ・

挽 き成形で，天井頂部か ら， 天井部 中位にかけ右 ロクロ使用 の　 雲 母
回転箆 削 り調整。他は横ナ デ調 整。　　　　　　　　　　　 普 通

逆 さ重ね焼 き

4

短　 頸 壷

S

⊥

F　2 6．9 肩が大 き く張った休 部か ら，外傾気味 にのぴる口綾部が付 く。　 灰色

粘土紐積上 げ成形で，休 部内面に粘土紐痕 を残 す。頸部内 ・外 ・砂醸 ・長石 粒 多・長石微粒

面は横ナデ調 整。休 部外面は平行叩 き目調整後横 ナデ調整。体　 多
部外面肩付近 に平行 叩 き目を僅かに残す。　　　　　　　　　 良好
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那23図165号竪穴住居跡。竃実測図
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番号 器　　 種 法皇（cm）
形態および手法の特徴　　 「…‾‾‾‾備　　　　 考

5 S

台　　 付
短　頸壷

F 19．1 休部は内轡しつつ立ち上がる。貼り付け高台は「ハ」の字状 灰色

をなすと思われるが欠損。底部内面はナデ調整。体部内・

外面は横ナデ調整。休部外面下位は，回転箆削り調整。

i

一一一ご122－



第3銅図165号竪穴住居据方実測図

竃‾毒‾－ん［‾‾‾．一‾‾義‾　料 幸 料 料 十 ‾‾‾‾　　 形態および手法の特徴　　　 備　　 考

‖　婆つ㍑鉦畿豊溌豊㌫蒜霊鵠潟豊潤結魂儲
H　　H　　　　　　 C　8」　 つまふ出す。日額部内・外面は横ナデ調整で刷毛H痕を城 普通
i　 F 15．3 誌 讐 諸 訟 返票 デ調整で休部外面下位は馴 り 底部外面に木蝋

－　　　　　　　　　　　　　　　1

7iを〃王畑 8芸孟宗霊警宗吾賃芸墓㌘琵羞謡孟志雲孟ゝ賃霊宝警と壷蛋慧 芸≡…石英
ぎ

！

声 平鉢ほら：；欄 蓋警薫き禁警…ま雲霞葦塁貴志㌫Z濃 萎還讐石粒蘭

藩考 種 類　法凱 訂丁　 形態の特徴　 備考！‾壷‾函 「‾尋‾‾法畳（c言「 形態の特徴 一‾‾‾‾‾‾！‾備 考

畑砥石…雲…×7‘0 孟莞票率 讐莞gi12 金鋸君志豊 窯蓋嘉寮 jこきをi

i

恒 恒 当 謂濫 豊 璃 gi 製賎 長（昔 仁方の端部欠軋
つ　　　　　　　　 13　　 厚 さ 0 ‘15
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第325図165号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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第326図165号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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166号竪穴住居跡（第327図）

調査区D3bo区を中心に165号竪穴住居跡の東側に位置し，主軸方向N－0。を指す，1辺3．5mの

隅丸方形を呈している。

覆土は，褐色・暗褐色土の自然堆積である。壁は高さ約15cmで，やや傾斜をもって外上方へ立

ち上がる。床面は貼床で，ほぼ平坦である。南壁中央部付近から竃焚口部前にかけての幅1mと，

東壁沿いの幅0．6mは，良く踏み固められている。貼床は東壁寄りに段をなし，確認面より36cm

前後掘り下げ，多量のロームブロックを含む褐色土を約15cm充填して床としている。ピットは各

コーナー付近に4か所確認され，深さは40～68cmを測る。

－425一



竃は，北壁中央部にあり，長さ0．7m・幅0．85m・焚口部帽0・3mを測り，壁外へ33cm掘り込ま

れている。袖部は，山砂を主体として築かれている。焼成部は床面とほぼ同レベルで，下層が灰

層，上部に焼土が堆積している。奥壁は急激に立ち上がる。

遣物は，土師器・須恵器・砥石・鉄製品・鉄棒が少量，覆土中・下層から出土している。

与野 24．Oln

第327図166号竪穴住居跡・竃・掘方実測図
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第328図166号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）

166号竪穴住居跡出土遺物観察表（第3280329図）

番号　 蕃　 穫　 洩蟄玩m）　　　　 形 態 お よ び 寧 法 の 特 徴　　　 ！　 備　　　 考

1樟台桝喜（1機 嘉憲董藍義軍芸賢≡；≡享董燕 蕪慧‥霊芸芸微粒
婆　　 A （13 ．8） 胴の張った休部からかるく外反する日綾部が付き，日録部内面　 にぷい橙色

H　　　　 F 摘・4 は僅かに凹む。ロ頸部内面は横ナヂ調整。休部内面はナチ調乳　 砂粒 の長石粒弓手英馬上
外面全体は摩滅が激しく調整不明。　　　　　　　　　　　 雲母 のスコリア

普通

婆　　 A （20 塞‖ 球形に張った休部から管丸 く屈曲する目線部が付き外端部に面　 にぷい橙色
3　 H　　 F 27 ‘1 塞き孟喜蒜 慧淫孟諸 霊掌諸 芸芸、㌘芸遠禁霊欝 は箆げ 調 慧 茂 石粒 逐 母

網 極 類
法靂（cm） 形 態 の 特 徴　　　 備　 考

砥　 石 5．1×5 ．1 方形を豊 し，両面を除き　 砂岩

4 ．5 全側面に使用痕が認めら　 240 g

4 れる。

i孟宗警
全長1．7
径　 0 ．8

完形品。

つ
i　i

i

…427－
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第329珂　ユ66号竪穴住居跡出土
遺物実測図（2）



柑号竪究住居跡（第330。331e332図）

調査区D4cl区を中心に166号竪穴住居跡の南東に接するように位置し，168号竪穴住居跡の酉

半部を破壊して構築されている。規模は9　東西4．1m e南北4・2mを測i）9　主軸方向N…00を指す

隅丸方形を呈している。

覆土は，褐色の暗褐色土で人為的堆積とみられる層もあるが，ほんんど自然堆積である。壁は高

さ50cmを測り9　75度の傾斜で直線的に立ち上がる。床面は南から北へ若干低くなるほかは平坦で彗

全体的に踏み固められている。床の構造は，168号竪穴住居跡は貼床であるが予当跡が貼床であるの

かは判然としない。ピットは5か所確認され9　Pl～P後が主柱穴とみられる。径約35cm，深さは

P4が60cmである他は80cmを測り9　各々2～3本の重複がみられ9　建て替えが行われたものと堆測

される。

寵は9　北壁やや東側寄りにあり，長さ上07mや幅leO3m¢焚口部幅0・44mを測畑　壁外へ3細

掘り込まれている。袖部は，山砂を主体として築かれている。焼成部は床面と同レベルで，焼土

と灰が堆積している。奥壁部は急激に立ち上がる。焼成部中央から平瓦片がヱ点出土している。

遺物は豊富で、土師器・須恵器・人面墨書土器・瓦・羽目・砥石・鉄製品・鉄津・漆紙が全面

にわたって出土している。漆紙は亨　竃西側の覆土中層から出土している。

蔓モざら仁、。′さん・しこ　　　ミ；i

第330図167号竪穴住居跡竃実測図
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第331図167・168号竪穴住居跡実測図
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第332図167・168号竪穴住居掘方実測図

167号竪穴住居跡出土遺物観察表（第333・334図）

番 号 器　　 種 法 皇 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

±不 A （14 ．0 ） 底 部 は 平 底 で， 休 部 と底 部 は あ ま い角 度 で 分 か れ る。 休 部 はや 暗灰 黄 色

B　 4．1 や 内攣 気 味 に 外上 方 に の ぴ ， 口綾 部 は 外 反 して 端 部 は や や 尖 る。 細 砂 ・長石 粒 ・長 石 微 粒 ・

C　 7 ．7 水 挽 き 成 形 と思 わ れ ， 底 部 は 回転 箆 切 り後， 外 周 部 は ナ デ 調 整 。 雲 母 多
休 部 下 端 部 は 一 部 回転 箆 削 り調 整 。全 体 に摩 滅 が 進 行 。 不 良 休 部 外 面 に煤 付 着

2 S

高 台付 土不 A （1 5 ．4 ） 底 部 と休 部 の 境 界 に ， 明 瞭 な 稜 を持 つ 。 休 部 は 外傾 気 味 に 外 上 灰 色

B　 6．8 方 にの ぴ， ロ綾 部 は ， やや 外 反 し て端 部 を丸 くお さ め て い る。 細 砂 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒
D （10 ．6 ） 高 台 は ， 貼 り付 け で 「ハ 」の 字 状 に 外 下 方 に の び， 端 部 に 面 をな 普 通

す 。水挽 き成 形 で 底 部 は ， 左 ロ グ ロ使 用 の 回転 箆 削 り調 整 。

3 S

高 台 付 杯 D （9 ．2） 底 部 と休 部 の 境 界 に， あ ま い稜 を持 つ 。 休 部 は 内攣 気 味 に 外上 灰 色
方 に の び る。 高 台 は貼 り付 け で 下 方 向 に の び 端 部 に面 を な す 。 細砂 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒
右 ロ タ ロ水 挽 き成 形 で， 底 部 は 回 転箆 削 り調 整 。 休 部 外 面 と， 多
高 台 内 ・外 面 は 横 ナ デ 調 整 。 普 通

4 S

高 台 付 堵 A （12 ．6 ） 底 部 と休 部 の 境 界 に ， や や 明 瞭 な稜 を持 つ 。 休 部 は 外 傾 気 味 に 灰 色　 柵 砂 ・長 石 粒 ・長 石

B　 6 ．6 外上 方 に の ぴ ロ 緑 部 は や や 外 反 して端 部 を 丸 くお さめ て い る。 微 粒　 普 通　 底 部 内面 と
D （7 ．2） 高 台 は 貼 り付 け で 下 方 向 に の ぴ， 端 部 に 面 をな す 。 水 挽 き成 形 休 部 内 面 に 漆 付 着

で， 底 部 は 右 ロ タ ロ使 用 の 回転 箆 削 り。 底 部 外 面 に箆 記 号

5 S

蓋 天 井 部 中 央 に扁 平 な 宝 珠 形 つ まみ が 付 くが ， 僅 か に 欠 損 す る。 灰 色
天 井 部 はや や 平 坦 。 右 ロ タ ロ水 挽 き成 形 で， 天 井 部 中 位 は 回 転 紬 砂 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒
箆 削 り調 整 。つ ま み と天 井 頂 部 は 横 ナ デ 調 整 。 普 通

－430－
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第333図167号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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国包
第334図167号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）

5CM

L＿　！　　l

番号器　　　桂法量（cm）
】　　　　形態および手法の特徴 備　　　　　考

6S

長　堅貪壷A（8．7）頸部は上位ほど外反度が大きく，口線外端部に面をなす。水挽褐灰色　細砂・長石粒・

き成形かと思われ，全体に横ナデ調整。 長石微粒・鉄分　良好

ロ緑部内・外面に黄白色

の自然軸

7S

短　頸壷F19．8休部は球形に張る。ロ緑部は欠損するが接合痕を残す。内面は灰色

横ナデ調整。 細砂・長石粒・長石微粒・

鉄分　良好　休部外面に

浅黄色の自然紬

ー432－



番号
！ 器　 種 法畳 （cm）i　　 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ！ 備　　 考

8 S

婆 休部の一部。 外面は平行 叩き 目調 整。 内面はナデ調整。 褐灰 色

細砂 ・長石粒 ・雲母

i不良

9 S

婆 休部 の一部。外面 は平行 叩 き目調整で，箆傷 を残す 。内面 には 灰色
同心 円文 を残す。 細砂 ・長石粒

普 通

10 H

婆 A （20．8） 胴の張 った休部 か ら 「く」 の字状 に屈 曲する口綾 部が付 き，端 にぷ い橙 色

部 をほぼ垂直 につ まみ出す。 口頸部 内 ・外面は横 ナデ調整。体 砂粒 ・長石粒 ・雲母
部内 ・外面は，箆 ナデ後 ナデ調 整。 普通

11 H

婆　　　 C　 7 ．2 底部 は平底 で休部は 内攣 しつつ立 ち上が る。休部外面 は縦位 の 暗褐色

箆 ナデ調 整。休 部内面 は箆 ナデ とナヂ調整。底部内面 はナ デ調 砂粒 ・長石粒 ・雲母
整。全体 にやや摩 滅す る。 普通

底部 外面に木葉痕

12 H

盛 C　 7．9 底部は平底 で休部 は外上方 にのぴる。休部 外面は縦位 の箆 ナデ にぷ い橙 色
調整。休部 内面 は，箆 ナデ調整 か。 砂粒 ・長石粒 ・雲母

普通

底部外面 に木葉痕

13 H

婆

i

小形喪 の休 部。外面は横 ナデ調 整。内面はナデ調整。　　　　 にぷい褐色

砂粒・長石粒 ・長石微粒・雲母
普 通

休部 外面に墨書

S 工16 8 と接合

丸　 瓦　　 全長 （12 ．6）玉緑付丸瓦。 凸面 は箆 削 り と箆ナデ調整 で，五線 はナデ調 整。 灰黄色
狭端 （9 ．6） 凹面は布 目を残す。側 面は箆削 り調整。端面 は箆 削 り調 整で， 細砂 ・長石粒 ・雲母少

14 厚 さ 1 ．2 僅 かに布 目を残す。 軟質

番号 種　 類 法 量（cm ） 形 態 の 特 徴 備　 考 番号 種　 類 法量 （cm） 形 態 の 特 徴 備　 考

15

砥　 石 5 ．6×4 ．6　 長方形 を呈 し，画面 を除　 砂岩

18

砥　 石 5．7×4 ．7 瓦面 を除 き全側 面に使用 瓦　 製
3 ．8 き，全側面に使用痕が認

め られ る。
163 ．2g （転用砥） 1．4 痕が認め られ る。

16

砥　 石 4 ．8×3．7 方形 を呈 し，一側面のみ 凝灰 岩

19

！

砥　 石 8 ．4 ×4．0 一側 面 を除い たすべ ての 瓦　 製
2．7 に使用痕 が認め られ る。

欠損部分あ り。
40．3 g （転用砥）

i

2 ・2　　　 面 に使 用痕が認め られ る。

17

砥　 石 7 ．6×4 ．7 瓦面 を除 き全側面 に使 用 瓦　 製
20

21

不　 明 20は L 字状 に屈 曲 してい 21には
（転用砥） 1．9

l

痕が認め られ る。 鉄製品 る。 木質が
i

i　　　 j

21は全長2 ．8 cm，幅2 ．2c m 残存 し

ている

168号竪穴住居跡（第331・332・335図）

調査区D4cl区を中心に確認され，西半部を167号竪穴住居跡によって失っている。規模は南北

3．83m・東西は柱穴の位置から7．02mと推定され，主軸方向N－00を指す長方形を呈していたと

みられる。

覆土は，褐色e暗褐色土の自然堆積とみられる。壁は高さ30～40cmを測生　75度内外の傾斜を

もって立ち上がる。南壁下に幅15cm・深さ8cmの壁溝が存在する。床面は貼床で，ほぼ平坦に比

較的踏み固められている。貼床は，掘方の上に10cm前後のロームブロックを充填して床としてい

一一・1：招一l



る。ピットは，167号竪穴住居跡の床下から確認されたものを含めて11か所ある。主柱穴は，Pl

～P6の6か所とみられる。Pl～P4ほ径33cm・深さ60－80cmを測り，Plを除いて2本が重複

している。P5。P6は1×0・4mの長楕円形を里し，中央部側は垂直に，壁側は75度の傾きをも

って外下方に向けて穿たれ，深さ70cmを測る○これは棟持ち柱になる柱穴で9傾きをもつピット

は，棟持ち柱を斜めから支える柱のピットとみられる。さらに言〕5eP6の内側のP5◎P6を結

ぶ線上に，深さ55cmのP7・P8がある。なお，中央部と南東コーナー付近の2か所に炉跡が認め

られている。1号炉跡はほぼ中央部にあり，西半部を167号竪穴住居跡によって失われている。

径30cmのほぼ円形を里し，床面を約4cm皿状に掘り凹めている。山砂等は認められず9厚さ3cm

の焼土がレンズ状に堆積している。2号炉跡は南東コーナー部にあり，径30cmの不整形を呈して

いる。約3cm皿状に掘り凹め，約2cmの焼土が堆積している。

竃は9北壁東部にあり，長さmme齢95mの焚口部幅0・4mを測り9壁外へ30cm掘り込まれ

ている。袖部は，山砂をもって築かれている。焼成部は床面よ。17cm低く9ゆるやかに煙道部へ

続く。焼土は，約5cm堆積している0なお，住居跡の形態から9竃が2基存在したことも考えら

れるが，確証は得られなかった。

遺物は，土師器。須恵器・人

面墨書土器e瓦・羽ロ。砥石e

鉄製品e鉄棒e漆紙e漆が，全

体的に少量出土している。懐紙

は言号炉と2号炉の間のP2ePlO

の上部e床面と同レベル付近か

ら2点，北東コーナー付近の床

面から1点，竃右側の貼床内か

ら1点それぞれ出土している。

第335図168号竪穴住居跡竃実測図
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第336図168号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）

168号竪穴住居跡出土遺物観察表（第336・337図）

番 号 器　　 種 法 量 （cm ） 形 態 お　 よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

j 不 A （13 ．6 ） 底 部 は 平 底 で． 休 部 と底 部 は 明 瞭 な 角 度 で 分 か れ る。 休 部 は や 灰 色

B　 4 ．3 や 内 管 気 味 に 外 上 方 に の ぴ， ロ 縁 部 は 僅 か に 外 反 し， 端 部 を 丸 細 砂 ・長 石 粒 多

C　 8 ．0 くお さ め て い る。 水 挽 き 成 形 で ， 底 部 は 二 方 向 の 静 止 箆 削 り調 良 好

整。 休 部 下 端 部 は 手 持 ち箆 削 り調 整 。 休 部 内 面 に 漆 付 着

2 S

高 台 付 杯 A （11 ．6 ） 底 部 と休 部 の 境 界 に 明 瞭 な稜 を持 ち， 休 部 は 外 反 気 味 に外 上 方 灰 色

B　 4．6 に の ぴ， 端 部 は や や 尖 る。 高 台 は 貼 り付 け で 下 方 向 に の ぴ， 端 細 砂 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒 ・

D （6．8） 部 に 面 を な す 。 水 挽 き成 形 で底 部 は 回転 箆 削 り後 ，横 ナ デ 調 整 。 鉄 分
休 部 外 面 を 除 い て 全 体 に 横 ナ デ 調 整 。 普 通

3 S

高 台 付 堆 D （6．8） 小 形 の 坤 。底 部 と休 部 の 境 糾 こ明 瞭 な稜 を持 ち， 休 部 は や や 内 灰 色
攣 気 味 に 外上 方 に の ぴ る。 高 台 は 貼 り付 け で 「ハ 」 の 字 状 に 外 砂 粒 ・長 石 粒 ・長 石 微 粒
下 方 に の ぴ， 端 部 にや や 丸 み を帯 び た 面 を有 す る 。 水 挽 き成 形 普 通
と思 わ れ ， 全 体 に横 ナ デ 調 整 。
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第337図168号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 器　　 種 法皇（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　 考

4 H

軍転 A（26．7）胴の張った休部から，「く」の字状に屈曲する口縁部が付き，外端部明赤褐色

試 にあまい稜をなし，細部を外反してつまみ出す。口頸部内・外砂粒・長石粒多・長石微粒・

面は　梼ナデ調整で頸部外面は調整不良。体部内・外面は箆ナ．雲母多

デとナデ調整。ロ緑部外面に粘土紐痕を残す。 普通

5 H

碗 A（20．4）胴の張った休部から，やや丸く屈曲するロ緑部が付き，端部を橙色

ゴ1ヽ＿ ほぼ垂直につまみ出す。ロ頸部内・外面は横ナデ調整。体部内砂粒・長石粒・石英粒・雲母

・外面は箆ナデ後ナデ調整。やや摩滅が進行。 普通

6 H

芋弛 C　7．8 底部は平底で，休部は内攣気味に外上方にのびる。休部外面はにぷい橙色

ムヽ 斜位の箆ナデ調磐。内面全体は箆ナデ調整。 砂粒・長石粒・雲母

良好

休部内面に漆付着

底部外面に木葉痕

7

8

‖

婆 C （8．6）底部は平底で，休部はやや内攣気味に外上方にのぴる。体部外外面一灰褐色

面は縦位の箆ナデ調整。休部内面はナデ調整。 内面一にぷい橙色

砂粒・長石粒・雲母

普通

底部外面に木葉痕

H

褒 A（14，1）底部は平底で，休部は内攣しつつ立ち上がり，頸部内面に稜を褐色

B 15．2 残してロ緑部は外反し，内・外端部は凹ませている。ロ顆部内・細砂・長石粒・長石微粒

C　8．6 外面は横ナデ調軋底部内面と休部内面はナデ調整。休部外面普通

底部外面に木葉痕
休部外面に墨書

はナデ調整で下位は箆削り調整。
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番号 種　 類 浅量 （cm） 形 態 の 特 徴 備　 考 番号 種　 類 法量 （cm） 形 態 の 特 徴 備 考

9

砥　 石 3 ．8×3 ．2 長方 形を呈 し，片面 を除 砂岩

12

鉄 全長 （3 ．7 茎部 。
3 ．0 いて全 面に使 用痕 が認め

られ る。
38 ．8 g 刃幅 0 ．6

茎径 0 ．3

両端部 欠損 。

10

砥　 石 7 ．0 ×5．5 瓦面 と一側面 を除 いて便 瓦　 製
13
不　 明 同一個体 とみ られる。

（転用砥） 2 ．1 用痕 が認め られ る。 1

16

鉄 製品 F 字状 ・L 字状 ・H 字状

の金具であ る。

11

砥　 石 ・

（転用砥）
5，8×5 ．7

2．7

l

二側 面のみに使用痕が認

め られる。

瓦　 製

旦璧24．2m

2

第338図169号竪穴住居跡・竜・炉跡実測図
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169号竪穴住居跡　し第33粧射

調査区D3d9区を中心にユ65号竪穴住居跡の南に位置し9東西3．52m e南北3．24mを測り管主軸

方向N－50…Eを指す隅丸方形を呈している。中央部西寄りに予当跡より新しい器号土壌が重複

している。

覆土は，褐色土の自然堆積であるが薄い。壁は高い所で4cmあるが9南壁は確認できない。床

面はタ南から北にかけて若干低くなる。ピットは7か所確認され彗P2～P4ほ主柱穴とみられる。

深さは24－58cmを測る。P7ほ東壁外へ張り出し，97×80cmの楕円形を呈している。深さは55cm

を測る。南壁寄りに炉跡が認められるがラ　北半部を33号土壌によって失われている。径腑mのほ

ぼ円形に子約摘cm皿状に掘り凹めラ　山砂を厚さ5cm敷きつめて炉床としている。炉床は表面が灰

褐色9　下部が橙色をしている。

竃は北壁ほぼ中央部にあり撃長さ0せ7mの幅1やOm o焚口部幅0や55mを測りヲ壁外へユ6cm掘り込

まれている。袖部は9下部がローム9上部が山砂で築かれている。焼成部は床面と同レベルで9

中央部に羽目を立て支脚としている。奥壁はゆるやかに立ち上が畑瓦片が出土している。

遺物は，土師器ゆ須恵器も瓦容羽目態砥石e鉄製品の鉄棒が9　東側付近の床面から出土してい

る。

ユ69号竪穴住居跡出土遺物観察表（第339図）

‖ 手持ち箆削り調整。
！ l 蓋　　 A は7．0日 天井部中央につまみが付くが欠損。東夷

隆する。天井部と口綾部の境界にやや準

S
i
i 惹孟李‡遠望攣 蒜蒜雷雲墓霊 票

iiH

Ii　－

窺

i
！i 婆 虐 待 寓 恋 葱 嘉 嘉 恵 嘉

”i i　 謂欝：休部外面は誹ナデとナデ調整

CO．5）

ヂ調整。休部下端部は

ほ丸くなだらかに下

瞭な稜を持ち，口綾部
き成形で，天井頂部は
外面と天井部内面

屈曲する目線部が付き，
めている。口頸部内・

した目線部が付き，外端
デ調整。休部内面はナ
。頸部外面に粘土紐痕

底部は平底と思われるが欠損。休部は内攣しつつ立ち上がる。
体部内・外面は箆ナデ調整。

一一・つこう8－－－－－

灰色
細砂・長石粒・長信微骨
普通

にぷい橙色
砂粒0長石粒多や雲母
普通

にぷい橙色
砂粒∵長石粒・雲母
普通

にぷい赤褐色
砂粒・長石粒・雲母
普通
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第339図1169号竪穴住居跡出土遺物実測図
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［
番号　 種　 類 法畳（cm）

i 形 態 の 特 徴　 庚 牽 番号 極 類 法臥 m） i 形 態 の 特 徴
備　 考

芋 …
全長は0．0ラ

外径　 6．1
孔径　2．2

11

小　 札 全長（工5）
幅　 1．4

一方の端部欠損。

砥　 石 2．6×2．5 方形を里し，全面に使用　 凝灰岩

12

！

釘 全長（3．7） 先端部欠損で屈曲する。

8
1．9 痕が認められる。小形。　 33．6 g 太さ　0．5

砥　 石 3．6×3．2 方形を豊し，両面と一側　 凝灰岩

13

不　 明 全長（3．1）　 一方の端部欠損。

9 i l

i
E

0．9

li
l

面に使用痕が認められる。15．3 g 鉄製品 ！太さ 0°5

謳 i

i i

はががのがおおE脳まねおおまpuEpもばまIpもnknupがさと… … お．nhE55tnは

生4×3．0
3．5

詔 豊 宗豊 警 欄 瓦 製

i

170号竪穴住居跡　し第34（〕図）

調査区I‘〕3d（－一区を中心に，169号竪穴住屠跡の東に位置し∴東側で171号竪穴住居跡と重複して

いるご　新旧関係は明らかでない。東西3．64日1・南北3．16111を測るが，撹乱が著しく北壁部は不明

瞭である。主軸方向N…90…Eを指す隅丸方形を呈している。

覆土は9　一部しか残存しないが，暗褐色土の自然堆積である。壁は高さ5cm内外で，北壁は不

明である。北壁部を除く壁下には9　幅20cm e深さ10cmの壁溝が回っている。床面は，北壁付近が

撹乱がみられるため確認できなかったが，ほぼ平坦で，南壁中央部付近から北にかけての幅上6m

は普　十分踏み固められている。ピットは8か所確認され，P4　e P8は主柱穴とみられる。

竃は確認できなかった。

遺物は9　土師器の須恵器e羽目の鉄製品¢鉄棒が，主に北東コーナー付近から出土している。

膵号竪穴住居跡出土遺物観察表（第341図）

番市 有 「 牟 義 司　　　 形態 および寧法の特徴
備　　　　　 考

‖　 移

ユ‘is j　　 整瀾 下端部は手持ち馴 り調整。
青灰色
砂粒・長石粒多e長石微
粒
良好

2出
目

暗灰黄色細砂・長石粒多長石微粒不良体部内・外面に漆付着
＿」 S「 （1；纏 等蓋薫 蒸 軍 都 灰色綿砂・長石粒・長石微粒・賃母普通
4

i
】

音 灰 色

細砂 ・長 石 粒 多 ・長 石 微 粒

普 通

一一440－－



第3苺の図170弓710172号竪穴住居跡実測図

ー・44111－



川

（ノl

「
日
へ
叫
．
‥
I
I
ゾ

O

u

M

H

U

‥

2Chl
：＿　j　　＿：

第341図170号竪穴住居跡出土遺物実測図

ー442－



番号　 器　 種 目 去量k m）　　　 形 態 お よび手 法の 特徴　　　　 備　　 考

5 S台付壷D（7－6）芸芋蔓憲≡き嘉憲蓋意義蓋羞蓋竃蓋資豊富慧警察 萱葵、箪奉讐憲諸宗
！

！
士不 A （12 ．4）　 底部 と休 部は境界 をなさない。休 部は内攣気味に外上方 にのび」 にぷい橙 色

6　　 H
i

B　 3 ．9　　　 端部 を丸 くお さめて いる。水挽 き成形か と思われ る。外面全体 1 長石薇載∵雲榎
C　 4 ・5　　 ほ，横ナ デ調 整で休部下端部 に僅 かを回転箆 削 り痕 を残すc 内 i 普通

［面全体 は箆 磨 き後黒色処乳　　　　　　　　　 ［

7H出 目警彗差蔓草意芸蓮慧窯蓋蔓要事憲嘉鮨 志
転箆削りと手持ち箆削り調整。

8障 A（24．1）　　胴の張った休部から，やや丸く屈曲する日綾部が付き，端部を　淡橙色F27・6　　　ほぼ垂直につまみ出し，丸くおさめている。口頸部内8外面は　砂粒0長石粒多の雲母魔ナヂ調整。体部内・外面は箆ナデ調整。日頸部内さ外面に粘 ！普通
土紐痕を残す0 全体に摩滅が進行o　　　　　　　　 i

9　　 H

慈 A （20潮　　 胴の張った休部から丸く屈曲する目線部が付き普端部を外夜気 iにぷい橙色

F 21．0　　　 味につまみ出す。日頸部内 。外面は横ナデ調整。体部内 e外面 砂粒さ長石粒き石英粒の
は箆ナデ調整。

婆 Å（15．6）　　 やや歪みを持った休部から，頸部が短く立ち上がり，目線部は　 にぷい褐色
10　 H　　　　　　 賢く孟筆享孟転讐 孟

日　　　　　　　　　 ナデ調整0

外反気味につまみ出すぐ　目頭部内・外面　 砂粒 ・長石粒 ・有塩
内面は箆ナデ調整誹 部外面は箆げ 後 i音義雲母

番号 種　 頼 患登録m） 形 態 の 特 徴
備　 考 i番号 ！穫 中 去畳（cm） 形 態 の 特 徴 ［備 考

11　 釘　 か　 全長（2．8）　 先端部欠損。
太さ0．4

12 は 製頼 璃 断面は円形を凱 ているoii
i
i

［ i　　 ；　　　 i　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　 ；

171号竪穴住居跡（第340図）

調査区D4dl区を中心に確認され，酋壁付近で170号竪穴住居眺　南東部で172号竪穴住居跡と学

それぞれ重複している。膵号竪穴住居跡は当跡よ　新しいが，膵号竪穴住屠跡　の新旧関係は

明らかでない。規模は，南北4。Omを測るが9　西壁が不明のため9　東西は9　推定で6．0m前後とみ

られる。主軸方向N－00を指す隅丸長方形を呈している。

覆土は授乳が著しく普　捉えられない。壁も部分的にしか認められず暫　高い所で6cmである。南

壁直下には学　帽ユ6cme深さ5cmの壁溝が存在する。床面は失われている部分が多いが9　竃前面は

比較的踏み固められている。ピットは8か所確認され9　Pユ　ゆP2。P3　e P4が主柱穴とみられラ

深さ70cm内外を測る。

竃は不明瞭であるが9　北壁寄りに焼土が認められ，竃が存在したものとみられる。

遺物は9　土師器e須恵器e瓦◎羽目も鉄製品の鉄棒が9　中央部床面付近から出土している。

一一rつ－「「l
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171号竪穴住居跡出土遺物観察表（第342図）

番号 器　　 種 法蟄 （cm ） 形 態　 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

ナ不 C　 8 ．6 薄 く盛 り上 がった平底の底部 で，休部 と底部 は明瞭な角 度で分 灰色

かれ る。休部 はや や内攣気味 に外上方 にのびる。水挽 き成形で 細砂 ・長石粒 ・長石微
底部は 回転箆切 り後， 多方向の静止箆 削 り調整 。休部 内面は横 粒

ナデ調整。休部下端 部は，手持 ち箆削 り調整。 普通

2 H

婆 A （19 ．0） 胴の張 った休部か ら 「く」の字状に屈曲す るロ綾部が付 き，端 橙色
部 を外上方につ まみ出 して丸 くお さめて いる。 口頸部 内 ・外面 砂粒 ・長石粒 ・石 英
は横ナデ調整。休部 内面はナデ調整。休部外面は箆ナデ調整 。 粒 ・雲母
やや摩 滅す る。 普通

3 H

婆 C （9．0） 底部 は平底で休部 は内攣気 味に外上 方にのぴ る。内面全体は箆 にぷい橙色

ナデ調 整。休 部外面 は縦位 の箆 ナデ調整。 砂粒 ・長石粒 ・雲 母

普通

底部 外面に木葉痕

番号 種　 類
法畳 （cm ） ！ 形 態 の 特 徴

備　 考 番号 種　 類 法量 （cm） 形 態 の 特 徴 備　 考

4

砥　 石 10 ．7×3 ．7 片面 と一側面 を除 いて 粘板 岩

8

1

12

小　 札
1
8 は完形品で長 さ 9 cm， 8 は木

2 ．5 使 用痕 が認め られ る。

欠損部分 あ り。
12 2．5 g 幅 1．4cm ム

9 は 5枚が束になっている。

1 0は完 形品で長 さ8 ．6cm，
幅 2 ．3cm 。

質付着 。

5

砥　 石 6 ．4 ×4 ．5 片面 の一部分 と一側面 泥岩 釘 13は全長 4 ．0・cm ・太 さ0．3
3 ．5　　　　　 のみ に使用痕 が認め ら 14 3 g 1 3

1 4

cm で丸釘か 。
れ る。 14は釘か。

6

砥　 石 6 ．5 ×5．1　 側 面のみに使用痕 が認　 瓦　 製

15

錐　 か 全長（5・2） 「錐の一種か。 中央 に リン

（転用砥） 2 ．6　　　　　 め られ る。 太さ 0．55　 グがはめ られ る。

上部 欠損。

7

刀　 子 全長．（11．3）

刃幅 ン　0 ．9

茎長　 5．4

切先部 欠損。

1 6

不　 明

鉄製 品

全長 （′3．7）

太さ　 0．3

一方 の端 部は溝状 を呈 し

ている。’
両端部欠損 。

172号竪穴住居跡（第340・343図）

調査区D4bl区を中心に確認され，北半部は171号竪穴住居跡と重複し，当跡が新しい。規模は

東西3．97m e南北3．57mを測り，主軸方向N－00を指す隅丸方形を呈している。

覆土は，暗褐色土の自然堆積とみられる。壁は高さ25cmを測り，わずかに傾斜をもって立ち上

がる。北壁竃西側と西壁下だけ，幅15cm e深さ5cmの壁溝が存在する。床面は貼床で，南から北

へ向けてわずかに低くなる外は，南壁下から中央部付近までの幅1．8mが，十分踏み固められてい

る。北西コーナー部床面には，焼土が認められる。貼床は，各コーナー部と中央部に土壌状掘り

込みを設け，5～10cmの厚さでロームブロックを充填している。ピットは7か所確認され，Pl・

P3eP5は主柱穴とみられる。深さは17～39cmを測る。

竃は，北壁中央部にあるa号竃と，東壁中央部にあるb号竃の2基を有している。a号竃は，

長さ0．76m・幅0．93m・焚口部幅0．52mで，壁外へ11cm掘り込まれている。袖部は，山砂に若干

のロームを混ぜて築かれている。焼成部は床面と同レベルで，焼土の堆積は少ない。

－445－



b号竃は，右袖部を失っているが，主軸方向N－990－Eを指し，長さ0・98mを測る。袖部は，

山砂で築かれている。焼成部は床面より12cm低く，少量の焼土と多量の灰が堆積している0ほぼ

中央部に土師器婆が押しつぶされた状態で，やや奥壁寄りに，土師器小形婆を倒立させ9　さらに

その上に胴下半分を欠いた土師器婆が逆さに被せられた状態で出土している。

遺物は，土師器。須恵器e瓦・羽目e鉄製品。鉄棒e漆紙が，全体的に少量出土している。な

お，漆紙は，竃西側の覆土中層からの出土である。

亭狸　24．2m

SPB’　　　　蔓輿

第錮図172号竪穴住居跡a。b号竃実測図

172号竪穴住居出土遺物観察表（第344図）

SI172b
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壁だ

番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

i 土不 A 13 ．8 底部は平底 で，休部 と底部 は明瞭な角度 で分か れ，休部 は内攣 灰 黄褐 色

1
l s B　 4 ．4

C　 6 ．1

！

気味 に外上方 にのぴ，端部 を丸 くお さめ ている。水挽 き成形 で 細砂 ・長石粒 ・長石微

粒 ・雲 母

不 良

底蔀は一方向の静 止箆 削 り調整。休部下端部 は手持 ち箆削 り調

整。

2

－ ⊥

S
i ［
！

坪
ま匪 底部は平底で，休部と底部は鋭く明瞭な角度で分かれ，休部は 線灰色

細砂，やや精良
普通
底部外面にわずかに
l箆記号を認める
i

外傾気味に外上方にのぴ，端部を丸くおさめている。水挽き成
形で，底部は一方向の静止箆削り調整。一部指頭押庄痕を見る。
内面全体と目線部外面は横ナデ調整。休部下端部は手持ち箆削
り調整。

A13．4

B　5．2

C　5．8

底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれる。休部は内
攣しつつ外上方にのび，端部を丸くおさめている。底部と休部
下端部は右ロクロ使用の回転箆削り調整。目線部外面と休部外
面は横ナデ調整。内面全体は箆磨き後，黒色処理。

一一446－
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第344図172号竪穴住居跡出土遺物実測図

番号 器　　 種 法皇 （cm） 形・態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

4 H

高台付ゴ不 A 13 ．3 休 部は内攣気味 に外上 方にのび，端部 を丸 くお さめ ている。貼 にぷい橙 色　 細砂　 普通

り付け高台は欠損。水挽 き成形 と思われ，底部は右 ロクロ使用 内面全体 と休部外面に漆

の回転箆削 り調整。底部 内面に箆 状工 具使用に よる漆 のコネ痕 が厚 く付着　 底部外面に

を見 る。内面は箆磨 き後黒 色処理。 墨書

5 H

褒 A （14 ．5） 小形無。平底の底部で休部は内攣しつつ立ち上が ），「く」の字状に屈曲 明赤褐色

B 14 ．9 し，僅かに段 をなすロ綾部が付 く。口縁端部は外上方につまみ出して 砂粒 ・長石粒

C　 6 ．5 丸 くおさめている。ロ頸部内 ・外面は横ナチ調整。体部内 ・外面は箆 良好

F 14 ．3 ナチ調整で下位は箆削り調整。．口綾部内面に粘土紐痕を残す。 底部外面に木葉痕か

6 H

蛮 A （12 ．5） 小形 乳 丸 く胴の張 った休部 か ら，「く」の字状に屈曲 し，外端 橙 色

F 1 4 ．0 面 に明瞭な稜 を作 り，端部 を外上方 につ まみ出す。 口頸部内 ・ 砂 粒 ・長石粒 ・雲母

外面 は横ナデ調乳 体部内 ・外面は箆 ナデ後，ナデ調整。頸部 普 通

外面 に，粘 土紐 痕 を残す。

ー447－



番号 器　　 種　　　 法畳 k m）　　　　　　　　 形 態 お　 よ　び 芋 法 の 特 徴 備　　　　　 考

婆　　 Å（20 ．3）　　 丸 く胴 の張った休 部か ら了 く」の字状に屈 曲する目線部 が付 き にぷ い橙色
F　23．9　　　 端部 をほほ聾直につ まみ出し， 丸 くお さめ ている。 口頸部 内 ・外 砂 粒 ・長石粒 ・雲母

7 H　　　　　　　　　　　　　 面 は横 ナデ調 整。体 部内 ・外面は箆ナデ調整。頸部 外面に箆 状 普通

工具 による粘 土紐 のお さえ痕 を残す。

l

8 H

慈 i A （21・0）　 丸 く胴の張 った休部か ら9「く」 の字状に屈曲す るロ綾部が付 き，
にぷい橙 色

F 25 ・3　　　 端部 を外反気味 につ まみ出す。日線 外端部 に一条，頸部に二条 砂粒 ・長 石粒 ・雲母
の浅 い溝 を巡 らす 。口頸部 内 0 外面は横 ナデ調整。体 部内 ・外 普通
面は箆 ナデ後ナデ調整。休部 内面 に粘 土紐痕 を残す。

i

番号 種 類　 法酎 cm） 形 感 の 特 徴　 備 考 ！番号 種 類 ：i浅酌 m）　 形 態 の 特 徴　 備 考

9

砥 石 3 ・1×2・1 」 側面のみ を除 いて像 瓦 製　　　 釘　 全長 頼 先端部 欠軌

（転用砥） 2 ・8　　　 用痕 が認め られ る0　　　　 11　　　 太 さ 0 サ6

！
i　　　　　　　　　　　　　　　　l

小　 軋　 全長（3 ．5）　 一方 の端 部は丸い。

幅　 1．7

10

［

173号竪穴住居跡（第345図）

調査区D3f8区を中心にユ69号竪穴住居跡の南に位置し9　現状で東西3．0mの南北2。54mを測り9

主軸方向Nつ00－Wを指す隅丸方形を呈している。ただラ　壁◎床面共に一部分しか確認できず，

本来の形態を失っているとみられる。ピットは2か所で予　いずれも浅い。竃は確認されなかった。

遺物は9　土師器魯須恵器の羽日録砥石8鉄製品ゆ鉄澤がラ　いずれも少量床面から出土してる。

第345図173号竪穴住居跡実測図
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173号竪穴住居跡出土遣物観察表（第346図）

第346図173号竪穴住居跡出土
遺物実測図

膵号竪究住居跡（第347・348図）

調査区D4fl区を中心に173号竪穴住居跡の東に位置し，東西4．88m・南北4．23mを測り，主軸

方向N－00を指す長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土の自然堆積である。壁は高さ約20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁下には，

幅15cm・深さ10cmの壁溝が回っている。床面は，貼床で南から北に向けて若干低くなる外は平坦

で全体的に踏み固められている。貼床には，南壁と東壁に沿って幅60cmの溝状土境を，また，北

西隅の竃付近から南にかけて土壌を掘り，それぞれ5－30cmの厚さで，ロームブロックを充填し

ている。ピットは5か所確認され，Pl～P4が主柱穴とみられる。径26cm・深さ40－55cmを測る。

竃は，北壁ほぼ中央にあ生　長さ0．8m e幅工35m e焚口部幅0．8mを測り，壁外へは掘り込ま

れていない。袖部は，山砂をもって築かれている。焼成部は床面より6cm低く，焼土と灰が10cm

程堆積している。

遣物は，土師器e須恵器。人面墨書土器e瓦e羽目e砥石e鉄製品e鉄棒が，ほぼ全域にわた

って出土している。

174号竪穴住居跡出土遺物観察表（第349。350図）

番号 器　　 種
「‾‾‾‾表 篇 ‾‾

形 態 お　よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1

s P
A　 13．5
B　　 4 ．1
C　　 7．8

ー底部は平底で，休部と底部はやや明瞭な角度で分かれる。休部 灰色
細砂 ・長石粒 ・長石
微粒 ・雲母
普通

はやや内攣気味に外上方にのび，目線端部を丸くおさめている。
右ロクロ水挽き成形で，底部は，回転箆削 り調整。休部内面と
目線部内 ・外面は横ナデ調整。休部下端部は回転箆削り調整。

2 i
高台付棒

S
i
i

A （15 ．6） 底部と休部の境界は，やや明瞭な稜 を持つ。休部は外反気味に
外上方にのび，端部を丸 くおさめている。貼 り付け高台は欠挽，
水挽き成形で底部は右ロクロ使用の回転箆削り調整。底部内面

青灰色
砂粒 ・長石粒・長石微粒

・石英
普通と口緑部内 ・外面及び休部外面は横ナデ調整。やや摩滅する。

3

士不

S

li

口綾部の一部。水挽き成形と思われる。　　　　　 l

i

灰色
細砂 ・長石微粒
普通
休部外面に墨書

l一一・lLH十1－－－－
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第錮図174号竪穴住居跡・竃実測図
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第348図174号竪穴住居掘方実測図
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第350図174号竪穴住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 器　　 種 法皇（cm） 形 態 お　よ　び手法 の 特徴 備　　　　　 考

4 S

蓋 口綾部から天井部の一部。天井部とロ綾部は殆ど境界をなさな 灰色

い。 細砂・長石粒・雲母

普通

天井部内面に墨書

5 H

翠 C　 7．8 平底の底部で，休部はやや内攣気味に外上方にのぴる。体部外 橙色

面は斜位の箆ナデ調整。底部内面はナデ調整。休部内面は箆ナ 砂粒・長石粒・雲母

デ調整。底部は厚く作る。 良好
底部外面に木葉痕

一452－



器　　種

砥　石

（転用砥）

l

畑
j

法量（cm）

法量（cm）

全長（6．4）
外径7．3
孔径2．6

形態お　よ　び手法の特徴

平底の底部で，休部は外上方に大きく開く。休部外面は縦位の
箆ナデ調整。内面全体は箆ナデ調整。休部内面に粘土紐痕を残
す。

平底の底部で，休部は内攣気味に外上方にのぴる。休部外面は
箆ナデ調整。内面全体は箆ナデとナデ調整。

休部の一部。外面は縦位の箆ナデとナデ調整。内面はナデ調整。

形態の特徴

先端部と基部は欠損。外
面に規則的な凹凸が見ら
れるが，小札痕か。

長方形を呈し，一部分を
除き全面に使用痕が認め
られる．、

瓦面を除き全側面に使用
痕が認められる。

一側面のみに使用痕が認
められる。

先端部欠
損状態で

使用され，
黒く粕薬

化する。

砥　石

（転用砥）

法畳（cm）

全長（5．7）
幅　3．6

備　　　　　考

にぷい橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通
底部外面に木葉痕

外面一灰褐色
内面一にぷい黄橙色
砂粒・長石粒・雲母
普通
底部外面に木葉痕
及び煤付着

にぷい赤褐色
砂粒・長石粒・長石微粒
雲母
普通
休部外面に墨書か

形態の特徴

全面に使用痕が認められ
る。小形。

二側面のみに使用痕が認
められる。

直刀の刃部か。
両端部欠損。

膵号竪究住居跡（第351図）

調査区D4f3区を中心にユ74号竪穴住居跡の東に位置し，南東コーナー部は調査区城外に存在する。

規模は，東西4．76m e南北4．3mを測り9主軸方向N…20－Eを指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，暗褐色土の自然堆積である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，高さ25－30cmを測る。北壁

竃西側から南壁にかけて，幅14cm e深さ8cmの壁溝が巡っている。床面は，中央部やや西側で小

さな段を有し，中央部が若干凹んでいる。また，外周部は踏み固められているが，中央部は軟弱

である。ピットは17か所確認されP38P9eP14が主柱穴とみられる。深さは50cm内外を測る。

竃は北壁やや東寄りにあり，長さ0．糾m e幅1．15m e焚口部幅0・56mを測り，壁外へ21cm掘り

込まれている。袖部は，山砂とロームを混ぜて築かれている。焼成部は床面と同レベルで，20cnl

程掘り込み9　ロームを埋めて火床としている。焼土は少ない。

遺物は，土師器e須恵器・瓦e羽目e砥石・鉄製品e鉄棒・漆紙が少量，中央部付近の覆土下

層から床面にかけて出土している。漆紙は，竃西側の覆土下層上面からの出土である。

一一453－



第闘湘図175号竪穴住居跡も竃実測図
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第352図175号竪穴住居跡出土遺物実測図

175号竪穴住居跡出土遺物観察表（第352図）

剋
m
射
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m
仕
馴
1
6

5CM

L　！　　」

番号器　　種法量（cm） 形態お　よ　び手法の特徴 備　　　　　考

1S

士不A（13．8）底部は平底で．底部と休部はあまい角度で分かれる。休部は内灰白色

B　4．4 攣気味に外上方にのび，ロ綾部は僅かに外反して，端部を丸く細砂・長石粒
C　8．6 おさめている。右ロタロ水挽き成形で，底部は回転箆切り後一不良
方向の静止箆削り調整。休部下端部は手持ち箆削り調整か。全
体に摩滅が進行。

2S

土不A（14．6）底部は平底で，休部と底部はあまい角度で分かれる。休部はや緑灰色
B　4．4 や内管気味に外上方にのぴ，端部を丸くおさめている。右ロク細砂・長石粒・長石微
C　8．3 ロ水挽き成形で，底部は回転箆切り後，軽いナデ調整。ロ綾部粒
内・外面は横ナデ調整。 不良

3S

杯A13．5 底部は平底で，休部と底部は箆削りによって，鋭く明瞭な角度灰色
B　4．6 で分かれる。体取ま，やや内轡気味に外上方にのぴ，端部を丸細砂・長石粒・長石徴
C　8．2 くおさめている。右ロタロ水挽き成形で，底部は多方向の静止粒
箆削り調整。休部下端部は手持ち箆削り調整。 普通

4H

凍C　7．5 底部は平底で，休部は内管気味に外上方にのぴる。休部外面とにぷい橙色

底部内面は，箆ナデ調整。休部内面は，ナデ調整。底部外面は砂粒・長石粒多・雲母
木葉痕の上から箆ナデ調整。 普通

番号種　類法量（cm）形態の特徴備　考番号種　類法量（cm）形態の特徴備　考

5

砥　石6．5×3．6長方形を呈し，二側面の砂岩
7

8

小　札 7は残存長2．2cm，幅1．2

2．0 みに使用痕が認められる。67．2g cmで一方の端部欠損。

8は残存長2．0cm。

6

砥　石3．4×2．5方形を呈し，三側面に使凝灰岩
9

10

管　状 9・10共に全長2．7cm，径
（提砥）2．2 用痕が認められる。斜行

する貫通孔を1孔有す。
23．5g 鉄製品 0．9cmで完形品。

鉄板を折り曲げている。
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177－A号竪穴住居跡（第353図）

調査区D4gl区を中心に174号竪穴住居跡の南に位置し，下位に177－B号竪穴住居跡がある。

規模は，北西部が撹乱を受けているものの，東西4・5m・南北3・73mを測り，主軸方向N－Oeを

指す隅丸長方形を呈している。

覆土は，褐色・暗褐色土の自然堆積である。壁はゆるやかに立ち上がり，高さ15cmである。床

面は部分的に槍乱を受けているが貼床で，竃焚口部前面から中央部にかけて十分踏み固められて

いる0貼床は，下位の177－B号竪穴住居跡の床面上に，ロームを5～10cmの厚さで充填している。

ピットは9か所確認され，Pl・P3・P4・P16が主柱穴とみられる。径30cm・深さ40～50cmを

測るo P5は東壁外にあり，1・0×0・8cmの楕円形を呈し，深さは48cmを測る。

竃は北壁中央部にあるが，上部は撹乱を受け，袖部等が確認できなかった。

遺物は・土師器・須恵器・瓦・羽口・砥石・鉄棒が少量，床面付近から出土している。

／磯群糎T～

10cM

第354図177－A号竪穴住居跡出土遺物実測図

177－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第354図）

SCM

「－－一一一一一ト一一一一一→

番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

高台付隼 A （14 ．1）

B　 5 ．9
底部 と休部の境界 は明瞭な稜 を持つ。休部 は外傾 気味 に外上 方 外面一青灰色

にのぴ，端部 を　 くお さめてい る。 。台は貼 り付 けで外下 方に 内面一 灰赤色
D　 9 ．9 のび， 端部に面 をなす。 水挽 き成形で，底部は右 ロタロ使用 の 細砂 ・長石粒 多 ・長石微

回転箆 削 り調整。他は全体 に横 ナデ調 整。高台外面に接合痕 を 粒 ・雲母

残す 。 普 通

2 S

要 A （22 ．0 ） ロ綾部 は上位 ほど外反度が強 く， 外端 部に面 をなす。頸部内面 灰色

は，箆削 り後梼 ナデ調 敬 体部外面 に叩き 目調整 を見 る。他全 砂粒 ・長石粒 多 ・長石微

粒 多 ・雲母

普通

体に横ナデ調整。

3 H

褒 A （12 ．1） 小形軋 丸 く胴の張 った休 部か ら，「く」の字状 に屈 曲する甘練 橙色
F 12 ．2 部 が付 き端 部 を外上方 につ まみ出 して丸 くお さめ ている。 口頸 砂粒 ・長石粒 ・雲母

部内 ・外面は，横ナチ調整。体部内 ・外面は，箆 ナデ後，ナデ調整。 普 通
全体 に薄手作 り。
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‾‾‾訂 ㌃ 諒毎‾彿‾司　 形態の特徴　 備 考i番号 穫 中 去量屈　 形態の特徴　 ‾　考

引 3＿’2　　 日 5

177－B号竪穴住居跡し第355図）

177…A号竪穴住居跡の下位にあ畑　A号より一回り小さい。規模は9　東西3・7me南北3・57m

を測る隅丸方形を呈している。

覆土は，A号の貼床を構築する層である。壁はほぼ垂直に立ち上がり9　高さ20cmを測る。北壁

部を除く壁下には9　幅20crno深さ10cmの壁溝が存在する。床面は貼床で9　やや起伏を有している。

南壁部から竃焚口部にかけては，十分踏み固められている。貼床は平面プランと同じ形態で35～

45cm掘り下げ，ロームブロックを20～25cmの厚さで充填している。ピットは9か所確認され，P14の

P17－P19が主柱穴とみられる。径30cm鴇深さは35～50cmを測る。

竃は北壁ほぼ中央部にあるが9　撹乱により構造等を明らかにできなかった。

遺物は，土師器や須恵器の鉄棒が少鼠　竃周辺から出土している。

第355図1771－つ十号竪穴住居跡実測図

一一一．持8－



第鍋寓177…B号竪穴住居跡出土遺物実測図

177…B号竪穴住居跡出土遺物観察表（第356図）

番号 器　　 種 法量（cm）
形 態 お よ び 手 法 の 特 徴　　 ‾‾‾丁 ‾‾‾「 ㌃　 考

言
j

悟 1

1

iA ll‘7
B　5．6D　8．0
庚空去禁票宗警護急告完禁温 竺霊品濃 票警禁誓協霊＝農芸霊色
る。高 台は貼 り付 けで，ややふ んば り気味 に下 方向にのび端部 砂粒 ・長石粒 ・長 石薇杵 ・
に面 をなす 。右ロ タロ水挽 き成形 で底部 は回転箆 削 り調整。他　 雲母

全体に横ナ デ調 整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通
l j －

は1孟詔雷雲去禁票宗警護急告完禁温 竺霊品濃 票警禁誓協霊＝農芸霊色
D　8．0　 る。高台は貼り付けで，ややふんばり気味に下方向にのび端部 砂粒・長石粒・長石薇杵・

に面をなす。右ロタロ水挽き成形で底部は回転箆削り調整。他　 雲母
全体に横ナデ調整。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

［
婆

2　　H

i
A （17・2）脛 豊 詣 翳 霊 詰 濡 給 る宗警 ㌫富ぎ旋慧票鵠 離 宗 鑑 多

i箆ナデ調整0 全体に摩滅が進札　　　　　 不良

婆 A （20．6） 丸く胴の張った休部から丸く屈曲するロ綾部が付き，外端部に　 浅黄橙色

3　　H 明瞭な稜をなしつつ端部をほぼ垂直につまみ出す。［］頸部内・外 砂粒e長石粒多・石英粒
霊墓警‡諸 芸芸霊票㌢面欄 整ほ不良 体部内爛 ま箆ナ当 普通

！

欄距欄牒瀾慄庵腰潮目第3570358図）

調査区D3jo区を中心に177号竪穴住居跡の南に位置し言78－B号工房の廃絶後に構築され

ている。東側は調査区城外に存在し，東西5．8m e南北403mで，長方形を呈していたものとみら

れる。

覆土は，褐色土の自然堆積で号数か所に撹乱坑がみられる。壁はゆるやかに立ち上がり9　高さ

30。m程である。床面は鉄棒を多く含んだ暗褐色土で，比較的軟弱である。ピットは，撹乱や178

－B号に伴うものとの判別が困難であるが9　約20か所確認されている。柱穴は各コーナー付近に

みられるが，1コーナーで3～4本あり，数度の建て替えが行われたものとみられる。壁寄りの

ピットが新しいものとみられる。深さは35－60cmである。

竃は北壁中央部にあり，長さ0．98mの幅上13m・焚口部幅0・55mで，壁外へ25cm掘り込まれて

一一一一一一一LIt5〔「一一



第357図178号－A号竪穴住居跡・竃，178－B号工房跡実測図
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第358図178－A号竪穴住居掘方，178－B号工房掘方・1－8号炉跡実測図
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いる0袖部は，山砂とロームとで築かれている。焼成部は床面と同レベルで，上部に焼土の堆積

がみられる。輿望寄りから平瓦片が数点出土している。

遺物は9土師器や須恵器の瓦の羽目0砥石も鉄製品を鉄棒が，全域にわたって出土している。

ただ，178－B号工房跡との判別ができないものが多い。

178－A号竪穴住居跡出土遺物観察表（第359－361図）

言昌　　 博33：雲法器 禁禁畿鷲鍔、議欝法認憲法謂議離農 石粉長石微粉
i り後多方向の箆ナデ調整0 日縁部内 ・外面 と休部内面は横ナチ調整0　 やや不良

l
坪　　 C　 6 ．日 底部 は平底で，休部 と底部 はやや あまい角 度で分 かれ，休部は　 灰 白色

2　S　　　　　 豊富晋完義芸志詣蒜竃話芸孟詔那荒 豊 謂 豊 。長石粒茂石微妙

i i　　　　　　 減が進行0　　　　　　　　　　　　　　　　 不良

羽 つ　 軽豊 恋 恋 恋 、る。水挽き成一蓬蓋も孟宗賢慧に腑一㌦ 盤」1機 鷺 蛮勇藍≡真意 湯 壷石微粒vo

i4　　　　　　　　　D（9凍　ている。高台は貼り付けで，下方向にのぴ9　端部に面をなす。i　　　 に横ナデ楓

5甘
［　　 i　　 聖で粘土紐痕 を残す0 他全体 に薄手作 り0

埠 ！A 14．5

6廿 一

l

7日 塊撞燕

出二⊥」董軍箪鵠㌢る瀾内職 げ蟻馳石英粒
9 H了

10日曇 の底部潤は箆憫僻酬 伽箆ナ磯
手 旗

丸 く張った休部か ら「く」の字状 に屈曲するロ綾部が付 き，外 端部に
！

灰褐 色
一条の溝 を巡 らす。 ロ頸部内 e外面は横ナチ調整。体部内 ・外面は箆 砂粒 ・長石粒 ・雲母

ナデ調整。 普通

玉縁付丸 瓦。丸瓦部は殆 ど欠損。 凸面 は箆 削 りとナデ調整。凹 灰色
面は布 目を残す。側面．は箆 ナデ調整。端面 は箆 削 り調 整。 細砂 。長石 粒少，やや精良

やや硬質

凸面 には縦 位の縫 目叩 きがみ られ， 凹面 は布 目を残す。側面は

分割裁 画のま まと思われ，上端部 に面取 りが施 されてい る。端
面 は箆 ナデ調整0 やや薄手榊 o　　　　 i

l

にぷい橙 色

砂粒 ・長石粒 ・長右微
粒 多 ・雲母少

やや硬 質

二次焼成 を受け る

13
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第359図178－A号竪穴住居跡出土遺物実測図（1）
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14651



番号 浩　 種　 浅酌 m〉 i　　 形態および手法の特徴　　 ！ 備　　 考

平　　 瓦　全長（23．5）　 やや歪みを持ち全体に厚さが均等でない。凸面は斜位の織目叩き　灰白色
14　　　 厚さ2・0～5・0 ㌔ 讐霊荒雷雲霊芝讐警諸 孟警孟宗鵠 豊島震 芸宗鵠 施 群 議 粒戌 石薇

されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 軟質　 二次焼成を受け，
一部粕薬化する。

番号 i種 類 i法酎 cm）
形 態 の 特 徴 備　 考

網 桓 中 略 cm）！ 形 態 の 特 徴 i備 考

羽　 目　 全長 7．7 外面は規則的な凹凸が 先端部 錆 か　 全長（7．の 両端部欠損。

15 円 鮎

i i

見られるが小軋痕か。 ほ溶解 太さ　0．8
し鉄付 38

着。 i ∴＋ 1
羽　 目　 全長 3．7　　 先端部破片。　　　　　 全体に 鎌　　 全長15．6　ほぼ完形品。現代のもの

外径 6．4 溶解し，　　　　　　　 刃幅1．2 か。
16　　　　 孔径 2・6 鉄付着。　 39　　　　　　 ～1．9

ー外周は砥石として利用 警諾

したのか磨ってある。
孔は土器の内側から穿 豊 法

っている0　　　　　 切り

66 g

iー　　　 鋤　 先

40

全… 靡 鵠 叫

幅 2．2

砥　 石 10．3×5．9　 ニ側面のみに使用痕が　 頁岩 婁
志幣 0）！上部欠軌 i

18　　　　 2・6　　　 認められる0　　　　 242 g 41

i刀 子 全長（9・4）

まつ　 認 孟‥享

i

義　 金　 全長 4．1 「完形品。

「2 i

拙 つ 儀 榊 事 針欝隼方棚は尖る？
ii

捷 「 5・26は末整品かo i

；；釘＿ ＿獲 盛夏　冊製窯　 憲ぎ欒晶

け9号竪穴住居跡（第362図）

調査区EOho区を中心にB号竪穴住居跡の西に位置し，東西2．67m e南北2835mを測り9　主軸

方向N－90…Eを指す隅丸方形を呈している。南西コーナーで28号掘立柱建物跡のP7　と重複

している。新旧関係は9　当跡が新しい。

覆土は，鉄棒を多義に含む褐色も暗褐色土で，ロームブロック。焼土を少量含む層もあるが，

ほぼ，自然堆積とみられる。壁は若干傾斜をもって立ち上がり，高さ35cmを測る。床面は貼床で普

南から北へ向けて低くなる外はほぼ平坦で，十分踏み固められている。貼床は平面プランより一

回り小さい2・0×L6mで，0・62m掘り凹め，．ロームブロックを20cmほどの厚さで充填している。

ピソトは確認されていない。
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竃は9　北壁中央部にありラ　長さユ．19mの幅上09m o焚口部幅0。45mで普　望外へ55cm振り込まれ

ている。袖ほなら　三角状に望外へ掘　込まれた両側に　山砂を貼り付けている。焼成都電床廟

よりユOcm低く9　ゆるやかに輿望部へ立ち上がる。中央部には，土師苦杯三個体の無二個体分が曹

押しつぶされた状態で出土している。

遺物は普　土師器の須恵器の瓦も羽目の鉄棒が竃周辺および東壁寄りから出土している。

第362図179号竪穴住居跡・竃・相方実測図

179号竪穴住居跡出土遺物観察表（第363図）

器　　種 法量（cm） 形態　お　よ　び手法の特徴

底部は平底で，休部は内攣気味に立ち上がる。粘土紐積み上
げ成形で，休部内面に7本の粘土紐を見る。底部内面はナデ調
整。休部内面はナデ及び指頭押庄調整。休部外面は9　平行叩き
目調整で下位は箆削り調整。

底部は平底で　休部と底部はあまい角度で分かれる。体部は内攣気味
に外上方にのぴ，ロ縁端部を丸くおさめている。底部と体部下
端部は右ログロ使用の回転箆削り調整。休部外面は横ナデ調整。
内面全体は箆磨き後黒色処理。

一一一46．7－

備　　　　　考

持外面に粗殻状庄痕

にぷい橙色
纏砂0長石粒e石英粒
雲母
普通



第363図179号竪穴住居跡出土遺物実測図

番号 器　　 種 法量 （cm） 形 態 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

3 H

土不 A 14 ．0 底部は平底で，休部 と底部 は，やや明瞭 な角度 で分か れる。体 にぷい橙色
B　 4 ．2 部 は内管気味に外上方 にのび，ロ綾 部は外反 して端部 を丸 くお 砂粒 ・長石粒 ・雲母 多 ・
C　 6 ．5 さめてい る。水挽 き成形 で， 底部は回転箆切 り後塵ナ デ。休部 ス コリア

下端 部は手持 ち箆 削 り調整。 全体 にや や博手作 り。 普通

休部 外面に煤付着

4 H

方不 A 13．2 底部 は平底 で，休 部 と底部はやや あまい角度で分かれ る。休部 にぷ い橙 色
B　 4．2 はやや 内管気味 に外上方にの び， 口綾部 は外反 して端部 を丸 く 細砂 ・長石 ・石 英粒 ・雲母 多
C　 6，1 お さめ ている。水 挽 き成形で，底部は 回転箆切 り後一方向の静 普通

止箆削 り調整。休部 下端 部は手持ち箆削 り調整。全体に帝手作 り。
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番号 器　　 種 法皇 （cm） 形 態 お　 よ　び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

5 H

要 A 1 4．5 小形喪 。休部は内轡 しつつ立 ち上が り，丸 く屈曲す るロ緑 褐 灰色

F 14．5 部が付 き， 端部 をほぼ垂直につ まみ 出して丸 くおさめてい 細砂 ・長石粒
る。 口頸部 内 ・外面は横ナデ調整。休部内面 と休 部外面上

位は箆ナ デ後ナデ調整。休部外面 中位は箆削 り調 整。全体

に薄手作 り。

普通

6 H

婆 A （13 ．4 ） 胴の張 った休部 か ら，やや 「く」の字状に屈曲 し，僅かに段 褐灰色

をなす 口縁部が付 き，端部は面 をなす。ロ緑部内 ・外面は横 細砂 ・長石粒 ・雲母
ナデ調整。頸部 内 ・外面 と体部 内 ・外面は，箆ナ デ調整。 普通

7 H

禁 A （20 ．8） 休部 は内攣 しつつ立 に上がり 「‘く」の字状に屈曲する ロ綾部が にぷい橙 色

F　25 ．0 付 き， 端部 を外上方 につ まみ 出 し， 丸 くお さめて いる。 口 砂 粒 ・長石

頸部 内 ・外面は横ナ デ調 整。体部 内 ・外面は箆 ナデ調整。

頸部 内面に粘土紐痕 を残す。

普 通

25．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2M

第364図180号竪穴住居跡・竃・掘方実測図

柑0号竪穴住居跡（第364図）

調査区F2b8区を中心に2号連房式竪穴遺構の南に位置し，東西2．46m・南北2．55mを測り，

主軸方向N－0。を指すほぼ隅丸方形を呈している。

覆土は，少量のロームブロックを含む暗褐色土で，自然堆積とみられる。壁は傾斜をもって立
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ち上がり，高さ10cmを測る。床面は貼床で，若干起伏を有し，南壁中央部から竃焚口部にかけて

の幅80cmは，十分踏み固められている。貼床は，数か所の円形土壌を，最も深い部分で50cm掘

り下げ，ロームブロックを10－30cmの厚さで充填している。ピットは6か所確認され，Pl～P4

が主柱穴とみられ，深さは15－25cmを測る。

竃は，北壁中央部にあり，長さ0．95m。幅0．7m・焚口部幅0・42mで9壁外へ55cm掘り込まれて

いる。袖部は山砂にロームを加えて築かれているが，短いものである。左袖部上部には，黒曜石e

瑠璃も石英の少片を約20個並べ，須恵器皿が置かれている。焼成部は床面より若干低く，ゆるや

かに奥壁部へ続く。中央部には少量の焼土と灰が堆積し，上部から土師器杯が出土している。

遺物は，土師器e須恵器e瓦。羽目・鉄製品e鉄棒が床面付近から出土している。

（川井正一）

180号竪穴住居跡出土遺物観察表（第365の366図）

番号 器　　 種

i

法量 （cm） 決 態　 お　よ　 び 手 法 の 特 徴 備　　　　　 考

1 S

杯 A 1 2′．9 底部 は平底 で，休部 と底部 はやや 明瞭な角度 で分 かれる。休部 灰色

B　 4 ．5 はやや 内轡気味 に外上方 にのび， ロ綾部 は僅か に外反 して端部 細砂 ・長石粒 ・長石微粒

C （5．2） を丸 くお さめ ている。水 挽 き成形で，底部 は回転箆切 り胤　 外 ・雲母

周部は箆ナデか 。休部下端部 は手持 ち箆 削 り調 整。 や や不良

2 S

高台付皿
l
A 14 ．1 休部は外上方 に大 き く開き， ロ綾 部は水平 にのびて端部 を丸 く 緑灰色

B　 3 ．1 お さめて いる。高 台は貼 り付 けで外下方 にのびる。水挽 き成形 細砂 ・長石大粒 多・長

D　 7 ．6 で，底部は ロクロ使用 の回転箆 削 り調整。他全体 に横ナ デ調 整。石微粒

普 通　 休 部外面 と

′底部外面に箆記号

3 S

曾瓦 胴の張 らない休部か ら， かる く 「く」の字状 に屈 曲す る目線部 灰色

が 付 き， 外端 部 に面 をな しつつ端部は再度 内傾 するp　H 頚部 細砂 ・長石粒 も雲 母

内 ・外面 は，l横ナヂ調 撃。休部 内面はナデ調整。休部 外面 は平行 不 良

叩 き目調整。やや摩滅す る。全体 に薄手作 り。

4 －　S

甑 A （33 ．7） 底部は，正円状 に抜け る。休部 は外傾 気味 に外上方 にの ぴ 「く」 にぷい橙 色

B　 26 ．9 の字状に強 く屈 曲 す る　ロ綾部が付 き，端 部 は再 度 内傾 す る。 細砂 e長石粒 。雲母

C （18 ．7 ） ロ頸部内 ・外面 は横ナデ調 整で目線 部外面 に叩き目を残す。 なま焼け

休 部外面は，平行 叩き目調 整で下位 は箆 削 り調整。

5 H

．杯 A 14 ．0 底部は平底で，休部 と底部 の境 界は，明瞭 でない。休部は内攣 赤色

B　 4 ．1 気味に外上方にの び， 口緑端部 を丸 くお さめて いる。底部 と体 砂粒 ・長石粒 ・雲母

C　 6 ．3 部下端部は右 ロクロ使用 の回転箆 削 り調 整。 ［］綾部外面 と休部 良好

外面は横ナヂ調整。 内面全体 は箆磨 き調 整。

6

i

H

高 台付杯

l

！
A 13 ．0 やや 浅い棒。底部 と休部 の境 界にやや 明瞭 な稜 を持つ。体部は 橙色

B　 3 ．7 内攣気味に外上方にのび， ロ綾部 は外反す る。高台は貼 り付け 細砂 0長石粒 ・石 英粒 ・

D　 6 ．9 で短 く，下方向にのぴ る。水挽 き成形 と思われ，底部は右 ロク 雲母

ロ使用の回転箆 削 り。内面全体 は箆磨 き後黒色処理く⊃ 普通

i 高台付皿 A （13 ．3） 休部は，や や 内攣 気 味 に外 上 方に大 き く開 き， ［拍承部 は僅か にぷ い橙 色

7 ［
l

H i B　 2 ．1 に 外 反 して端 部 は やや 尖 る。高 台は貼 り付けで 「ハ」の字状 砂粒 ・長石粒 e雲母 ・

D　 7 ．3 に外下方にのび，内端 部 に 浅 い 溝 を巡 らす。水挽 き成形で， スコ リア

底部 は右 ロクロ使用の回転箆削 り調 整。内面全体は箆磨 き後， 普通底部 は右 ロクロ使用の回転箆削 り調 整。内面全体は箆磨

不 完全な黒色処理。

瓦 全長 4 0．5 五線付 丸瓦。凸面は箆削 り調整。 凹面は布 目を残す。側

広端 （10 ．3） i割戯 画の ままで上端部は面取 りが施 されてい る。端部は
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SCM

l l I

種　類法量（cm）形態の特徴備　考番号種　類法量（cm）形態の特徴

刀　子全長（10．5）

刃幅1．6
茎長　2．4

先端部欠損。

11

槍賂か全長（8．6）

刃幅1．1

刃先端部欠損。

釘　か全長（9．1）全体に歪み，両端部欠

太さ　0．5損。
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